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ディ・ライト（昼間
点灯）

を実践しましょう☆

春の全国交通安全運動
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第2回東川大写真展入選作品から

「笑顔で楽しく下校！」
大塚友記憲さん撮影

CONTENTS
東川町議会第1回定例会開催
○町長行政執行方針
○教育長教育行政執行方針

平成20年度当初予算の概要

東川町の家計簿

教職員の異動

まち・タウン
ラトビア駐日大使が来町
町内小、中学校から159人が卒業　　ほか

キトウシ森林公園シーズン・イン

今、生き生きと
○占星術師、アストロコンサルタント　横山アディナ

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○善は急げ　急がば根回し？
◇短歌・俳句
◇新刊図書・ビデオ案内

Dr.中田の「健康にばんざい」
○生活習慣病を防ごう③

大雪山の素顔
○「早春の花」…大雪山自然学校・NPO法人ねおす　鳥羽晃一

ペチャクチャカナダ人
○「二国物語―その２」…英語指導助手（AET）アシュリー・ペトゥルッチ
○エイゴのマナビカタ
　第48回「記憶の忘却曲線」…英語学習指導員　宮地晶子

町の風　雑記抄
○捨てる我楽多（がらくた）…前中央分館長　尾池隆男

大雪地区広域連合からのお知らせ
○国民健康保険、後期高齢者医療の被保険者証等を送付します

くらし・ネットワーク
重度障がい者にハイヤー料金を助成します
農業集落地域の居住についての協定を勧めています　　ほか

子育てチャンネル
○「進化台の春に想う」
旭川福祉専門学校長　南雲景正

保健だより
○〝きちんと朝食〟が健康づくりの基本

おいしい手料理
○「春キャベツの中華風スープ」…園田多映子

東川町、東川町交通安全協会
東川・東川西・志比内駐在所

「ストップ・ザ・交通事故死」
～目指せ　安心で安全な車社会　北海道～

春の全国交通安全運動
4/6（日）～15日（火）

◎気をつけて！　子供と高齢者の交通事故
◎雪解けで走りやすい道路はスピード注意
◎自転車は安全に利用しましょう
◎二輪車は事故が起きたら重大事故に
◎シートベルトは後部座席も
　チャイルドシートの正しい着用と徹底

ディ・ライト（昼間
点灯）

を実践しましょう☆
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切
に
し
、
常
に
根
源
を
考
え
行
政
執
行

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

以
下
、
平
成
20
年
度
の
具
体
的
な
行

政
執
行
の
方
針
と
考
え
方
に
つ
い
て
申

し
上
げ
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

﹇
１
﹈　

議
会
及
び
他
の
執
行

機
関
と
の
強
固
な
連
携

（1）　

議
会
と
の
関
係

　

私
た
ち
の
行
政
業
務
の
目
標
は
「
住

民
福
祉
の
増
進
の
た
め
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
住
民
福
祉
の
増
進
目
標
が
最
少

時
間
、
最
短
距
離
で
実
現
す
る
こ
と
が
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

源
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
に
は
「
住
民
福
祉
増
進
」
と
い
う
大

き
な
目
標
実
現
に
向
け
て
良
好
な
関
係

を
維
持
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
議
会
と
は
強
固
で
安

定
し
た
良
好
な
関
係
が
持
続
で
き
ま
す

よ
う
に
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（2）　

教
育
委
員
会
と
の
連
携

　

乳
児
・
幼
児
か
ら
中
学
校
ま
で
の
教

育
は
生
涯
教
育
の
最
も
基
礎
が
形
成
さ

れ
る
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

学
校
等
に
お
い
て
幼
児
か
ら
生
徒
に
至

る
児
童
等
が
安
心
し
て
学
び
、
健
や
か

に
育
つ
学
び
や
と
し
て
の
機
能
が
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
町
民
益
を
優
先
し
た

体
制
づ
く
り
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
人
々
が
お
金
で
買
え
な
い
財

産
が
あ
る
と
す
れ
ば
教
育
で
あ
り
、
人

間
形
成
の
た
め
最
も
大
切
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
社
会
教
育
及
び
体
育
の

分
野
に
つ
い
て
は
民
間
等
で
も
相
当
充

実
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
大
き
な
転

換
期
に
あ
り
、
従
来
方
式
を
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
教
育
委
員
会
と
十
分
連
携
、
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
教
育
振
興
に
配
意

し
て
い
き
ま
す
。

（3）　

農
業
委
員
会
と
の
連
携

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
農
業
は
国
家

国
民
の
安
全
を
守
る
基
本
と
な
る
産
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
輸
入
食
品

に
全
体
食
糧
の
６
割
を
依
存
す
る
日
本

農
業
の
体
質
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
行

く
時
代
で
あ
り
ま
す
。
国
民
へ
食
料
を

安
定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
不
変
の
役

割
、
国
民
の
安
全
・
安
心
形
成
の
基
盤

と
な
る
産
業
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、
農
業
の
振
興
、
後
継
者
の
確
保
、

地
域
の
活
性
化
（
非
農
業
者
と
の
混
住

化
の
推
進
）
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
農
業

委
員
会
と
十
分
連
携
を
図
り
、
更
な
る

農
業
振
興
に
配
意
し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　

平
成
時
代
も
20
年
と
い
う
成
人
を
迎

え
、
今
年
は
「
子
」
の
年
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
中
国
の
言
葉
に
「
窮
鼠
（
き

ゅ
う
そ
）
猫
を
噛
（
か
）
む
」
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
財

政
上
、
大
変
な
窮
地
に
た
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
窮
鼠
」
の
状
況
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
国
や
道
に
噛
み
付
い

て
み
て
も
本
質
的
な
問
題
が
解
決
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
き
ゅ
う

地
を
乗
り
切
る
に
は
議
会
を
は
じ
め
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
一
人
ひ
と
り
の
持
っ

て
い
る
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
発
揮
し
、
既
存
の
常
識
か
ら
脱
皮
し
、

新
し
い
常
識
を
一
時
的
か
つ
長
期
的
な

視
点
か
ら
作
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
５
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
関
係
者
の
深
い
理
解
と
忍
耐
を
い
た

だ
き
、
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
継
続
し
て
改
革

の
加
速
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち

の
認
識
を
は
る
か
に
超
え
た
変
化
が
起

き
て
お
り
、
変
化
に
順
応
し
て
い
く
た

め
に
は
朝
令
暮
改
を
恐
れ
ず
、
常
に
私

た
ち
は
住
民
福
祉
の
増
進
に
向
っ
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
基
調
と
し
て
確
実

に
一
歩
を
踏
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
町
づ
く
り
５
カ
年
計
画

「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
が
、
こ
の
実
施
計
画
は
最

低
必
要
な
こ
と
の
目
安
を
定
め
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
追
加
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
熟
度
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は

見
直
し
、
凍
結
の
場
合
も
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
計
画
の
実
現
に
最
大
の

努
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
一
定
の
行
政
水
準
を
持
続
し
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
お
お
む
ね

8
0
0
0
人
の
人
口
確
保
を
目
標
と
し
、

自
主
財
源
の
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
課
税

客
体
の
充
実
化
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
住
民
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
「
飲
水
思
源
」
と
い
う
言
葉
を
大

東川町議会第1回定例会開催　新年度予算可決

松岡町長、「プライムタウンづくり」計画を核に
新年度行政執行方針

　平成20年度東川町議会第1回定例会が3月7日から14日まで開かれました。新年度一般会計予算案、5特別会計予算案
（国民健康保険、簡易水道事業、公共下水道事業、町立診療所、宅地造成事業）など町提出34議案、議会提出2議案（議
会改革特別委の設置に関する決議、町議会委員会条例の改正条例）が審議され、いずれも議案どおり可決成立し閉会まし
た。この結果、本年度一般会計予算規模は総額40億5千200万円、5特別会計は総額6億6千440万円となりました。

町議会（3月14日、第1回定例会一般質問）
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（
3） 　 最 高 の 行 政 サ ー ビ ス

を 提 供 す る 機 関

　 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 は 、 基 本 的

に 「 職 員 と 住 民 」 の 間 に お い て 行

わ れ ま す が 、 お 互 い に 顔 が 良 く 見

え る 関 係 を 推 進 し 、 相 互 に 名 前 を

親 し く 呼 び 合 う こ と が で き る よ う

に 努 め ま す 。 言 葉 づ か い 、 服 装 、

行 動 に つ い て も 公 務 員 と し て の 意

識 高 揚 を 図 り 、 住 民 か ら 慕 わ れ 、

愛 さ れ 、 か つ 信 頼 さ れ る 役 場 づ く

り を 、 次 の 点 を 重 点 と し て 実 践 し

て い き ま す 。

ア 、 お 客 様 の 名 前 を 呼 ぶ こ と が で

　 　 き る 役 場 づ く り

イ 、 挨 拶 が し っ か り と で き る 役 場

　 　 づ く り

ウ 、 迅 速 か つ 的 確 に サ ー ビ ス が 提

　 　 供 で き る 役 場 づ く り

（
4） 　 機 構 改 革

　 副 町 長 ２ 名 を 配 置 し た 独 自 の チ

ー ム 制 を 導 入 し て お り ま す が 、 担

当 チ ー ム 内 の 調 整 、 さ ら に は 両 チ

ー ム 間 調 整 に よ り 、 職 員 の 持 っ て

い る 能 力 が 最 大 限 に 発 揮 さ れ 、 最

高 の 住 民 サ ー ビ ス の 提 供 が 行 わ れ

る 活 力 あ る 役 場 づ く り を 目 指 し て

お り ま す 。 チ ー ム 内 に は 責 任 あ る

対 応 が で き る よ う 、 ま た 対 外 協 議

が 円 滑 に 展 開 で き る よ う に 「 課 」

と 「 室 」 を 配 置 し て い き ま す 。 今

ま で も 業 務 の あ り 方 を 見 直 し て き

ま し た が 、 特 定 の と こ ろ に 過 度 な

運 営 に 努 め て い き ま す 。 特 に 東 川

振 興 公 社 と の 連 携 強 化 に 努 め 、 株

式 会 社 の 持 っ て い る 機 能 の 発 揮 に

期 待 し 、 写 真 の 町 の 人 脈 を 活 用 し

た 「 も の 、 情 報 、 お 金 」 な ど の 動

き 拡 大 に よ る 会 社 の 自 立 経 営 の 推

進 と 行 政 の 安 定 的 な コ ス ト 縮 減 化

の 実 現 に 努 め ま す 。

ア 、 指 定 管 理 者 制 度 の 活 用 拡 大

イ 、 一 部 事 務 委 託 の 継 続

ウ 、 東 川 振 興 公 社 機 能 の 向 上 へ の

　 　 期 待 （ 利 益 拡 大 ）

（
2） 　 健 全 な 財 政 運 営

　 財 政 運 営 は 、 プ ラ イ ム タ ウ ン づ

く り の 中 で 定 め て お り ま す 「 行 財

政 の 基 本 的 な 考 え 方 」 を 基 調 と し

て 進 め て い き ま す 。 特 に 、 次 の 財

源 対 策 に 配 意 し て 運 営 の 健 全 化 を

目 指 し ま す 。

ア 、 賦 課 し た も の の 確 実 な 徴 収 　

　 （ 町 税 、 使 用 料 な ど ）

イ 、 各 種 財 源 の 導 入 と 利 活 用 （ 交

　 　 付 金 、 助 成 金 な ど ）

ウ 、 課 税 客 体 の 充 実 （ 交 流 と 定 住

　 　 人 口 確 保 、 固 定 資 産 投 資 奨 励

　 　 な ど ）

エ 、 協 力 金 の 導 入 （ 環 境 保 全 協 力

　 　 金 な ど ）

オ 、 職 員 住 宅 手 当 等 の 見 直 し

カ 、 機 構 改 革 に よ る 人 件 費 の 総 枠

　 　 縮 減

も の と 考 え ら れ ま す の で 、 一 部 を

独 自 に 見 直 し 、 指 名 競 争 入 札 に よ

り 地 元 発 注 の 促 進 に 努 め ま す 。

﹇ 4 ﹈　 行 財 政 改 革 の 推 進

　 平 成 1
7 年 度 に 定 め た 東 川 町 新 行

財 政 改 革 大 綱 （ 以 下 「 集 中 改 革 プ

ラ ン 」 と い う 。 ） の 内 容 の 具 現 化

を 進 め て き て い ま す 。 実 施 の 効 果

が 表 れ て き て い ま す が 、 必 要 に 応

じ て 見 直 し な が ら 、 平 成 2
1 年 度 ま

で に 達 成 で き る よ う 更 に 改 革 を 加

速 さ せ ま す 。

（
1） 　 行 政 改 革

　 行 政 は 「 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効

果 」 が 求 め ら れ て お り ま す 。 こ れ

ま で も 改 革 を 進 め て き ま し た が 、

行 政 分 野 で の 改 革 に は 限 界 が あ る

こ と か ら さ ま ざ ま な 分 野 と の 連 携

に よ り 、 行 政 の 効 率 的 か つ 健 全 な

事 業 所 の 誘 致 や フ ォ ト ツ ア ー 等 の

誘 致 の 推 進 に 努 め ま す 。

（
2） 　 「 地 産 地 消 」 の 促 進

　 本 町 に は 「 農 業 、 木 工 ・ ク ラ フ

ト 業 、 観 光 業 」 の ３ つ の 素 晴 ら し

い 産 業 が バ ラ ン ス 良 く 構 成 さ れ て

い ま す 。 特 に 観 光 産 業 は 他 の 分 野

の 産 業 に も 大 き く 貢 献 す る こ と か

ら 振 興 を 図 っ て い く 必 要 が あ る と

考 え て い ま す 。 本 町 を 訪 問 す る 多

く の 人 々 に 素 晴 ら し い 産 業 を 伝 え

る た め 尚 一 層 の 地 産 地 消 に 努 め ま

す 。
ア 、 学 校 給 食 （ 地 元 産 の 農 産 物 ）

　 　 で の 活 用 　

イ 、 各 種 会 議 （ 東 川 町 で の 加 工 品 ）

　 　 で の 活 用

ウ 、 備 品 （ 家 具 、 ク ラ フ ト ） と し

　 　 て の 活 用

（
3） 　 「 地 元 発 注 」 の 促 進

　 近 時 、 工 事 の 発 注 は 特 別 の 事 情

が あ る 場 合 の 指 名 競 争 入 札 や 随 意

契 約 を 除 き 、 一 般 競 争 入 札 に よ る

も の へ の 移 行 が 進 め ら れ て い ま す 。

し か し 地 元 業 者 へ の 発 注 は 雇 用 の

確 保 、 定 住 者 の 確 保 、 地 域 消 費 の

拡 大 な ど 地 元 経 済 、 町 の 活 性 化 に

大 き く 貢 献 し て い ま す 。

　 現 在 、 工 事 設 計 金 額 の 算 出 に 当

た っ て は 公 共 工 事 積 算 基 準 に 準 じ

算 出 し て い ま す が 、 こ の 算 定 方 式

は 広 く 一 般 競 争 入 札 を 前 提 と し た

業 務 が 集 中 す る こ と を 避 け 、 よ り

一 層 合 理 的 な 業 務 が 展 開 で き る よ

う 改 善 し ま す 。

　 次 年 度 以 降 、 人 事 の 活 性 化 を 尚

一 層 促 進 し 職 場 の 活 性 化 を 図 る た

め 、 課 長 職 か ら 専 門 的 分 野 を 処 理

す る 主 幹 職 へ の 移 行 な ど も 検 討 し

ま す 。 併 せ て 定 年 後 に お い て も 、

有 し て い る 経 験 を 生 か し 一 定 の 業

務 を 担 う こ と が で き る 分 野 の 拡 大

に つ い て も 鋭 意 検 討 を 進 め ま す 。

ア 、 国 な ど の 交 付 金 を 活 用 し た 町

　 　 づ く り 担 当 の 統 合 化

イ 、 特 命 事 項 処 理 体 制 の 明 確 化 　

　 　 （ ふ る さ と 納 税 の 推 進 本 部 、

　 　 Ｉ Ｔ 活 用 推 進 化 計 画 策 定 、 生

　 　 涯 学 習 本 部 、 小 学 校 等 建 設 推

　 　 進 計 画 ）

ウ 、 交 通 対 策 の 総 合 的 な 検 討 　 幼

　 　 児 か ら 高 齢 者 に 至 る コ ミ ュ ニ

　 　 テ ィ ー 機 能 充 実 の バ ス 運 行 に

　 　 向 け た 対 策

　 1 ． 児 童 生 徒 の 登 下 校 時 の バ ス

　 　 　 対 策 （ 特 に 冬 期 間 ）

　 2 ． 高 校 生 の 下 校 時 の バ ス 接 続

　 　 　 の 利 便 対 策

　 3 ． 通 院 等 へ の 福 祉 的 な バ ス 充

　 　 　 実

　 4 ． 観 光 的 な バ ス 運 行 対 策

エ 、 土 地 開 発 公 社 職 員 体 制 の 充 実

　 　 と 宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 担 当

オ 、 公 共 施 設 管 理 の 一 元 化

② 地 域 巡 回 訪 問 の 促 進

　 職 員 一 人 ひ と り が 広 く 住 民 自 治

に 関 心 を 持 ち 、 職 員 が 地 域 の 人 々

と 問 題 点 を 共 有 し 、 解 決 に 向 け て

迅 速 に 対 応 す る こ と が で き る よ う

に 管 理 職 の 地 域 巡 回 訪 問 を 促 進 し

て 行 き ま す 。 ま た 小 職 を 始 め 副 町

長 も 積 極 的 に 訪 問 し 意 見 交 換 が で

き る よ う に 努 め ま す 。

③ 自 治 活 動 と 行 政 の 役 割 分 担

　 議 会 か ら も ご 提 言 の あ り ま し た

自 治 基 本 条 例 の 制 定 に 関 し て は 、

理 想 と す る 自 治 の 姿 を 明 文 化 す る

こ と を 先 行 さ せ る こ と が 良 い の か 、

あ る い は 一 定 の 活 動 成 果 が 見 え 始

め た 時 に 明 文 化 す る こ と が 良 い の

か 検 討 し て い く 必 要 が あ る と 考 え

て い ま す 。 地 方 分 権 が 一 段 と 進 行

す る 中 で 、 最 も 大 切 な こ と は 「 地

域 の こ と は 地 域 で 考 え 、 実 行 す る

仕 組 み 」 で あ り ま す 。 本 町 で は 数

年 前 か ら 地 域 自 治 の あ り 方 、 地 域

の 自 立 し た 行 動 を 目 指 し て 自 治 振

興 会 の 設 立 が 行 わ れ て き て お り ま

す 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活 動 の 活 発 化

は 、 町 や 地 域 が 自 立 し て 行 く 上 で

最 も 重 要 な 活 動 で あ る と 思 い ま す 。

こ の 活 動 が よ り 成 熟 し て 行 く 中 で 、

住 民 が 中 心 と な り 行 政 も 参 加 し 自

治 の 役 割 分 担 な ど を 定 め る 自 治 基

本 条 例 の 検 討 が な さ れ て い く こ と

が 良 い と 考 え て い ま す 。

　 現 在 、 自 治 を 振 興 す る 上 で 大 切

な 条 例 等 と し て 「 東 川 町 町 民 憲 章 」

ま た 以 下 に 掲 げ る 地 域 内 の 自 治 活

動 を 奨 励 し ま す 。

ア 、 高 齢 者 が 不 安 な く 暮 ら せ る 支

　 　 援 活 動

イ 、 次 代 を 担 う 子 ど も の 育 成 支 援

　 　 活 動

ウ 、 写 真 の 町 に ふ さ わ し い 景 観 向

　 　 上 活 動

エ 、 人 々 の 暮 ら し に 大 切 な 水 環 境

　 　 保 全 活 動

オ 、 交 通 安 全 ・ 防 犯 の 推 進 活 動

カ 、 お 互 い に 顔 が 見 え る 挨 拶 運 動

　 　 及 び 交 流 活 動

キ 、 行 政 と と も に 進 め る 地 域 づ く

　 　 り 活 動

ク 、 ご み 縮 減 化 の 運 動

ケ 、 交 通 体 系 の 検 討 と 充 実

コ 、 調 和 あ る 混 住 化 社 会 の 推 進 　

　 （ 地 域 協 定 ）

サ 、 地 域 開 発 の 推 進 （ 新 栄 地 区 な

　 　 ど ）

　 更 に 、 次 の 4 項 目 に つ い て も 推

進 し て い き ま す 。

① 行 政 区 の 再 編

　 地 域 自 治 区 域 内 に お い て は 高 齢

化 傾 向 が 著 し く 、 一 定 の 活 動 を 展

開 し て い く た め に は 細 分 化 さ れ て

い る 行 政 区 の あ り 方 に つ い て 、 自

治 振 興 会 を 核 と し て と も に 検 討 し 、

時 代 に 即 応 で き る 体 制 へ の 再 編 を

推 進 し ま す 。 併 せ て 行 政 区 交 付 金

（ 中 心 市 街 地 を 除 く ） に つ い て も

自 治 振 興 会 へ 統 合 交 付 す る こ と を

検 討 し て い き ま す 。

﹇ 3 ﹈　 地 域 活 性 化 の た め

の ３ つ の 「 地 」 の 促 進

　 地 域 間 格 差 、 地 域 内 格 差 の 是 正

が 強 く 求 め ら れ て い ま す が 、 今 こ

そ 、 地 域 に あ る 力 を 発 揮 し 、 地 域

の 活 発 化 の た め に 自 ら の 工 夫 と 実

践 が 必 要 で あ る と 考 え て い ま す 。

こ の た め 「 地 域 力 」 「 地 産 地 消 」

「 地 元 発 注 」 の ３ つ の 「 地 」 の 促

進 を 図 っ て 格 差 の 解 消 に 努 め 、

「 知 力 と 地 力 」 を 生 か し た 地 域 活

性 化 を 促 進 さ せ ま す 。

（
1） 　 「 地 域 力 」 の 促 進

　 住 民 一 人 ひ と り が 住 ん で い る 地

域 に 誇 り を 持 ち 、 持 っ て い る 力 を

十 分 に 発 揮 で き る 体 制 づ く り が 大

き な 課 題 で あ り ま す 。 中 心 市 街 地

か ら 離 れ た 第 一 、 第 二 、 第 三 、 西

部 地 区 に は 自 治 振 興 会 が 設 立 さ れ

て お り 、 行 政 と 住 民 を 繋 ぐ 機 能 が

十 分 に 発 揮 で き 、 か つ パ ー ト ナ ー

と し て 連 携 で き る よ う に 努 め ま す 。

﹇ 2 ﹈　 自 立 へ の ホ ッ プ ２

「 意 義 の あ る 施 策 に 集 中

し た 基 礎 自 治 体 づ く り 」

　
　 地 域 の 課 題 は 「 高 齢 化 ・ 少 子 化 、

環 境 保 全 、 教 育 振 興 、 経 済 活 性 化 、

国 際 化 な ど 」 多 く の も の が 山 積 し

て お り 、 こ れ ら の 課 題 を 一 つ ひ と

つ 迅 速 に 解 決 し て い く こ と が 求 め

ら れ て い ま す 。 中 で も 重 要 か つ 緊

急 的 な 課 題 は 、 近 時 の 各 種 住 民 ア

ン ケ ー ト 調 査 か ら も 子 育 て 世 帯 の

所 得 が 伸 び 悩 み 、 家 計 負 担 を 重 く

し て い る こ と 等 か ら 「 子 育 て 支 援 、

交 通 対 策 な ど 」 が 強 く 要 望 さ れ て

お り ま す 。

　 こ の よ う な 中 、 今 年 度 は 「 子 育

て と 教 育 及 び 高 齢 化 」 へ の 対 策 を

重 点 と し て 選 択 し 、 意 義 あ る 施 策

を 集 中 的 に 行 う こ と に し て お り ま

す 。 こ の 対 策 は 将 来 に わ た っ て の

経 常 的 な 経 費 の 増 加 と な り ま す が 、

今 後 も 創 意 工 夫 と 各 種 の 改 革 の 展

開 に よ り 財 源 確 保 を 図 っ て い き た

い と 考 え て お り ま す の で 、 深 い ご

理 解 を お 願 い し ま す 。 ま た 少 子 高

齢 化 に 対 応 で き る よ う に 「 お じ い

ち ゃ ん ・ お ば あ ち ゃ ん 呼 び 寄 せ 運

動 」 （ 仮 称 ） や 「 オ ー イ 帰 っ て 来

い よ ！ 運 動 」 （ 仮 称 ） な ど 老 若 世

帯 の 移 住 対 策 も 検 討 し て い き ま す 。

「 写 真 の 町 条 例 」 「 東 川 町 情 報 公

開 条 例 」 「 東 川 町 個 人 情 報 保 護 条

例 」 「 美 し い 東 川 の 風 景 を 守 り 育

て る 条 例 」 「 東 川 町 公 民 館 条 例 」

「 町 づ く り 計 画 策 定 委 員 会 条 例 」

「 東 川 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

設 置 条 例 」 「 東 川 町 交 通 安 全 条 例 」

「 東 川 町 廃 棄 物 減 量 等 推 進 審 議 会

条 例 」 等 が あ り ま す 。 こ れ ら の 整

理 統 合 も 併 せ て 、 住 民 と 行 政 の パ

ー ト ナ ー シ ッ プ の あ り 方 を 総 合 的

に 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る と 考

え て い ま す 。 議 会 か ら も 具 体 的 な

理 想 と す る 自 治 の 姿 に つ い て ご 提

言 を 賜 れ ば 幸 い で あ り ま す 。

④ 企 業 等 誘 致 活 動 の 推 進

　 農 業 委 員 会 と も 連 携 し 、 地 域 農

業 者 と の 協 定 の 下 、 農 家 離 農 跡 地

の 利 活 用 な ど 定 住 者 の 拡 大 を 目 指

し ま す 。 ま た コ ン サ ド ー レ 旭 川

（ Ｕ | 1
5 ） の 練 習 場 が 本 町 に 設 置

さ れ て お り ま す が 、 監 督 や コ ー チ

な ど の 定 住 が 促 進 さ れ る よ う に 取

り 組 み ま す 。 ま た 写 真 の 町 関 連 の
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キ 、 「 写 真 の 町 推 進 委 員 」 （ 仮 称 ）

　 　 委 嘱 制 度 の 試 行

﹇ 7 ﹈　 安 全 対 策 と チ ャ レ

ン ジ
（
1） 　 安 全 対 策 　 Ａ Ｅ Ｄ の 設

置
　 誰 に で も 簡 単 に 使 用 で き る と 言

わ れ る 自 動 体 外 式 除 細 動 器 （ Ａ Ｅ

Ｄ ） （Automated External 

Defibrillator ） を 不 特 定 多 数 の

人 々 が 集 ま る 場 所 に 設 置 し 、 安 全

対 策 に 努 め ま す 。

（
2） 　 チ ャ レ ン ジ

　 前 述 の 企 業 誘 致 、 移 住 人 口 の 拡

大 、 体 験 ツ ア ー 等 交 流 人 口 の 拡 大

誘 致 、 海 外 か ら の 観 光 客 誘 客 、 産

物 ブ ラ ン ト 化 等 、 本 町 の 水 資 源 及

び 文 化 資 源 を 生 か し た 地 域 活 性 化

に 向 け て 、 関 係 機 関 、 団 体 と 連 携

を 深 め 、 チ ャ レ ン ジ し て い き ま す 。

﹇ 8 ﹈　 連 携

　 以 上 の 執 行 に あ た り ま し て は 、

「 行 政 が 」 か ら 「 行 政 も 」 の 姿 勢

に 立 ち 、 従 前 も 進 め て き ま し た

「 共 益 」 の 視 点 か ら ５ つ の 連 携 に

よ り 活 力 あ る 行 政 の 推 進 を 図 っ て

い き ま す 。

ア 、 住 民 と の 連 携

イ 、 自 治 体 間 の 連 携

　 １ ９ ８ ５ 年 か ら 始 め て き て お り

ま す 「 国 際 写 真 フ ェ ス テ ィ バ ル 」

は 2
4 回 目 、 １ ９ ９ ４ 年 に ス タ ー ト

し ま し た 「 写 真 甲 子 園 」 は 1
5 回 目

を 迎 え ま す 。 そ れ ぞ れ 町 民 を 始 め

多 く の 方 々 に は ご 理 解 と ご 支 援 、

ご 協 力 を い た だ い て お り 、 深 く 感

謝 と お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。

 こ れ ま で の 経 過 を 踏 ま え て 、 住

民 福 祉 の 向 上 に ど の よ う に し て 貢

献 し て い く の か を さ ら に 考 え て い

く 必 要 が あ り ま す 。 常 に 「 住 民 福

祉 の 向 上 」 を 念 頭 に 写 真 の 町 事 業

の 推 進 を 図 っ て い き ま す 。

ア 、 議 員 、 住 民 や 職 員 と 写 真 関 係

　 　 者 が 触 れ 合 う 機 会 の 拡 大

イ 、 東 川 の 地 で 生 産 製 造 さ れ る 産

　 　 品 の Ｐ Ｒ と 販 売 促 進 写 真 の 町

　 　 ブ ラ ン ド 化 の 推 進

ウ 、 写 真 の 町 イ ベ ン ト を 学 び 、 協

　 　 力 し 、 体 験 す る 支 援 者 の 参 画  

　 　 拡 大 （ イ ン タ ー ン シ ッ プ 制 の

　 　 試 行 的 な 実 施 ）

エ 、 大 学 、 企 業 、 ボ ラ ン テ ィ ア グ

　 　 ル ー プ と の 連 携

オ 、 株 式 会 社 東 川 振 興 公 社 と の 連

　 　 携 　

ぞ れ の 家 庭 で 安 心 し て 暮 ら す こ と

が で き る よ う に 支 援 し て 行 き ま す 。

特 に 、 今 年 度 は 高 齢 者 の バ ス 対 策

に つ い て も 具 体 的 な 検 討 を 進 め て

い き ま す 。

﹇ 6 ﹈　 文 化 振 興

（
1） 　 伝 統 文 化 振 興 と 保 存

　 東 川 町 は １ ８ ９ ５ 年 に 開 拓 の 鍬

が 入 れ ら れ て か ら 1 1 4 年 目 を 迎

え て い ま す 。 今 日 ま で の 厳 し い 開

拓 の 中 で 生 ま れ た 羽 衣 太 鼓 と 氷 彫

刻 は 4
0 年 以 上 に わ た り 本 町 の 人 々

の 心 に 活 力 と 元 気 を 与 え 、 北 国 の

文 化 と し て 諸 外 国 へ も 紹 介 す る な

ど 大 き な 貢 献 を 果 た し て き て い ま

す 。 本 町 の 無 形 文 化 財 の 指 定 も 視

野 に 文 化 財 保 護 条 例 に 基 づ き 検 討

い た だ き ま す 。

（
1） 　 写 真 文 化 の 振 興

樹 立 し た い と 考 え て い ま す 。 次 の

２ つ の 検 討 委 員 会 を 立 ち 上 げ 具 体

的 に 検 討 し て い き ま す が 、 教 育 は

地 域 の 活 力 向 上 、 日 本 の 国 の 将 来

を 担 う 基 本 で あ る こ と か ら 「 町 百

年 の 大 計 」 に 立 っ た 建 設 を 促 進 す

る 必 要 が あ る と 考 え て い ま す 。 後

述 の 各 種 学 校 の 存 続 対 応 と 併 せ 、

専 門 的 な 視 点 で の 検 討 が 重 要 で あ

り 、 前 述 の 通 り 専 門 委 員 の 確 保 を

目 指 し 意 見 を 求 め て い き ま す 。

○ 小 学 校 建 設 検 討 委 員 会

○ 小 学 校 統 廃 合 検 討 委 員 会

　 ま た 今 年 度 期 間 に お い て 住 民 等

か ら 随 時 提 案 や 意 見 を 受 け 付 け た

い と 考 え て い ま す 。

② 高 等 学 校 と 専 門 学 校 の 存 続

支 援

　 東 川 高 校 と ２ 校 の 専 門 学 校 は 町

の 大 き な 魅 力 と 誇 り で あ り 、 町 の

活 力 向 上 に 大 き く 貢 献 し て お り ま

す 。 少 子 化 傾 向 が 続 く 中 で 生 徒 、

学 生 確 保 が 重 要 な 課 題 で あ り 、 こ

れ ら の 学 校 が よ り 魅 力 あ る 学 校 と

な る よ う に 一 層 の 支 援 体 制 の 充 実

を 図 っ て い き ま す 。 　 　

（
7） 　 高 齢 者 対 策

　 昨 年 か ら 実 施 し て お り ま す 福 祉

有 償 運 送 事 業 、 今 年 度 か ら 拡 充 し

て お り ま す 生 活 支 援 ヘ ル パ ー 事 業

を 社 会 福 祉 協 議 会 と 連 携 し 実 施 し

ま す 。 ま た 日 常 生 活 用 具 助 成 事 業

に つ い て も 拡 充 し 、 高 齢 者 が そ れ

ウ 、 大 学 と の 連 携

エ 、 民 間 企 業 ・ 民 間 人 と の 連 携

オ 、 国 や 道 と の 連 携 （ 財 団 を 含 む ）

﹇ 9 ﹈　 終 わ り に

　 今 、 地 方 の 財 政 状 況 は か つ て な

い ほ ど 厳 し い 状 況 に な っ て い ま す 。

一 人 ひ と り が 持 っ て い る 力 を 最 大

限 発 揮 し 、 ド ア を ノ ッ ク し 、 そ の

先 へ と 足 を 一 歩 一 歩 踏 み 出 し て い

か な け れ ば な ら な い と 考 え て い ま

す 。 ま た 行 政 執 行 に 当 た り 「 不 易

流 行 」 精 神 を 基 本 と し て 、 行 政 執

行 に 当 た り 変 え て は い け な い 初 志

に つ い て は 貫 徹 し 、 住 民 の 声 と し

て し っ か り と 受 け 止 め 変 え な け れ

ば な ら な い も の に つ い て は 勇 気 を

も っ て 変 革 す る 決 意 で 頑 張 っ て い

き ま す 。

 最 も 資 源 に 恵 ま れ た 「 写 真 の 町 」

東 川 町 で あ り ま す 。 「 お い し い 水 、

う ま い 空 気 、 豊 か な 大 地 」 の 豊 か

な 資 源 を 生 か し 、 自 立 す る 「 最 高

の 町 づ く り ＝ プ ラ イ ム タ ウ ン づ く

り 」 の た め 議 会 を は じ め 、 住 民 各

位 の 格 別 の ご 支 援 と ご 協 力 を お 願

い 申 し 上 げ ま す 。

ウ 、 職 員 教 育 の 充 実 と 処 遇 改 善

（
2） 　 子 育 て 支 援 モ デ ル 住

宅 の 建 設

　 核 家 族 化 、 少 子 化 傾 向 が 続 く 中

で ２ 人 以 上 の 子 育 て 幼 児 ・ 児 童 を

有 し 、 住 宅 事 情 に 困 窮 し て い る 世

帯 を 対 象 と し た モ デ ル 一 戸 建 て 住

宅 を 建 設 し 、 健 や か に 子 育 て が で

き る よ う に 支 援 し ま す 。

（
3） 　 妊 婦 検 診 の 充 実 支 援

　 安 心 し て 出 産 で き る よ う に 妊 婦

検 診 の 支 援 を 拡 大 し ま す 。

（
4） 　 次 代 を 担 う 教 育 の 充

実
　 国 際 化 が 進 行 し て い る 中 で 英 語

で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 避 け て

通 る こ と が で き な い 時 代 に 入 っ て

い ま す 。 時 代 に 順 応 で き る 逞 し い

世 代 の 育 成 に 努 め ま す 。 ま た 幼 い

時 か ら 本 に 親 し む ブ ッ ク ス タ ー ト

事 業 の 拡 充 及 び 図 書 購 入 予 算 の 拡

大 に よ り 図 書 に 親 し む 機 会 の 充 実

を 図 っ て い き ま す 。 こ の 機 会 を 通

じ て 、 ボ ラ ン テ ィ ア で 図 書 に 親 し

む 活 動 に 当 た っ て い た だ い て い る

皆 さ ま に 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

ア 、 図 書 購 入 費 の 予 算 増 額

イ 、 英 語 教 育 の 充 実 （ 外 国 人 と の

　 　 交 流 拡 大 ）

（
5） 　 特 別 支 援 教 育 指 導 の

充 実

ま す 。 な お 教 育 支 援 に つ い て は 教

育 委 員 会 と 十 分 連 携 し 行 う も の で

す 。
（
1） 　 幼 児 セ ン タ ー 機 能 の

充 実

　 次 代 を 担 う 子 供 を 有 す る 保 護 者

が 安 心 し て 幼 児 セ ン タ ー へ 預 け る

こ と が で き 、 子 育 て 世 帯 の 家 計 負

担 を 軽 減 で き る よ う に 教 育 委 員 会

と も 十 分 に 連 携 を 図 り な が ら 教

育 ・ 保 育 機 能 の 充 実 、 職 員 の 待 遇

改 善 、 保 育 料 負 担 の 軽 減 を 図 っ て

い き ま す 。 ま た 愛 さ れ る 、 慕 わ れ

る 、 信 頼 さ れ る 幼 児 セ ン タ ー づ く

り に 取 り 組 み ま す 。

ア 、 ２ 人 以 上 の 保 育 世 帯 の 負 担 軽

　 　 減 （ 軽 減 対 象 園 児 の 数 を 小 学

　 　 校 ま で 拡 大 ） （ 間 接 的 な 医 療

　 　 費 や 義 務 教 育 入 学 時 等 の 負 担

　 　 軽 減 に な り ま す ）

イ 、 病 後 児 保 育 の 継 続

（
7） 　 院 外 処 方 実 現 化 の 促

進
　 診 療 所 特 別 会 計 へ の 繰 出 金 の 縮

減 化 を 図 り 、 自 立 を 目 指 し た 診 療

所 経 営 の 安 定 と 一 般 会 計 の 弾 力 化

を 保 持 す る た め 院 外 処 方 検 討 委 員

会 の 答 申 を 受 け 、 平 成 2
1 年 度 か ら

院 外 処 方 実 施 に 向 け て 対 応 を 促 進

さ せ ま す 。 な お 実 施 に 当 た っ て は

住 民 の 不 便 を 出 来 る 限 り 解 消 で き

る 体 制 と す る た め 、 関 係 者 と 具 体

的 な 協 議 を 進 め て い き ま す 。

（
8） 　 夜 間 議 会 等 の 試 行

　 現 在 、 一 部 の 会 議 を 除 き 夜 間 開

催 の も の は あ り ま せ ん が 、 出 席 機

会 の 確 保 、 傍 聴 機 会 の 確 保 の 視 点

か ら 、 夜 間 議 会 、 日 曜 議 会 の 開 催

に つ い て 議 会 と も 協 議 を 進 め た い

と 考 え て い ま す 。

﹇ 5 ﹈　 選 択 し た 重 点 施 策

　 今 年 度 の 重 点 と し て 「 子 育 て と

教 育 及 び 高 齢 化 」 を 選 択 し 、 充 実

を 図 る こ と に し て お り ま す 。 次 代

を 担 う 子 供 た ち が 安 心 し て 、 個 性

豊 か に 、 健 や か に 育 つ 環 境 の 充 実

を 目 指 し て い き ま す 。 こ の 対 策 は

一 時 的 、 緊 急 避 難 的 な 対 策 で は な

く 、 長 期 的 な 視 点 に 立 つ も の で あ

り 、 将 来 に わ た り 義 務 的 、 固 定 的

な 経 費 と し て 負 担 す る こ と と な り

ま す の で 、 深 い ご 理 解 を お 願 い し

（
5） 　 事 務 権 限 委 譲 の 促 進

　 自 己 決 定 、 自 己 責 任 が 問 わ れ る

時 で あ り ま す が 、 行 財 政 の 改 革 を

進 め 事 務 処 理 機 構 の 簡 素 化 、 合 理

化 を 図 る た め に は 町 長 及 び 副 町 長

の 有 し て い る 権 限 を 課 長 に 委 譲 す

る こ と が 大 変 重 要 で あ り ま す 。 こ

の よ う な こ と か ら 権 限 を で き る も

の か ら 委 譲 し 、 内 部 の 意 思 決 定 の

合 理 化 を 推 進 し ま す 。 併 せ て 条 例

の 改 廃 や 合 体 に つ い て も 鋭 意 推 進

し て い き ま す 。

 特 に 課 長 職 の 人 事 に つ い て は 、

今 ま で 同 様 、 活 発 な ロ ー テ ー シ ョ

ン 化 に 努 め ま す 。

（
6） 　 職 員 処 遇 改 善 等 の 促

進
　 職 員 の 本 俸 基 準 に つ い て は 人 事

院 勧 告 を 基 本 的 に 遵 守 で き る よ う

努 め る と と も に 、 集 中 改 革 プ ラ ン

及 び 議 会 か ら 指 摘 も あ り ま し た 住

宅 手 当 等 と 臨 時 職 員 等 の 処 遇 に つ

い て 本 町 の 実 態 に 即 し た も の に な

る よ う に 見 直 し ま す 。

　 ま た 臨 時 職 員 に 対 す る 処 遇 も 大

幅 に 改 定 す る と と も に 、 職 員 に つ

い て も 本 俸 是 正 を 行 い 、 住 民 サ ー

ビ ス の 尚 一 層 の 向 上 に 努 め ま す 。

ア 、 住 宅 手 当 と 通 勤 手 当 の 見 直 し

イ 、 臨 時 職 員 の 待 遇 改 善

ウ 、 職 員 本 俸 の 是 正

　 就 学 後 に お け る 集 団 で の 学 習 に

適 応 で き る よ う に 特 別 な 支 援 を 必

要 と す る 児 童 ・ 生 徒 に 対 す る 取 り

組 み を 進 め ま す 。

（
6） 　 教 育 振 興 専 門 委 員 の

確 保

　 今 日 ほ ど 教 育 問 題 が さ ま ざ ま な

面 か ら 問 わ れ た 時 代 は 過 去 に は な

か っ た と 考 え て い ま す 。 東 川 町 は

間 も な く 開 拓 1 2 0 年 を 迎 え る 時

期 に あ り 、 既 設 の 東 川 小 学 校 は 建

築 か ら 半 世 紀 を 超 え ま す 。 教 育 に

対 す る 考 え 方 の 多 様 化 、 保 護 者 の

社 会 進 出 の 増 大 な ど 、 養 育 と 教 育

を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 し て

き て い ま す 。 こ の よ う な 中 で 本 町

の 小 学 校 教 育 な ど 義 務 教 育 の あ り

方 、 少 子 化 の 中 で の 本 町 に 所 在 す

る 高 等 学 校 、 専 門 学 校 の 存 続 及 び

振 興 は 町 の 将 来 に と っ て 大 き な 課

題 で あ り ま す 。 こ の 最 も 大 き な 難

題 に 専 門 的 な 立 場 か ら 調 査 し 助 言

い た だ く 教 育 振 興 専 門 委 員 の 確 保

に 努 め て い き ま す 。

① 小 学 校 等 建 設 の 検 討 と 計 画

策 定

　 東 川 小 学 校 が 建 設 さ れ て か ら 間

も な く 5
0 年 を 迎 え る こ と 、 保 護 者

の 働 く 機 会 の 増 大 か ら 児 童 セ ン タ

ー の 需 要 が 高 い こ と 、 高 齢 化 の 進

行 か ら 高 齢 者 の 生 き が い 促 進 の 重

要 性 に か ん が み 、 教 育 と 福 祉 を 結

ぶ 複 合 施 設 に つ い て の 整 備 計 画 を
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　 平 成 20 年 ３ 月 ７ 日

　 　 東 川 町 長 　 松  岡  市  郎
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機
能
の
充
実

幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
料
の
階
層
区
分
の
見
直
し
と
軽
減
基

準
を
小
学
生
ま
で
拡
大

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
地
域
子
育
て
支
援

事
業
の
充
実

学
童
保
育
の
推
進
と
充
実

英
語
教
育
の
充
実
と
習
慣
化
の
促
進
　
(Ａ
Ｅ
Ｔ
・
指
導

員
拡
充
配
置
）

国
際
教
育
推
進
プ
ラ
ン
の
推
進
（
受
託
事
業
）
…
２
年
目

　
・
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画

　
・
米
国
高
校
生
の
受
け
入
れ

　
・
小
中
学
生
向
け
お
琴
教
室
及
び
演
奏
会
の
開
催

　
・
食
育
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

学
力
向
上
対
策
の
推
進

心
の
教
室
相
談
員
の
継
続
配
置

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
拡
充
配
置
（
幼
児
セ
ン
タ
ー
、

東
小
、
・
第
二
、
東
中
）

栄
養
教
諭
の
配
置
と
食
育
の
推
進

東
川
小
学
校
建
設
検
討
委
員
会
の
設
置

東
川
小
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
設
置

東
川
第
一
小
学
校
屋
外
遊
具
設
置
工
事

東
川
第
三
小
学
校
食
器
洗
浄
機
設
置
工
事

教
員
住
宅
改
修
工
事

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
事
業
（
小
学
校
更
新
、
中

学
校
）

北
海
道
東
川
高
等
学
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
支

援
及
び
検
討

町
内
専
門
学
校
支
援
の
検
討

生
涯
学
習
振
興
奨
励
事
業
の
推
進

地
域
子
ど
も
教
室
・
い
き
い
き
わ
く
わ
く
塾
の
継
続
実
施

英
和
・
和
英
辞
書
の
贈
呈
事
業
（
小
学
校
卒
業
生
）

文
化
交
流
館
活
性
化
対
策
の
推
進
（
図
書
、
ビ
デ
オ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
の
充
実
、
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
継
続
実
施

マ
イ
ブ
ッ
ク
マ
イ
ト
ー
ク
事
業
の
実
施
（
小
学
校
新
１
年

生
に
本
の
贈
呈
）

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
（
富
山
県
魚
津
市
と
の
交
流
）
の
推

進 は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
事
業
の
推
進

公
民
館
中
央
分
館
活
動
の
推
進
と
自
治
振
興
会
設
立
へ
の

支
援
公
共
施
設
(教
育
施
設
等
の
10
施
設
)の
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
設
置

が
ん
健
診
の
実
施

予
防
接
種
の
充
実
　
(地
域
福
祉
基
金
事
業
）

疾
病
予
防
対
策
及
び
健
康
教
育
事
業
の
充
実

改
正
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
予
防
事
業
、
包
括
的
支

援
事
業
の
充
実

北
工
学
園
実
習
施
設
（
生
活
支
援
施
設
）
運
営
事
業
補
助

金
の
継
続
交
付

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付

事
業
の
推
進

高
齢
者
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
の
継
続
実
施

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の
実
施

児
童
手
当
支
給
事
業
の
拡
充
の
継
続
（
３
歳
児
未
満
手
当

額
の
引
き
上
げ
）

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
拡
充

保
健
師
派
遣
事
業
の
活
用

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
る
受
給

者
負
担
軽
減
（
既
受
給
者
の
郵
送
に
よ
る
申
請
－
児
童
手

当
、
重
度
障
害
者
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成
事
業
、
医
療
福
祉

（
重
度
、
ひ
と
り
親
、
乳
幼
児
）
）

在
宅
福
祉
事
業
の
拡
充
（
生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
、

み
ま
わ
り
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
、
外
出
支
援
事
業
）

高
齢
者
・
障
害
者
等
相
談
支
援
体
制
の
充
実
強
化

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
排
水
整
備
工
事
の
実
施

じ
ん
芥
処
理
収
集
業
務
の
充
実

ご
み
減
量
化
及
び
資
源
化
推
進
事
業
の
充
実

西
８
号
墓
地
造
成
事
業
（
測
量
及
び
実
施
設
計
）
の
実
施

お
い
し
い
水
確
保
支
援
事
業
の
充
実

中
央
地
区
簡
易
水
道
地
下
水
調
査
の
継
続
実
施

西
部
処
理
区
公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業
の
実
施

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
の
推
進

道
路
防
犯
灯
設
置
事
業
の
推
進

道
草
館
多
目
的
ト
イ
レ
改
修
事
業
の
実
施

美
し
い
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
の
継
続
実
施

　
・
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
の
実
施

景
観
住
宅
建
築
支
援
補
助
事
業
の
推
進

景
観
形
成
総
合
支
援
事
業
の
推
進

　
・
第
三
小
学
校
体
育
館
屋
根
等
塗
装
工
事

　
・
東
町
会
館
外
部
改
修
工
事
(屋
根
改
修
、
外
壁
塗
装
）

　
・
交
通
安
全
指
導
会
館
外
壁
、
屋
根
塗
装
工
事

　
・
町
営
住
宅
等
外
観
改
修
工
事

　
・
医
師
住
宅
外
観
改
修
工
事

　
・
役
場
庁
舎
正
面
玄
関
等
改
修
工
事
（
キ
ャ
ノ
ピ
ー
、

　
　
外
部
床
タ
イ
ル
改
修
工
事
、
役
場
物
品
庫
外
壁
塗
装

　
　
工
事
）

　
・
キ
ト
ウ
シ
地
区
景
観
形
成
総
合
支
援
事
業
の
検
討

天
人
峡
道
路
天
津
橋
架
替
え
事
業
（
上
部
工
製
作
、
下
部

工
、
移
転
補
償
）

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
推
進

　
・
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
宅
地
造
成
事
業
（
第
２
期
造

　
　
成
及
び
分
譲
）

　
・
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
遊
歩
道
造
成

　
・
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
歩
道
整
備
事
業

　
・
沿
道
植
栽
事
業

新
栄
団
地
宅
地
造
成
事
業

町
営
住
宅
内
部
改
修
事
業

東
町
４
丁
目
団
地
整
備
事
業

公
営
住
宅
塗
装
工
事

　
・
北
団
地
公
営
住
宅

　
・
西
町
団
地
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ア
ヴ
ニ
ー
ル
）

公
営
住
宅
清
流
団
地
解
体
工
事

公
園
整
備
事
業

　
・
西
川
南
団
地
暗
渠
排
水
工
事
及
び
公
園
整
備
工
事

　
・
清
流
東
団
地
水
飲
み
場
改
修
工
事

　
・
優
良
田
園
住
宅
（
第
一
次
）
公
園
改
修
工
事

　
・
大
雪
旭
岳
源
水
公
園
協
力
金
施
設
設
置
工
事

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
策
定

恵
み
の
田
園
づ
く
り
支
援
事
業
の
充
実

　
・
担
い
手
対
策
事
業
、
生
産
対
策
事
業
、
販
売
対
策
事

　
　
業

低
コ
ス
ト
推
進
施
設
建
設
事
業
の
推
進

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
の
推
進

農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
推
進

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業

　
・
第
一
地
区
農
村
公
園
整
備
事
業
（
設
計
委
託
）

　
・
水
交
流
施
設
整
備
事
業

地
域
用
水
機
能
増
進
事
業
の
推
進

　
・
大
雪
遊
水
公
園
基
盤
整
備
工
事
（
乗
用
芝
刈
機
等
備

　
　
品
購
入
、
管
理
棟
、
ト
イ
レ
塗
装
）

国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
の
推
進

　
・
東
８
号
第
一
遊
水
地
放
流
口
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事

地
域
水
田
農
業
再
編
緊
急
整
備
事
業
の
推
進

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
対
策
事
業
の
推
進

森
林
整
備
対
策
事
業
の
推
進

　
・
21
世
紀
北
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

　
・
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

生
産
林
道
開
設
事
業
の
推
進

町
有
林
造
成
事
業
の
推
進

　
・
絆
の
森
整
備
事
業

　
・
流
域
公
益
保
全
林
整
備
事
業

　
・
開
拓
10
0年
記
念
の
森
整
備
事
業

産
業
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
支
援
事
業
の
充
実

　
・
君
の
椅
子
事
業
の
継
続
推
進

　
・
キ
ッ
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
販
売
促
進
補
助
の
実
施

街
な
か
活
性
化
整
備
調
査
設
計
委
託
の
実
施

国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
旭
川
へ
の
支
援

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
事
業
の
拡
充

「
写
真
の
町
」
事
業
の
推
進

「
写
真
甲
子
園
」
事
業
の
推
進

交
流
人
口
拡
大
の
積
極
的
な
推
進

　
・
撮
影
ツ
ア
ー
の
誘
致

写
真
を
通
じ
た
国
際
交
流
の
推
進

写
真
の
町
を
通
じ
た
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
調
設
備
工
事

生
後
10
0日
祝
記
念
・
傘
寿
祝
記
念
写
真
贈
呈
事
業
の
実

施 山
岳
自
然
公
園
の
拠
点
づ
く
り
計
画
の
検
討

自
然
体
験
型
観
光
の
推
進

外
国
語
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
実
施

キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
修
繕
工
事

観
光
協
会
の
法
人
化
の
検
討
と
観
光
行
政
と
の
連
携
強
化

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
試
験
運
行
事
業
(２
年
目
)

企
業
誘
致
の
積
極
的
な
推
進

　
・
企
業
立
地
等
総
合
支
援
条
例
(企
業
誘
致
、
起
業
化

　
　
支
援
、
産
業
活
性
化
)の
活
用

　
・
賃
貸
事
務
所
建
設
事
業

地
域
雇
用
創
造
計
画
策
定
の
検
討

自
律
す
る
町
の
地
域
組
織
の
再
編
や
地
域
づ
く
り
の
継
続

検
討
地
域
自
治
振
興
会
活
動
の
支
援
及
び
地
域
活
動
推
進
員
の

配
置
（
西
部
、
第
一
、
第
二
、
第
三
）

中
央
分
館
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
購
入
事
業

西
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
と
備
品
の

整
備
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
と
各
種
手
当
等
の
見
直
し
の
実
施

光
通
信
導
入
推
進
事
業
の
実
施

東
川
版
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ひ
が
し
か
わ
ワ
ッ
！
!」
の
活
用
と
普

及 役
場
庁
舎
ト
イ
レ
、
会
議
室
改
修
工
事

東
町
会
館
周
辺
整
備
工
事

各
種
税
金
及
び
使
用
料
等
の
確
実
な
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
確

立
 
補
助
金
交
付
団
体
の
自
立
化
の
推
進

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
の
推
進

　
・
国
際
交
流
事
業
等
の
支
援

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
ル
ー
イ
ヤ
ナ
町
と
の
姉
妹
提
携
事
前
調

査
受
け
入
れ
事
業
の
実
施

固
定
資
産
評
価
替
え
事
業
の
実
施

１
、
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、
人
に
や
さ
し
く
健
康
を
さ
さ
え
る
ま
ち
づ
く
り

３
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、
経
済
基
盤
の
確
か
な
ま
ち
づ
く
り

５
、
参
加
と
対
話
で
築
く
ま
ち
づ
く
り行
政
執
行
方
針

執
行
の
具
体
的
な
施
策

平
成
20
年
度
　
行
政

執
行
の
具
体
的
な
施
策

平
成
20
年
度
　
行
政

執
行
の
具
体
的
な
施
策

平
成
20
年
度
　
行
政

執
行
の
具
体
的
な
施
策

展
開
し
て
い
き
ま
す

平
成
20
年
度
　
行
政

次
の
主
要
施
策
を

（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
新
規
事
業
）

（
1）

（
2）

（
3）

（
4）
（
5）

（
6）

（
7）
（
8）
（
9）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
1）
（
2）
（
3）
（
4）

（
5）

（
6）

（
7）
（
8）
（
9）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
1）

（
2）
（
3）

（
4）

（
5）

（
6）
（
7）
（
8）
（
9）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
1）

（
2）
（
3）
（
4）
（
5）

（
6）

（
7）

（
8）
（
9）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
1）

（
2）

（
3）
（
4）

（
5）
（
6）
（
7）

（
8）
（
9）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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さ せ る と と も に 、

他 人 を 思 い や る

心 や 美 し い も の

に 感 動 す る 心 、

公 正 さ を 重 ん じ

る 心 な ど 豊 か な

心 を 育 み 、 児 童

生 徒 と 教 職 員 と

の 信 頼 関 係 を 深

め さ せ る と と も

に 日 常 の 児 童 生 徒 の 悩 み や 問 題 行

動 の 早 期 発 見 と 対 応 に 努 め ま す 。

　 特 に 、 い じ め に 関 し て は 、 学 校

あ げ て 、 い じ め を す る こ と は 絶 対

に 許 さ な い と い う 意 識 を 徹 底 さ せ 、

集 会 な ど 機 会 あ る ご と に 指 導 を い

た し ま す 。 各 学 校 の 横 の 連 携 を 密

に し て 実 効 性 の あ る 指 導 体 制 の 確

立 を 図 り ま す 。

　 ま た 「 心 の 教 室 相 談 」 に つ い て

は 、 中 学 校 に 心 の 教 室 相 談 員 を 配

置 し 、 全 学 校 の 教 育 相 談 の 充 実 を

図 り ま す 。

　 ま た 、 家 庭 に お け る 、 子 供 が 虐

待 を 受 け る な ど 人 権 侵 害 も 深 刻 化

し て お り 、 学 校 と 家 庭 、 民 生 委 員 、

人 権 擁 護 委 員 、 警 察 な ど が 一 体 と

な っ て 対 応 い た し ま す 。

〈 国 際 理 解 教 育 〉

　 今 日 の 国 際 社 会 に お い て 、 次 代

を 担 う 児 童 生 徒 達 が 国 際 的 感 覚 と

行 動 力 を 身 に つ け さ せ 、 相 互 の 文

化 を 理 解 す る こ と が 大 切 で あ り ま

や 「 集 団 や 社 会 の ル ー ル 」 な ど を

学 ば せ 、 思 い や る 心 を 育 て ま す 。

ま た 、 本 年 度 も 「 い じ め 」 の ア ン

ケ ー ト 調 査 を 実 施 、 早 期 発 見 に 備

え ま す 。 そ の 他 、 学 校 、 家 庭 、 地

域 と 一 体 と な っ て 、 少 し の 情 報 も

見 逃 さ ず 「 い じ め 」 防 止 に 対 応 し

ま す 。

　 ま た 、 「 早 寝 、 早 起 き 、 朝 ご は

ん 」 の 励 行 に こ こ ろ が け さ せ 、

「 ５ つ の 誓 い 」 を 定 着 さ せ 、 基 礎

基 本 的 な 生 活 習 慣 の あ り 方 を 指 導

い た し ま す 。

　 そ の 他 、 体 験 学 習 を 通 し て 児 童

生 徒 一 人 ひ と り に 「 ふ る さ と 東 川

町 」 の 自 然 、 文 化 、 伝 統 、 産 業 な

ど に ふ れ さ せ 、 自 ら が 生 ま れ 育 っ

た 「 ふ る さ と 」 に 対 す る 愛 着 と 誇

り を 持 た せ 、 本 町 の 有 識 者 や 教 育

関 係 者 の 招 聘 を お 願 い し 、 自 尊 感

情 を 高 め る 人 々 と の 交 流 活 動 を 通

し て 生 き た 道 徳 教 育 を 学 ば せ ま す 。

　 ま た 、 礼 儀 や し つ け な ど の 大 切

さ を 教 え 、 子 供 た ち の 望 ま し い 人

間 関 係 を 醸 成 し 、 夢 や 希 望 の 実 現

に 果 敢 に 挑 戦 し て い く 態 度 の 育 成

を 養 わ せ ま す 。

〈 生 徒 指 導 〉

　 最 近 、 青 少 年 の 問 題 行 動 の 深 刻

化 や 青 少 年 を 巻 き 込 ん だ 犯 罪 が 多

発 し 社 会 問 題 に な っ て お り ま す 。

　 生 徒 指 導 に お き ま し て も 、 児 童

生 徒 た ち に 「 生 命 の 尊 さ 」 を 理 解

の 欠 如 が 調 査 分 析 に よ り 明 ら か に

さ れ ま し た 。 今 後 と も そ の 解 決 方

法 を 検 討 し 対 策 を 講 じ た い と 思 い

ま す 。

　 各 学 校 の 取 り 組 み と し て は 、 教

育 課 程 の 中 に 基 礎 ・ 基 本 的 な 内 容

を 明 確 に 位 置 づ け た 指 導 計 画 の 作

成 や 体 験 的 活 動 を 取 り 入 れ て 学 ぶ

楽 し さ や 成 就 感 を 味 わ う こ と の で

き る 指 導 の 工 夫 に 努 め さ せ ま す 。

さ ら に 「 確 か な 学 力 」 を 定 着 さ せ

る た め 、 一 人 ひ と り の 理 解 や 習 熟

の 程 度 に 応 じ た 補 充 的 な 学 習 や 発

展 的 な 学 習 を 実 施 い た し ま す 。

　 い ず れ に し て も 、 学 力 に つ き ま

し て は 単 に 知 識 の 量 の み で と ら え

る の で は な く 、 基 礎 基 本 を 確 実 に

身 に つ け 、 そ れ を も と に 自 ら 学 び

自 ら 考 え る 力 な ど 「 生 き る 力 」 を

育 ま せ る こ と が 大 切 で あ る と 考 え

て お り ま す 。

〈 道 徳 教 育 〉

　 学 習 指 導 要 領 の 改 正 の 大 き な 柱

に 道 徳 教 育 が 掲 げ ら れ て い ま す 。

そ の 意 図 す る と こ ろ は 、 命 の 大 切

さ や 他 を 思 い や る 心 な ど の 規 範 意

識 や 公 共 心 の 低 下 が 指 摘 さ れ て い

る と こ ろ か ら 、 児 童 生 徒 が 自 ら を

律 し つ つ 、 道 徳 心 の 育 成 が 図 れ る

よ う な 道 徳 教 育 の 推 進 が 求 め ら れ

て い ま す 。

　 今 「 い じ め 」 が 重 大 な 社 会 問 題

に な っ て い る 中 、 「 善 悪 の 判 断 」

学 校 教 育 の 推 進

〈 学 校 教 育 の 充 実 〉

　 学 習 指 導 要 領 が 改 正 さ れ 、 小 中

の 算 数 、 数 学 、 理 科 の 授 業 増 が 図

ら れ 、 具 体 的 に は 、 算 数 、 数 学 が

約 1
5 ％ 、 理 科 が 2
3 ％ ほ ど 増 加 し ま

す 。 ま た 、 平 成 2
3 年 か ら 小 学 ５ 、

６ 年 生 に 英 語 活 動 が 導 入 さ れ ま す 。

現 在 、 中 学 校 に は ３ 名 の 数 学 の 教

師 を 配 置 し 、 少 人 数 指 導 な ど で す

で に 効 果 を 上 げ て い ま す が 、 理 科

の 教 師 や 小 学 校 の 英 語 指 導 の 先 生

も 早 め に 確 保 し た い と 考 え て お り

ま す 。

　 昨 年 度 か ら 本 格 的 に 各 小 学 校 に

「 隂 山 英 男 方 式 」 を 導 入 し 、 基 礎

学 力 づ く り の 一 貫 と し て 百 マ ス 計

算 や 国 語 の 朗 読 、 詩 や 古 典 の 暗 唱

及 び ノ ー ト 活 用 の 工 夫 な ど を 実 施 、

学 力 の 向 上 に 努 め て ま い り ま し た

が 、 生 徒 は 、 意 欲 的 に 楽 し み な が

ら 授 業 を 受 け て お り ま す 。 ま た 、

教 育 課 程 の 中 で は 、 各 学 年 の 学 び

の 連 続 性 を 重 視 す る 取 り 組 み を 実

施 し て お り ま す 。 ま ず 、 各 学 年 の

役 割 分 担 を し っ か り と 押 さ え 、 基

礎 ・ 基 本 的 内 容 の 把 握 に 努 め さ せ 、

特 に 小 学 校 卒 業 の 際 に は 、 最 小 限

の 基 礎 学 力 等 を 身 に つ け さ せ 、 中

学 校 の 授 業 に 発 展 的 に つ な げ る よ

う 指 導 し て ま い り ま す 。

　 ま た 過 去 ３ 年 間 の 町 独 自 の 学 力

検 査 の 検 証 結 果 、 応 用 力 や 読 解 力

す 。

　 そ の た め 、 例 年 ど お り 東 川 中 学

校 に 英 語 教 育 指 導 員 や Ａ Ｅ Ｔ を 配

置 し 、 英 語 教 育 の 充 実 を 図 り ま す 。

　 ま た 、 本 町 で は 、 昨 年 文 部 科 学

省 の 国 際 教 育 推 進 プ ラ ン の 指 定 を

受 け 、 現 在 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 校 を 通

じ た 英 語 活 動 や 国 際 理 解 教 育 を 進

め て い ま す 。 今 後 、 姉 妹 都 市 や 諸

外 国 な ど 様 々 な 国 の 人 々 と の 交 流

を 図 り 、 豊 か な 国 際 感 覚 を 身 に つ

け さ せ る と と も に 、 地 球 的 視 野 に

立 っ て 、 主 体 的 に 行 動 で き る 人 材

の 育 成 を 推 進 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 な お 、 学 習 指 導 要 領 で は 、 平 成

2
3 年 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

の 育 成 を 図 る た め 、 小 学 校 段 階 の

外 国 語 活 動 を 盛 り 込 む こ と と し 、

年 間 3
5 単 位 時 間 を 設 定 し て い る こ

と か ら 、 時 間 数 の 増 に 対 応 で き る

よ う 外 国 人 講 師 を 増 員 配 置 す る な

ど 、 英 語 活 動 や 国 際 理 解 教 育 の 充

実 に 努 め て い き ま す 。

し て は 、 昨 年

実 施 い た し ま

し た 文 部 科 学

省 の 「 学 力 テ

ス ト 」 で は 、

小 学 校 ６ 年 生

は 、 国 数 と も

に 全 国 平 均 に

は 及 び ま せ ん

で し た が 全 道

平 均 を 上 回 っ

て お り ま す し 、

中 学 校 ３ 年 生

は 、 国 数 が と

も に 全 国 平 均 を 上 回 り 、 上 位 に 食

い 込 ん で お り ま す 。 ま た 、 町 独 自

で 実 施 し て お り ま す ３ カ 年 の 学 力

検 査 の 検 証 結 果 で は 、 各 学 校 格 差

は ほ と ん ど な く 、 総 合 的 に は ほ ぼ

全 国 平 均 を 保 っ て い ま す 。

　 東 川 町 立 東 川 小 学 校 の 改 築 に つ

き ま し て は 、 平 成 2
6 年 が 東 川 町 開

拓 1 2 0 年 の 年 に あ た る こ と か ら 、

東 川 小 学 校 の 整 備 等 を 記 念 事 業 の

柱 と し て 進 め て い き た い と 考 え て

お り ま す 。

　 ま た 、 こ れ に 伴 う 小 学 校 の 統 合

問 題 に つ い て は 、 今 年 度 早 々 に

「 学 校 統 廃 合 検 討 委 員 会 」 （ 仮 称 ）

を 立 ち 上 げ 、 保 護 者 や 地 域 住 民 の

意 見 を お 聞 き し 、 総 合 的 に 検 討 を

す す め て い き た い と 考 え て お り ま

す 。

　 児 童 生 徒 等 の 生 命 を 守 る た め に 、

本 理 念 に 掲 げ ま し た 。

　 学 校 の 裁 量 権 が 拡 大 さ れ る 中 、

「 自 立 」 と 「 共 生 」 を し っ か り と

受 け 止 め 、 学 校 の 自 主 性 、 自 立 性

を 推 し 進 め た い と 考 え て い ま す 。

　 今 、 学 校 教 育 の 使 命 感 は 、 未 来

を 担 う 子 供 達 の 健 や か な 成 長 を 育

む こ と で あ り ま す 。

　 そ の た め に は 、 児 童 生 徒 一 人 ひ

と り が 「 豊 か な 心 」 を 持 ち 「 確 か

な 学 力 」 を 身 に つ け さ せ る こ と が

大 切 で あ り ま す 。

　 ま ず 、 「 豊 か な 心 」 の 醸 成 に つ

き ま し て は 、 昨 年 か ら 幼 児 セ ン タ

ー と 小 中 学 校 と の 連 携 を 図 り 、 挨

拶 、 し つ け 、 礼 儀 な ど 「 ５ つ の 誓

い 」 を 提 言 し 、 定 着 化 が 進 ん で お

り ま す 。

　 ま た 、 い じ め や 不 登 校 等 、 児 童

生 徒 の 問 題 行 動 に つ き ま し て は 、

学 校 教 育 に お い て 、 道 徳 の 時 間 や

あ ら ゆ る 機 会 を 通 し て 、 生 命 の 大

切 さ 、 思 い や り の 心 の 尊 さ な ど を

児 童 生 徒 に 訴 え 、 事 前 指 導 を 徹 底

さ せ ま す 。

　 一 方 、 「 確 か な 学 力 」 に つ き ま

　 実 施 さ れ ま す と 、 教 育 現 場 が 困

惑 す る こ と が 予 想 さ れ ま す の で 、

教 職 員 が 「 や る 気 」 や 「 意 欲 」 を

喚 起 で き る も の に し て い た だ き た

い と 考 え て お り ま す 。

　 本 来 、 学 校 と は 「 学 校 力 」 が 重

要 な 役 目 を 担 っ て お り ま す 。 で は 、

「 学 校 力 」 と は 何 か と 申 し ま す と

「 組 織 的 な 力 」 で あ り ま す 。 そ れ

も 学 校 内 外 の 教 育 力 を 活 用 し て の

総 合 力 で あ り ま す 。

　 し た が っ て 、 地 域 か ら 求 め ら れ

て い る 信 頼 さ れ る 学 校 と は 、 個 々

の 教 職 員 の 個 性 や 特 性 を 尊 重 し つ

つ 、 学 校 の 持 つ 「 学 校 力 」 を 総 合

的 に 兼 ね 備 え た 学 校 で あ り ま す 。

　 東 川 町 教 育 委 員 会 と い た し ま し

て は 、 校 長 を 始 め と す る 教 職 員 一

人 ひ と り の 「 教 師 力 」 を 保 障 し つ

つ 、 教 育 現 場 が 円 滑 な 学 校 運 営 の

で き る よ う 調 整 に 努 め て ま い り ま

す 。

　 今 、 地 方 分 権 や 規 制 緩 和 の 流 れ

る 中 で 、 道 に お い て は 、 平 成 1
8 年

1
0 月 、 「 北 海 道 教 育 ビ ジ ョ ン 」 が

策 定 さ れ 「 自 立 」 と 「 共 生 」 を 基

〈 は じ め に 〉

　 一 昨 年 の 教 育 基 本 法 の 改 正 を 受

け て 、 本 年 ２ 月 1
5 日 、 教 育 課 程 の

基 準 と な る 学 習 指 導 要 領 が 改 正 さ

れ 、 3
0 年 ぶ り に 理 数 科 の 授 業 時 間

が 増 加 し ま し た 。

　 従 来 の 「 ゆ と り 教 育 」 の 路 線 か

ら 「 学 力 重 視 」 の 方 向 転 換 で あ り

ま す 。 そ の 主 な 理 由 の 一 つ は 、 世

界 的 に 見 る と 日 本 の 学 力 低 下 が 懸

念 さ れ る こ と を 危 惧 （ き ぐ ） し た

結 果 で あ ろ う と 思 わ れ ま す 。

　 た だ 、 6
0 年 ぶ り の 「 教 育 基 本 法 」

の 改 正 を 歓 迎 し つ つ も 、 今 、 教 育

現 場 に 教 育 関 連 ３ 法 や 査 定 昇 給 制

度 が 導 入 さ れ よ う と し て い ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 幼 児 セ ン タ ー や 小

　 　 　 　 　 　 　 学 校 な ど の 教 育 施

　 　 　 　 　 　 　 設 に Ａ Ｅ Ｄ （ 自 動

　 　 　 　 　 　 　 体 外 式 除 細 動 器 ）

　 　 　 　 　 　 　 を 設 置 し 、 安 全 確

　 　 　 　 　 　 　 保 の 整 備 に 努 め て

　 　 　 　 　 　 　 ま い り ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 地 方 が 重 視 さ れ

　 　 　 　 　 　 　 る 今 日 、 当 教 育 委

　 　 　 　 　 　 　 員 会 と い た し ま し

　 　 　 　 　 　 　 て 、 地 域 、 学 校 、

　 　 　 　 　 　 　 家 庭 が 一 体 と な っ

　 　 　 　 　 　 　 て 「 ふ る さ と 東 川

　 　 　 　 　 　 　 町 」 に 相 応 し い 人

づ く り に ま い 進 い た す 所 存 で あ り

ま す 。

　 以 上 の こ と を 踏 ま え 、 東 川 町 教

育 委 員 会 と し て は 次 の 重 点 目 標 を

掲 げ て 、 本 年 度 の 教 育 行 政 を 推 進

し て ま い り ま す 。 　

重 点 目 標

  ① 豊 か な 心 と 生 き が い を 育 む 生

　 　 涯 学 習 の 推 進

  ② 「 地 域 に 信 頼 さ れ 、 活 力 あ る

　 　 学 校 づ く り の 推 進 」

  ③ 地 域 の 自 然 、 文 化 、 伝 統 な ど 、

　 　 「 ふ る さ と 創 生 」 を め ざ す 教

　 　 育 活 動 の 推 進

　 以 上 の ３ 点 を 基 調 と し て 教 育 行

政 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。
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平 成 20 年 度 東 川 町 教 育 行 政 執 行 方 針

  平 成 20 年 度 東 川 町 議 会 第 １ 回 定 例 会 の 開 催 に あ た り 、 教 育 行 政 に 関 す る 主 な 方 針 を 申

し 上 げ 、 町 議 会 並 び に 町 民 の 皆 様 の 深 い ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
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化 事 業 招 へ い 委 員 会 な ど が 行 う 創

作 、 発 表 活 動 へ の 支 援 を 図 る と と

も に 、 町 民 総 合 文 化 祭 等 芸 術 文 化

の 発 表 の 場 や 鑑 賞 機 会 の 充 実 に 努

め ま す 。

　 ま た 、 先 人 の 労 苦 と 郷 土 の 伝 統

を 振 返 る と と も に 、 町 民 が 生 ま れ

育 っ た 「 ふ る さ と 東 川 町 」 を も う

一 度 見 つ め 直 し 、 郷 土 愛 や 帰 属 意

識 の 高 揚 に 努 め ま す 。

〈 公 民 館 活 動 〉

　 生 涯 学 習 活 動 の 拠 点 施 設 で あ る

公 民 館 施 設 の 充 実 を 図 り 、 幅 広 い

学 習 機 会 の 拡 充 や 学 習 の 場 を 提 供

し 学 習 活 動 の 推 進 に 努 め ま す 。

〈 ス ポ ー ツ 振 興 〉

　 住 民 の ニ ー ズ に 沿 っ た 各 種 ス ポ

ー ツ の 提 供 や 体 育 施 設 の 活 用 に よ

り 、 ス ポ ー ツ を 楽 し む 場 の 確 保 と 、

を 支 援 し 、 生 き が い と 潤 い の あ る

生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 自

主 的 な 学 習 活 動 の 充 実 に 努 め ま す 。

　 さ ら に 、 文 化 や ス ポ ー ツ 団 体 や

体 育 団 体 な ど の 活 動 、 個 人 や グ ル

ー プ で の 学 習 に 対 し て の 支 援 体 制

を 充 実 す る と と も に 、 自 立 あ る 住

み よ い 地 域 づ く り の た め の 活 動 へ

の 参 加 促 進 に 努 め ま す 。

 

〈 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 〉

　 自 分 の 能 力 や 資 質 を 地 域 に お い

て 役 立 て る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の

関 心 が 高 ま っ て お り 、 ボ ラ ン テ ィ

ア や コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活 動 な ど の 地

域 活 動 に 関 す る 情 報 提 供 や 相 談 体

制 の 整 備 、 ボ ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー

の 養 成 な ど が 求 め ら れ て お り ま す 。

　 こ の こ と か ら 、 学 校 、 地 域 、 民

間 団 体 等 と の 連 携 を 図 り な が ら 地

域 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 促

進 に 努 め ま す 。

〈 文 化 の 振 興 〉

　 ゆ と り や 潤 い な ど 心 の 豊 か さ に

つ な が る 芸 術 、 文 化 の 目 を 温 め 、

文 化 活 動 の 機 会 を 広 げ

る こ と や 、 芸 術 の

鑑 賞 機 会 を 充 実

す る こ と が 必

要 で あ り ま す 。

　 こ の こ と か

ら 、 文 化 連 盟

協 議 会 や 芸 術 文

〈 学 童 保 育 〉

　 近 年 の 核 家 族 化 の 進 行 や 女 性 の

社 会 進 出 な ど 、 ラ イ フ ス タ イ ル の

大 き な 変 化 に 伴 い 、 子 供 と 家 族 を

取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 し て き

て い る こ と か ら 、 放 課 後 児 童 等 が

健 や か に 育 つ 環 境 づ く り が 大 き な

課 題 と な っ て い ま す 。

　 本 町 に お い て も 、 学 童 保 育 へ の

申 し 込 み が 増 加 傾 向 に あ り 、 こ の

よ う な 多 様 な ニ ー ズ に 応 え 、 子 育

て 支 援 を 積 極 的 に 推 進 す る た め に

も 指 導 員 や 施 設 の 充 実 に 努 め ま す 。

　 ま た 、 周 辺 校 か ら の 需 要 に 応 え

る た め に も 地 域 と の 連 携 を 図 り な

が ら 学 童 保 育 の 拡 充 に 努 め ま す 。

〈 青 少 年 教 育 〉

　 文 化 ・ ス ポ ー ツ 活 動 な ど を と お

し て 、 世 代 間 と の 交 流 を 深 め な が

ら 、 思 い や り や 感 動 す る 心 を 育 む

と と も に 、 恵 ま れ た 自 然 環 境 や 歴

史 、 文 化 を 学 ぶ 多 様 な 活 動 を 積 極

的 に 進 め 、 豊 か な 人 間 性 を 培 う 人

材 の 養 成 に 努 め ま す 。

　 町 内 企 業 の 参 加 協 力 に よ る 社 会

体 験 や 地 域 子 ど も 教 室 の 取 り 組 み

な ど を 通 し て 、 青 少 年 問 題 協 議 会

と の 連 携 に よ り 、 青 少 年 の 健 全 育

成 事 業 の 推 進 を 図 っ て い き ま す 。

〈 成 人 教 育 〉

　 一 般 成 人 や 女 性 の 自 立 を 図 り 、

よ り 充 実 し た 生 涯 学 習 へ の 関 わ り

て い ま す 。

　 こ の た め 、 生 涯 学 習 の 推 進 に あ

た っ て は 、 地 域 や 個 人 が 新 し い 時

代 を 拓 く 創 造 性 豊 か な 人 材 の 育 成

と 、 ゆ と り と 潤 い の あ る 自 立 あ る

生 涯 学 習 社 会 の 構 築 に 努 め ま す 。

　 ま た 、 施 設 管 理 の 効 率 化 の 一 環

と し て 指 定 管 理 制 度 に 基 づ き 体 育

施 設 及 び 文 化 施 設 の 一 部 を 管 理 委

託 し 、 経 費 の 削 減 、 民 間 運 営 に よ

り 充 実 し た 施 設 運 営 を 図 っ て い き

ま す 。

〈 家 庭 教 育 〉

　 核 家 族 の 進 展 に 伴 い 親 子 の 関 係

が 希 薄 に な り 、 子 ど も 自 身 の 成 長

に 大 き な 影 響 が 見 ら れ る な か 、 犯

罪 の 低 年 齢 化 や い じ め 問 題 等 、 子

ど も を 取 り 巻 く 環 境 悪 化 が 懸 念 さ

れ て い ま す 。

　 こ の た め 、 家 庭 教 育 や 子 育 て 支

援 に 関 す る 総 合 的 な 取 り 組 み を 展

開 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

　 こ の こ と か ら 、 親 子 が 共 に ふ れ

あ い 語 り 合 え る 子 育 て 支 援 事 業 の

推 進 を 図 り 、 子 育 て の 大 切 さ が 感

じ ら れ 、 体 験 で き る 事 業 の 推 進 に

努 め ま す 。

　 ま た 、 ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 の 協 力

や 学 校 、 地 域 、 教 育 機 関 と の 連 携

を 図 り 将 来 に わ た り 発 展 性 の あ る

取 り 組 み を 図 る ほ か 、 啓 蒙 活 動 を

進 め 地 域 か ら の 声 が 高 ま る 運 動 も

進 め て い き ま す 。

地 域 に お け る ス ポ ー ツ 活 動 の 活 性

化 を 図 り ま す 。

　 ま た 、 体 育 協 会 の 組 織 強 化 、 ス

ポ ー ツ 少 年 団 指 導 者 の 育 成 な ど 地

域 に お け る ス ポ ー ツ 振 興 の 体 制 整

備 に 努 め ま す 。

〈 む す び 〉

　 以 上 、 平 成 2
0 年 度 の 教 育 行 政 に

関 す る 主 要 な 方 針 を 申 し 上 げ ま し

た 。 具 体 的 な 施 策 に つ き ま し て は 、

別 添 に 記 載 し ま し た の で ご 参 照 く

だ さ い 。

　 教 育 委 員 会 と い た し ま し て は 、

明 日 の 未 来 を 拓 く 子 供 達 を 育 む た

め 、 豊 か な 心 と 生 き が い を 培 う 生

涯 学 習 を 推 進 す る た め に 、 果 敢 な

取 り 組 み を 実 行 し て い く 所 存 で あ

り ま す 。

　 そ の た め 、 こ れ ま で 以 上 に 学 校

と 地 域 社 会 の 融 合 の 理 念 に 立 っ て 、

学 校 教 育 、 社 会 教 育 、 教 育 行 政 等

が 一 体 と な っ て 教 育 活 動 の 改 善 に

努 め 最 善 の 努 力 を し て 参 り ま す の

で 、 な お 一 層 の ご 理 解 と ご 協 力 を

お 願 い 申 し 上 げ 教 育 行 政 の 執 行 方

針 と い た し ま す 。

　 平 成 2
0 年 ３ 月 ７ 日

　 　 　 東 川 町 教 育 委 員 会

育 環 境 は ま す ま す 厳 し さ を 増 し て

い る 状 況 に あ り ま す 。

　 ま た 、 親 の 子 育 て に 対 す る 意 識

や 価 値 観 が 多 様 化 す る と と も に 、

子 育 て に 不 安 感 や 孤 独 感 な ど の 悩

み を 抱 く な ど 、 家 庭 に お け る 育 児

不 安 が 増 大 し 、 親 だ け で 子 育 て を

し て い く こ と が 難 し い 時 代 と な っ

て い る こ と か ら 、 地 域 社 会 全 体 で

こ れ か ら の 子 育 て を 支 え て い く こ

と が 求 め ら れ て い ま す 。

　 幼 児 期 は 、 人 と 自 然 の ふ れ あ い 、

い ろ い ろ な 体 験 と 食 生 活 を 通 し て

基 本 的 な 生 活 習 慣 や 道 徳 性 を 育 み 、

心 と 体 の 発 達 の 基 礎 を 形 成 す る 極

め て 大 切 な 時 期 で あ り ま す 。 こ の

よ う な こ と か ら 、 幼 児 セ ン タ ー で

は 、 「 伸 び 伸 び と 行 動 し 、 自 律 で

き る 子 の 育 成 ｣ を 年 度 の 重 点 に 据

え 、 幼 児 一 人 ひ と り の 特 性 や 発 達

の 状 況 を 踏 ま え な が ら 、 誰 と で も

〈 給 食 〉

　 学 校 給 食 は 、 生 徒 た ち に 栄 養 の

バ ラ ン ス の と れ た 楽 し い 食 事 を 提

供 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

そ の た め 、 「 知 ・ 徳 ・ 体 」 育 に 加

え 「 食 育 」 を 重 視 し た 健 康 教 育 推

進 に 努 め て ま い り ま す 。

　 昨 年 か ら 栄 養 教 諭 が 正 式 に 任 用

さ れ 、 正 し い 食 事 の と り 方 や 望 ま

し い 食 習 慣 を 身 に つ け さ せ る よ う

指 導 し て ま い り ま す 。

　 ま た 、 今 般 、 学 校 給 食 に お け る

冷 凍 加 工 食 品 の 安 全 性 の 問 題 が 取

り 上 げ ら れ て お り ま す が 、 学 校 給

食 用 食 品 の 選 定 に あ た っ て は 、 安

全 性 の 確 保 に 細 心 の 注 意 を 払 い 、

安 全 な 給 食 の 実 施 に 努 め て い き ま

す 。

　 学 校 に お い て は 、 給 食 を は じ め

と す る 食 に 関 す る 指 導 内 容 を 系 統

的 に 整 理 し 、 栄 養 教 諭 が 中 心 と な

り 、 各 教 職 員 の 役 割 と 相 互 の 連 携

を 明 確 に し 、 全 体 計 画 に 即 し て 組

織 的 に 指 導 し 食 育 の 充 実 推 進 を 図

り ま す 。

就 学 前 教 育 （ 幼 児 教 育 ・

乳 幼 児 保 育 ） の 推 進

　 今 日 、 依 然 と し て 歯 止 め が か か

ら な い 少 子 化 や 核 家 族 化 の 傾 向 を

は じ め と し て 、 親 の 働 き 方 の 多 様

化 や 地 域 で 子 育 て を 支 援 す る 子 育

て 力 の 低 下 な ど 、 親 を と り ま く 養

き 姿 と そ れ を 踏 ま え た 「 新 た な 高

校 教 育 に 関 す る 指 針 」 が 平 成 1
8 年

に 出 さ れ 、 適 正 配 置 計 画 が 進 め ら

れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。

　 本 町 に あ る 「 北 海 道 東 川 高 等 学

校 」 が ２ 間 口 校 と い う こ と か ら 、

道 の 考 え 方 で は 存 続 が 難 し い と い

う こ と で 、 急 き ょ 町 長 の 諮 問 機 関

で あ り ま す 「 北 海 道 東 川 高 等 学 校

の 構 想 づ く り 推 進 検 討 会 議 」 が 発

足 し 、 ５ 回 の 会 議 を 経 て ま い り ま

し た 。

　 今 の ま ま で は 、 ２ 間 口 と い う こ

と で 廃 校 に な る 可 能 性 が 高 い と 考

え ら れ ま す の で 、 生 徒 の ニ ー ズ に

応 え ら れ る コ ー ス の 選 択 を 検 討 し 、

早 め に 解 決 し て い き た い と 考 え て

お り ま す 。 ま た 、 北 海 道 教 育 委 員

会 に 対 し て は 、 人 的 、 財 政 的 な 支

援 を 要 望 し て ま い り ま す 。

　 さ ら に 、 町 内 に は 、 地 域 と の か

か わ り の 中 で 豊 か な 人 間 性 を 育 み 、

社 会 人 、 職 業 人 と し て の 資 質 を 養

う 実 践 教 育 に 、 先 進 的 に 取 り 組 ん

で い る 「 北 海 道 環 境 福 祉 専 門 学 校 」

と 「 旭 川 福 祉 専 門 学 校 」 が あ り ま

す の で 、 こ れ ら 専 門 学 校 が 一 層 魅

力 の あ る 学 校 と な る よ う 連 携 と 支

援 に 努 め て ま い り ま す 。

　 い ず れ に し て も 、 教 育 を 司 る の

は 学 校 側 で す の で 、 い ろ い ろ と 協

議 し て 特 色 の あ る 学 校 づ く り に 支

援 し て ま い り た い と 考 え て い ま す 。

〈 特 別 支 援 教 育 〉

　 障 が い の あ る 幼 児 児 童 生 徒 の 自

立 や 社 会 参 加 に 向 け て 、 一 人 ひ と

り の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し 、 そ の

持 て る 力 を 高 め 、 生 活 や 学 習 上 の

困 難 を 改 善 ま た は 克 服 す る た め の

取 組 が 日 常 の 教 育 活 動 に お い て 実

現 さ れ る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

　 そ の た め 、 本 町 で は 「 東 川 町 特

別 支 援 教 育 推 進 委 員 会 」 を 設 置 し 、

関 係 機 関 と の 連 携 を 図 る と と も に 、

特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー や

支 援 員 を 配 置 し 、 特 別 支 援 教 育 の

充 実 に 努 め て い ま す 。

　 ま た 、 学 習 障 害 （ Ｌ Ｄ ） や 注 意

欠 陥 多 動 性 障 害 （ Ａ Ｄ Ｈ Ｄ ） や 高

機 能 自 閉 症 な ど の 障 が い を 持 つ 児

童 生 徒 の 学 習 指 導 を 充 実 さ せ る た

め 、 家 庭 は も と よ り 、 幼 小 中 高 、

養 護 学 校 が 連 携 を 密 に し て 児 童 生

徒 の 実 態 把 握 に 努 め 、 教 育 相 談 体

制 の 確 立 を 図 っ て い き ま す 。 

　 な お 、 昨 年 よ り 特 別 支 援 教 育 が

本 格 的 に ス タ ー ト し ま し た 。 学 習

障 害 等 の 児 童 生 徒 に 対 す る 支 援 の

充 実 や 自 立 や 社 会 参 加 に 向 け 、 生

活 や 学 習 上 の 困 難 を 改 善 、 克 服 す

る た め に 、 特 別 支 援 教 育 推 進 委 員

会 の も と で 充 実 を 図 っ て ま い り ま

す 。
〈 北 海 道 東 川 高 等 学 校 及 び 専 門

学 校 と の 連 携 〉

　 本 道 に お け る 高 校 教 育 の あ る べ

助 け 合 い 人 や 物 を 大 切 に で き る 子 、

健 康 で 明 る く 伸 び 伸 び と 行 動 す る

幼 児 の 育 成 に 努 め ま す 。

　 ま た 、 子 ど も の 養 護 や 親 の 就 労

支 援 の 一 層 の 充 実 を 図 る た め に

「 病 児 ・ 病 後 児 保 育 」 の 実 施 に 取

り 組 む と と も に 、 親 の 子 育 て 費 用

支 援 対 策 と し て 保 育 料 の 軽 減 化 や

臨 時 職 員 保 育 士 等 の 待 遇 改 善 を 図

っ て ま い り ま す 。

　 子 育 て 支 援 に お き ま し て も 、 親

や 地 域 住 民 の 学 習 や 交 流 機 会 の 拡

充 を 図 る と と も に 、 保 育 ボ ラ ン テ

ィ ア 等 の 地 域 子 育 て 資 源 の 発 掘 ・

養 成 に 取 り 組 み 、 よ り 一 層 地 域 に

開 か れ た 幼 児 セ ン タ ー と な る よ う

努 め て ま い り ま す 。 ま た 、 地 域 子

育 て 支 援 セ ン タ ー を 核 と し て 地 域

社 会 と よ り 一 層 連 携 を 強 め て 子 育

て 支 援 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い

り ま す 。

社 会 教 育 の 推 進

〈 生 涯 学 習 〉

　 本 町 の 四 季 折 々 の 美 し い 自 然 や

寒 暖 の 差 が 大 き い 気 候 な ど の 地 理

的 条 件 の 下 で 生 ま れ 育 っ て き た 、

先 人 の 知 恵 や 工 夫 、 歴 史 や 伝 統 、

文 化 、 ス ポ ー ツ な ど の 学 習 資 源 を

活 用 し な が ら 、 町 民 が 生 涯 で い つ

で も ど こ で も 学 習 の 機 会 を 選 択 し 、

豊 か に 学 び 、 文 化 に 親 し み 、 ス ポ

ー ツ を 楽 し む 社 会 が 求 め ら れ て き

東
川
町
教
育
行
政
執
行
方
針

自
由
交
流
の
場（
旭
川
福
祉
専
門
学
校・
ふ
れ
愛
の
郷
で
）

地
域
親
睦（
ぼ
く
）球
技
大
会（
昨
年
8月
19
日
）

町
民
水
泳
大
会（
昨
年
8月
19
日
）
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１
．
学
校
教
育
の
推
進

（
１
）
学
校
教
育

　
　
①
教
育
目
標
の
具
現
化
の
た
め
の
教
職
員
の
共
通
理
解
、

　
　
　
協
働
体
制
の
確
立

　
　
②
学
習
教
育
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
の
創

　
　
　
意
工
夫

　
　
③
国
際
理
解
教
育
へ
の
強
化
お
よ
び
国
際
教
育
推
進
プ
ラ

　
　
　
ン
の
推
進

　
　
④
全
国
的
な
学
力
検
査
の
実
施

　
　
⑤
指
導
計
画
や
指
導
方
法
の
改
善
を
生
か
す
評
価
の
工
夫

　
　
⑥
「
隂
山
英
男
方
式
」
の
導
入
、
及
び
学
び
の
連
続
性

　
　
⑦
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
工
夫
と
改
善

　
　
⑧
東
川
小
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
設
置

（
２
）
道
徳
教
育

　
　
①
全
教
職
員
の
共
通
理
解
に
基
づ
く
指
導
計
画
の
改
善

　
　
②
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
等
の
な
い
個
人
の
人
権
が
尊
重

　
　
　
さ
れ
る
教
育
の
推
進

　
　
③
「
心
の
ノ
－
ト
」
の
効
果
的
活
用
方
法
の
工
夫
、
改
善

　
　
④
道
徳
教
育
の
指
導
に
生
か
す
評
価
の
工
夫

（
３
）
生
徒
指
導

　
　
①
い
じ
め
や
不
登
校
生
徒
及
び
暴
力
の
な
い
態
勢
づ
く
り

　
　
②
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
る
家
庭
、
地
域
と
の
連
携
強
化

　
　
③
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
ボ
ラ

　
　
　
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
諸
行
事
へ
の
参
加

　
　
④
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

　
　
⑤
自
然
や
人
を
思
い
や
る
心
の
育
成
を
図
る
活
動
の
推
進

　
　
⑥
日
常
的
な
教
育
相
談
の
充
実

（
４
）
国
際
理
解
教
育

　
　
①
国
際
教
育
推
進
プ
ラ
ン
の
推
進

　
　
②
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
指
導
の
充
実

　
　
③
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
、
英
語
教
育
指
導
員
の

　
　
　
継
続
配
置

　
　
④
外
国
語
講
師
（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
）
の
拡
充
配
置

　
　
⑤
英
和
・
和
英
辞
典
の
贈
呈
事
業
（
小
学
校
卒
業
生
）

（
５
）
北
海
道
東
川
高
等
学
校
及
び
専
門
学
校
と
の
連
携

　
　
①
教
育
振
興
協
議
会
へ
の
助
成
と
連
携
強
化

　
　
②
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
（
専
門
学
校
）
づ
く

　
　
　
り
へ
の
支
援

　
　
③
北
海
道
東
川
高
等
学
校
の
構
想
づ
く
り
検
討
会
議
の
推

　
　
　
進

（
６
）
特
別
支
援
教
育

　
　
①
東
川
町
特
別
支
援
教
育
推
進
委
員
会
の
推
進

　
　
②
東
川
町
幼
小
中
高
、
養
護
学
校
の
連
携
強
化

　
　
③
教
育
相
談
体
制
の
確
立

　
　
④
校
内
外
研
修
強
化

（
７
）
食
育
と
学
校
給
食

　
　
①
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
健
康
的
な
食
生
活
を
営

　
　
　
む
習
慣
の
励
行

　
　
②
地
場
産
品
の
積
極
的
な
活
用

　
　
③
栄
養
教
諭
の
配
置

（
８
）
学
校
環
境
の
整
備

　
　
①
東
川
第
一
小
学
校
屋
外
遊
具
設
置
工
事
の
実
施

　
　
②
東
川
第
三
小
学
校
体
育
館
屋
根
等
塗
装
工
事
の
実
施

　
　
③
東
川
第
三
小
学
校
食
器
洗
浄
機
設
置
工
事
の
実
施

　
　
④
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
事
業
（
各
小
学
校
更
新
）

２
．
幼
児
教
育
の
推
進

（
１
）
就
学
前
教
育
 (
幼
児
教
育
・
乳
幼
児
保
育
）の
推
進

　
　
①
保
育
内
容
の
充
実
と
多
様
な
保
育
サ
－
ビ
ス
の
提
供

　
　
　
・
病
児
・
病
後
児
保
育
、
預
か
り
保
育
、
延
長
保
育
、

　
　
　
障
害
児
保
育
、
一
時
保
育
の
実
施

　
　
②
「
東
川
っ
子
５
つ
の
約
束
」
の
推
進

　
　
　
・
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
東
川
っ
子

　
　
　
・
な
か
よ
く
で
き
る
東
川
っ
子

　
　
　
・
か
た
づ
け
が
で
き
る
東
川
っ
子

　
　
　
・
お
は
な
し
を
し
っ
か
り
き
け
る
東
川
っ
子

　
　
　
・
い
の
ち
を
た
い
せ
つ
に
す
る
東
川
っ
子

　
　
③
異
年
齢
交
流
活
動
の
推
進

　
　
④
幼
小
連
携
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実

　
　
⑤
保
護
者
等
の
学
習
・
交
流
機
会
の
拡
充
と
積
極
的
な
保

　
　
　
育
参
加
の
推
進

　
　
⑥
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心
・
快
適
な
保
育
環
境
の
整

　
　
　
備
充
実

　
　
⑦
特
別
支
援
推
進
員
の
配
置
と
特
別
支
援
教
育
・
保
育
の

　
　
　
一
層
の
充
実

　
　
⑧
保
健
師
等
の
専
門
的
職
員
の
配
置
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

　
　
　
の
健
康
管
理
や
養
護
、
救
護
体
制
の
整
備
充
実

　
　
⑨
世
代
間
交
流
の
推
進
な
ど
地
域
住
民
や
保
育
ボ
ラ
ン
テ

　
　
　
ィ
ア
等
の
保
育
参
加
の
推
進

　
　
⑩
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
地
域
子
育
て

　
　
　
支
援
事
業
の
充
実

（
２
）
親
の
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
保
育
料
の
見
直
し

　
　
　
と
軽
減
化
の
推
進

（
３
）
幼
児
セ
ン
タ
ー
運
営
の
効
率
化
と
協
働
体
制
に
よ

　
　
　
る
計
画
的
な
園
運
営
の
推
進

　
　
①
園
児
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
把
握
し
、
個
々
に
応
じ
た

　
　
　
発
達
を
着
実
に
促
す
保
育
者
の
保
育
技
術
を
高
め
る
研

　
　
　
修
の
推
進

　
　
②
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
家
庭
と
共
に
行
う
子

　
　
　
育
て
実
践
の
推
進

　
　
③
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
園
務
分
掌
の
定
着
化
と
全
職
員
参
加

　
　
　
の
園
経
営
の
推
進

　
　
④
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
め
、

　
　
　
地
域
に
開
か
れ
核
と
な
る
幼
児
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
の
推

　
　
　
進

３
．
社
会
教
育
の
推
進

（
１
）
生
涯
学
習

　
　
①
社
会
教
育
推
進
計
画
の
充
実

　
　
②
広
域
的
な
学
習
活
動
及
び
各
種
講
座
の
開
催

　
　
③
公
共
施
設
間
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

　
　
④
北
工
学
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
の
郷
」

　
　
　
と
の
連
携

　
　
⑤
読
書
啓
発
活
動
や
支
援
対
策
の
推
進

　
　
⑥
指
定
管
理
制
度
導
入
に
伴
う
管
理
の
効
率
化

　
　
⑦
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
登
録
推
進

（
２
）
家
庭
教
育

　
　
①
関
係
機
関
連
携
に
よ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
の
推
進

　
　
②
家
庭
教
育
等
の
教
育
相
談
室
の
開
設

　
　
③
各
学
校
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
学
級
の
支
援

　
　
④
家
庭
・
地
域
教
育
力
総
合
支
援
事
業
の
推
進

（
３
）
学
童
保
育

　
　
①
家
族
、
地
域
、
学
校
と
の
連
携
強
化

　
　
②
保
育
体
制
の
充
実
と
施
設
整
備

　
　
③
指
導
員
の
確
保
と
資
質
向
上

（
４
）
青
少
年
教
育

　
　
①
東
川
町
青
少
年
問
題
協
議
会
の
活
動
推
進

　
　
　
（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
、
地
域
子
ど
も
教
室

　
　
　
推
進
事
業
、
児
童
生
徒
指
導
）

　
　
②
生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
事
業
「
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
塾
」

　
　
　
の
開
催

　
　
③
英
語
教
室
の
推
進
（
め
だ
か
ク
ラ
ブ
）

　
　
④
社
会
体
験
活
動
の
参
加
奨
励

　
　
⑤
郷
土
文
化
活
動
へ
の
参
加
奨
励

　
　
⑥
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進

（
５
）
成
人
教
育

　
　
①
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
ー
講
座
の
開
催

　
　
②
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の
開
催

　
　
③
人
材
バ
ン
ク
登
録
事
業
の
推
進
（
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
ク
ラ
ブ
の
支
援
）

　
　
④
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

（
６
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制
の
整

　
　
　
備

　
　
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

　
　
③
地
域
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

　
　
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
や
活
動
へ
の
支
援

（
７
）
文
化
の
振
興

　
　
①
町
民
総
合
文
化
祭
実
行
委
員
会
へ
の
支
援

　
　
②
芸
術
文
化
鑑
賞
活
動
へ
の
振
興

　
　
③
文
化
財
や
郷
土
資
料
の
保
護
・
伝
承
と
郷
土
館
の
活
用

　
　
④
東
川
町
文
化
連
盟
協
議
会
へ
の
支
援

　
　
⑤
ふ
る
さ
と
創
生
活
動
の
支
援

（
８
）
公
民
館
活
動

　
　
①
「
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会
へ
の
支
援

　
　
②
公
民
館
分
館
活
動
事
業
へ
の
支
援

（
９
）
文
化
交
流
館

　
　
①
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
推
進

　
　
②
マ
イ
ブ
ッ
ク
マ
イ
ト
ー
ク
の
推
進

　
　
③
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　
　
④
文
化
交
流
館
活
動
員
の
育
成

　
　
⑤
学
校
図
書
室
と
の
連
携

　
　
⑥
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
動

（
10
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
①
初
心
者
水
泳
教
室
の
開
催

　
　
②
町
民
体
育
祭
実
行
委
員
会
へ
の
支
援

　
　
③
東
川
町
体
育
協
会
（
少
年
団
）
へ
の
支
援

　
　
④
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
奨
励
に
よ
る
参
加
支
援

東
川
町
教
育
行
政
執
行
方
針

政
執
行
の
具
体
的
な
施
策

平
成
20
年
度
　
教
育
行

政
執
行
の
具
体
的
な
施
策

平
成
20
年
度
　
教
育
行

政
執
行
の
具
体
的
な
施
策

平
成
20
年
度
　
教
育
行

政
執
行
の
具
体
的
な
施
策

展
開
し
て
い
き
ま
す

平
成
20
年
度
　
教
育
行

次
の
主
要
施
策
を
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そ
の
他

2億
98
8万
円

商
工
費

1億
7,
56
1万
円

衛
生
費

1億
9,
94
7万
円

諸
支
出
金

2億
15
万
円

農
林
業
費

2億
1,
85
1万
円

教
育
費

3億
9,
21
4万
円

土
木
費

5億
45
4万
円

民
生
費

5億
3,
64
1万
円

公
債
費

5億
5,
58
8万
円

総
務
費

10
億
5,
94
1万
円

軽
自
動
車
税

1,
32
0万
円

入
湯
税

2,
66
0万
円

市
町
村
た
ば
こ
税

4,
19
0万
円

町
民
税

3億
31
0万
円

固
定
資
産
税

4億
5,
05
9万
円

そ
の
他

3億
4,
22
4万
円

繰
入
金

3,
61
6万
円

使
用
料
及
び
手
数
料

1億
3,
99
7万
円

諸
収
入

1億
5,
46
4万
円

道
支
出
金

2億
3,
87
6万
円

国
庫
支
出
金

2億
4,
84
4万
円

町
債

3億
1,
84
0万
円

町
税

8億
3,
53
9万
円

地
方
交
付
税

17
億
3,
80
0万
円

●
一
般
会
計
　
税
金
な
ど
を
主
な
収
入
と
す
る
町

   
   
   
   
   
   
の
基
本
的
な
事
業
予
算

●
特
別
会
計
　
下
水
道
等
の
使
用
料
な
ど
、特
定

   
   
   
   
   
   
の
収
入
で
行
う
事
業
予
算

■
一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成
比

■
平
成
20
年
度
の
主
な
建
設
事
業
費

・西
部コ
ミュ
ニテ
ィセ
ンタ
ー改
修工
事（
地域
政策
補助
金）

・景
観形
成総
合支
援事
業（
国補
助）

・合
併処
理浄
化槽
設置
整備
事業
（国
補助
）

・地
域用
水機
能増
進事
業補
完ハ
ード
事業
（道
補助
）

・農
山漁
村活
性化
支援
プロ
ジェ
クト
交付
金事
業（
国補
助）

・電
源立
地交
付金
事業
（公
園・
教育
施設
整備
・文
化ギ
ャラ
リー
）

■
一
般
会
計・
特
別
会
計
当
初
予
算
額

伸
び
率
％

一
般
会
計

特
別
会
計（
合
計
）

国
民
健
康
保
険

簡
易
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

国
保
町
立
診
療
所

（
新
）宅
地
造
成
事
業

総
合
計

4,
05
2,
00
0

66
4,
40
0

20
0

40
,0
00

15
0,
90
0

40
7,
50
0

65
,8
00

4,
71
6,
40
0

4,
06
2,
52
9

65
6,
30
5

80
0

37
,0
00

19
7,
00
0

42
1,
50
5 0

4,
71
8,
83
4

▲
 0
.2
6

1.
23

▲
 7
5.
00
8.
11

▲
 2
3.
40

▲
 3
.3
2

皆
増

▲
 0
.0
5

会
計
区
分

本
年
度

前
年
度

（
６
月
補
正
後
）

　
東
川
町
の
平
成
20
年
度
予
算
は
、一
般
会
計
が
40
億
5,
20
0万
円
で
前
年
度
比
較
△
1,
05
0万
円
、0
.2
6％
減
、特
別
会
計
総

額
で
は
6億
6,
44
0万
円
で
前
年
度
比
較
81
0万
円
、1
.2
3%
増
と
な
り
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
で
は
47
億
1,
64
0万
円

（
前
年
度
比
較
△
24
0万
円
、0
.0
5％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
に
お
ける
予
算
の
特
徴

　
平
成
19
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、町

長
選
挙
の
た
め
骨
格
予
算
に
よ
る
予
算
編
成
で

あ
り
ま
し
た
が
、町
長
選
挙
後
の
政
策
予
算
を
含

め
た
平
成
19
年
度（
６
月
補
正
後
）の
予
算
額
は
、

40
億
6,
25
0万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
は
、4
0億
５
,2
00

万
円
で
あ
り
、平
成
19
年
度（
6月
補
正
後
）の
予
算
額
と
比
べ
ま
す
と
、1
,0
50
万
円
、0
.2
6％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
地
方
財
政
計
画
で
は
1.
3％
増
と
な
り
、3
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。ま
た
、地
方
の
自
主
的・
主
体
的
な
活

性
化
施
策
とし
て
、「
地
方
再
生
対
策
費
」が
設
け
ら
れ
た
こと
か
ら
、地
方
交
付
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。平
成
20
年
度
は
、前

年
度
予
算
額
と
比
較
し
、2
.3
％
増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、予
算
編
成
で
は「
新
ま
ち
づ
くり
計
画
プ
ラ
イム
タ
ウ
ン
21
-１
」「
東
川

町
新
行
財
政
改
革
大
綱
(自
主・
自
立
集
中
改
革
プ
ラ
ン
)」に
沿
っ
た
事
業
計
画
や
事
業
の
見
直
し・
効
率
化
を
進
め
、財
源
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

　
結
果
とし
て
、予
算
総
額
は
前
年
度
と
同
程
度
を
確
保
し
て
お
り
、引
き
続
き「
ま
ち
づ
くり
交
付
金
」「
地
域
住
宅
交
付
金
」に
よ
る

建
設
事
業
の
展
開
や「
景
観
形
成
総
合
支
援
事
業
補
助
金
」に
よ
る
景
観
団
体
とし
て
ふ
さ
わ
し
い
景
観
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。ま
た
平
成
20
年
度
か
ら「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
クト
支
援
交
付
金
」に
よ
る
来
訪
者
と
定
住
人
口
の
増

加
を
目
的
とし
た
生
活
環
境・
交
流
基
盤
の
整
備
及
び
農
村
地
域
の
振
興
に
必
要
な
事
業
を
行
うと
と
も
に
、ソ
フト
事
業
に
お
い
て

は
子
育
て・
教
育・
高
齢
者
施
策
に
重
点
を
お
い
た
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

3,2
50
万円

5,4
60
万円

99
5万
円

5,2
75
万円

1,1
40
万円

1,1
75
万円

8,8
60
万円

1億
3,4
98
万円

1億
2,7
89
万円

81
2万
円

1,0
00
万円

・ま
ちづ
くり
交付
金事
業（
グリ
ーン
ヴィ
レッ
ジ整
備他
）

・天
人峡
天津
橋架
替え
事業
（国
交付
金）

・東
町４
丁目
団地
整備
事業
（地
域住
宅交
付金
）

・小
中学
校教
育用
コン
ピュ
ータ
ー整
備

・低
コス
ト推
進施
設建
設事
業（
補助
金）
 

※
正
職
員
の
人
件
費
は
総
務
費
に
計
上
して
い
ま
す
。

歳
出

町
税
の
内
訳

歳
入

東
川
町
の
家
計
簿
　
東
川
町
の
財
政
を
家
計
に
た
と
え
る
と
…

　
平
成
20
年
度
の
町
の
予
算
は
40
億
5,
20
0万
円
（
一
般
会
計
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
合
計
額
の
ケ
タ
が
大
き
く
て
実
感
が
わ
か
な

い
」
「
財
政
用
語
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
家
庭
の
家
計
と
町
の
財
政
で
は
仕
組
み
が
違
い
ま
す
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
町
の
予
算
額
を
家
庭
収
入
10
0

万
円
に
置
き
換
え
た
家
計
簿
で
資
料
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。

　
町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
を
家
計
簿
に
置
き

換
え
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
収
入
の
柱
は
給
料
の
63
万
円
と
パ
ー
ト
の
10
万
円
、
そ
れ
と
親
か
ら
の
仕
送
り
1７
万
円
で
す
。
支
出
は
日
々
の
生
活
費
と
し
て
70
万

円
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
な
ど
に
14
万
円
、
家
の
増
改
築
費
に
15
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

家
族
で
稼
い
だ
お
金

73
万
円

家
族
で
稼
い
だ
お
金

＋
親
か
ら
の
仕
送
り

90
万
円

生
活
費
　
70
万
円

生
活
費
＋
借
金
返
済

84
万
円

財
産
づ
く
り

親
戚
な
ど
へ
の
支
援

食
費（
人
件
費
）

家
族
の
医
療
費（
乳
幼
児
医
療
費
な
ど
の
扶
助
費
）

光
熱
水
費
、被
服
費
、そ
の
他
雑
費（
消
耗
品
費
・
燃
料
費
・
通
信
運
搬
費
な
ど
）

車
や
家
具
の
修
理
代（
維
持
補
修
費
）

子
供
た
ち
へ
の
仕
送
り（
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、広
域
連
合
へ
の
負
担
）

借
金
の
返
済（
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
に
よ
る
町
債
費
）

家
の
増
改
築（
公
営
住
宅
建
設
、道
路
整
備
な
ど
）

貸
付
金（
貸
付
金
）

合
　
　
計

20
万
円

４
万
円

33
万
円

１
万
円

12
万
円

14
万
円

15
万
円

１
万
円

10
0万
円

63
万
円

10
万
円

17
万
円

8万
円

1万
円

1万
円

10
0万
円

給
料（
町
税
・
地
方
交
付
税
）

パ
ー
ト
収
入（
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
）

親
か
ら
の
仕
送
り（
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
）

借
金（
町
債
）

貯
金
の
解
約（
繰
入
金
）

財
産（
土
地
や
家
）の
貸
付
な
ど（
財
産
収
入
）

合
　
　
計

■
資
料
■
　
平
成
19
年
度
末
基
金（
貯
金
）と
町
債（
借
金
）残
高
見
込
み

基
　
金
 （
 貯
 金
 ）

一
般
会
計

財
政
調
整
基
金

減
債
基
金

公
共
施
設
整
備
基
金

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
基
金

地
域
振
興
基
金

地
域
福
祉
基
金

写
真
の
町
文
化
基
金

未
来
を
拓
く
み
ん
な
の
夢
基
金

総
合
体
育
館
建
設
基
金

小
計
土
地
開
発
基
金

備
荒
資
金

一
般
会
計
合
計

特
別
会
計

公
共
下
水
、診
療
所

34
1

20
5

41
8

11
1

10
4

34
6

12
4

20
0 16

1,
86
5

15
1 77

2,
09
3 9

町
 債
 （
 借
 金
 ）

一
般
会
計

　
建
物（
公
営
住
宅
除
く
）、
道
路
の
整
備
な
ど
に
借
り
た
も
の

　
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
借
り
た
も
の（
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
）

　
　

　
公
営
住
宅
の
建
設
の
た
め
借
り
た
も
の （
入
居
者
の
負
担
を
基
本
）

特
別
会
計平
成
19
年
度
末
残
高
見
込

　
　
う
ち
国
の
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

　
　
差
引
残
高（
町
が
負
担
す
る
額
）

平
成
19
年
度
末
残
高
見
込

　
　
※
全
額
が
国
の
交
付
税
で
補
て
ん

平
成
19
年
度
末
残
高
見
込

簡
易
水
道
事
業
分

下
水
道
事
業
分

診
療
所
分

　
　
う
ち
国
の
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

　
　
差
引
残
高（
町
と
受
益
者
の
負
担
額
）

2,
45
6

▲
 7
34

1,
72
2

1,
46
7

1,
47
9

55
0

96
8

54
1

▲
 9
44

1,
11
5

収
　
入

支
　
出

　 33
1

20
4

37
9

11
0

10
4

34
4

12
1

20
0 16

1,
80
9

15
5 76

2,
04
0 39

　

2,
64
8

▲
 8
24

1,
82
4

1,
41
5

1,
45
1

56
7

99
3

56
0

▲
 9
73

1,
14
7

（
H
18
末
）

（
H
18
末
）

（
参
考
）

昨
年
度
数
値
 

72
万
円

89
万
円

71
万
円

85
万
円

14
万
円

1万
円

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

平
成
20
年
度
当

初
予
算
の
概
要

　
平
成
20
年
度
予
算
が
、平
成
20
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、一
般
会
計
な
ど

６
つ
の
会
計
が
執
行
さ
れ
る
こと
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
予
算
の
概
要
を
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。
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栄 養 教 諭 　 佐 藤 　 幹 枝

　 　 　 　 （ 鷹 栖 養 護 学 校 栄 養 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 橋 場 　 衣 里

　 　 　 （ 釧 路 養 護 学 校 期 限 付 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 佐 藤 　 正 弥

　 （ 美 深 高 等 養 護 学 校 期 限 付 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 古 川 　 貴 子

　 （ 小 平 高 等 養 護 学 校 期 限 付 教 諭 ）

寄 宿 舎 指 導 員 　 藤 井 　 寛 二

　 　 　 （ 旭 川 聾 学 校 寄 宿 舎 指 導 員 ）

寄 宿 舎 指 導 員 　 善 浪 　 良 子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 定 年 退 職 ）

寄 宿 舎 指 導 員 　 井 上 　 真 芸

　 （ 雨 竜 高 等 養 護 学 校 期 限 付 教 諭 ）

事 務 職 員 　 市 原 　 幸 子

　 　 　 　 （ 凌 雲 高 等 学 校 事 務 職 員 ）

◆ 転 　 入

東 川 小 学 校

教 諭 　 引 地 　 志 保 子

　 　 　 （ 当 麻 町 立 当 麻 小 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 中 山 　 咲 子

　 　 （ 美 深 町 立 恩 根 内 小 学 校 教 諭 ）

事 務 職 員 　 上 田 　 修 一

（ 東 神 楽 町 立 東 神 楽 小 学 校 事 務 職 員 ）

東 川 第 一 小 学 校

期 限 付 教 諭 　 寺 西 　 真 須 美

（ 旭 川 市 立 旭 川 小 学 校 期 限 付 教 諭 ）

東 川 中 学 校

校 長 　 渡 部 　 克 孝 　 　 （ 定 年 退 職 ）

教 諭 　 今 　 祐 一 郎

　 　 　 （ 旭 川 市 立 東 光 中 学 校 教 諭 ）

養 護 教 諭 　 平 　 み さ 子

　 （ 愛 別 町 立 愛 別 小 学 校 養 護 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 相 原 　 慶 子

　 　 　 （ 千 歳 市 立 末 広 小 学 校 教 諭 ）

東 川 高 等 学 校

校 　 長 　 蓬 田 　 恒 春

　 　 　 　 　 　 （ 南 幌 高 等 学 校 校 長 ）

東 川 養 護 学 校

校 長 　 小 川 　 　 透 　 　 （ 定 年 退 職 ）

教 諭 　 岡 田 　 則 将

　 　 （ 東 神 楽 町 立 東 聖 小 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 平 岡 　 育 美

　 　 　 　 　 　 （ 旭 川 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 三 井 　 隆 行

　 　 　 　 　 （ 真 駒 内 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 笹 本 　 大 輔

　 　 　 　 （ 白 樺 高 等 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 笹 本 　 潮 里

　 　 　 　 　 （ 真 駒 内 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 岡 沢 　 好 雄 　 　 （ 定 年 退 職 ）

◆ 転 　 出

東 川 小 学 校

教 諭 　 大 橋 　 雄 大

　 　 　 （ 当 麻 町 立 当 麻 小 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 坂 井 　 正 人

　 　 　 （ 旭 川 市 立 末 広 小 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 穴 山 　 　 香

　 　 　 （ 旭 川 市 立 旭 川 小 学 校 教 諭 ）

事 務 職 員 　 西 前 　 孝 子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 定 年 退 職 ）

東 川 第 二 小 学 校

校 長 　 兼 重 　 一 男

　 　 　 （ 上 川 町 立 上 川 小 学 校 校 長 ）

教 諭 　 堀 　 英 太 郎

　 　 　 （ 旭 川 市 立 高 台 小 学 校 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 遠 藤 　 　 茜

　 　 　 （ 浜 中 町 立 貰 人 小 学 校 教 諭 ）

東 川 第 三 小 学 校

校 長 　 渡 辺 　 輝 男

　 　 （ 旭 川 市 立 愛 宕 東 小 学 校 校 長 ）

期 限 付 教 諭 　 上 ヶ 嶋 　 哲 雄

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 期 間 満 了 ）

　 前 東 川 第 二 小 学 校 長

　 　 　 　 兼 　 重 　 一 　 男

　 こ の た び の 定 期 異 動 に よ り ま し

て 、 上 川 町 立 上 川 小 学 校 に 赴 任 す

る こ と に な り ま し た 。 本 校 で の ３

年 間 は 、 地 域 の 豊 か な 環 境 の も と 、

北 の 大 地 に は 確 か に 輝 く 風 と 緑 と

夢 が あ る こ と を 実 感 さ せ て い た だ

き ま し た 。 ま た 町 の 理 事 者 を は じ

め 、 保 護 者 の 皆 さ ま 、 そ し て 地 域

の 方 々 に 、 元 気 で た く ま し い 子 供

た ち と の 日 々 を 支 え て い た だ き ま

し た 。

　 ２ 学 期 制 の 導 入 を 機 に 、 キ ト ウ

シ 山 を 中 心 に 遊 び や 地 域 の 歴 史 や

文 化 を 知 る 「 キ ト ウ シ 探 検 隊 」 、

写 真 の 町 の 「 写 真 う つ り の よ い 小

さ な 写 真 の 学 校 」 な ど 、 何 よ り も

子 供 に と っ て 価 値 あ る 体 験 が で き

る 特 色 あ る 学 校 づ く り に 務 め ま し

た 。 こ れ か ら も 、 皆 さ ま に い た だ

い た ご 厚 情 や 教 訓 を 生 か し 、 新 任

地 で 精 進 い た し ま す 。 皆 さ ま の ま

す ま す の ご 発 展 を 祈 念 し 、 お 別 れ

の 言 葉 と さ せ て い た だ き ま す 。

東 川 第 二 小 学 校

校 長 　 寺 口 　 　 悟

　 （ 南 富 良 野 町 立 落 合 小 学 校 校 長 ）

教 諭 　 岩 崎 　 裕 介

（ 上 富 良 野 町 立 上 富 良 野 小 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 小 西 　 綾 子

　 　 　 （ 旭 川 市 立 東 光 小 学 校 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 松 尾 　 亜 友 美

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 新 採 用 ）

東 川 第 三 小 学 校

校 長 　 吉 田 　 顕 康

　 　 　 （ 旭 川 市 立 知 新 小 学 校 教 頭 ）

東 川 中 学 校

校 長 　 鍛 冶 川 　 明

　 　 　 （ 下 川 町 立 下 川 中 学 校 校 長 ）

教 諭 　 田 中 　 拓 也 　 　 　 （ 新 採 用 ）

養 護 教 諭 　 山 田 　 恵 子

　 （ 愛 別 町 立 愛 山 小 学 校 養 護 教 諭 ）

期 限 付 教 諭 　 高 橋 　 明 子 （ 新 採 用 ）

東 川 高 等 学 校

校 長 　 和 田 　 一 彦

　 　 　 　 　 　 （ 愛 別 高 等 学 校 校 長 ）

再 任 用 教 諭 　 中 嶋 　 克 明

　 　 　 　 　 　 （ 愛 別 高 等 学 校 教 諭 ）

東 川 養 護 学 校

校 長 　 松 下 　 高 広

（ 札 幌 養 護 学 校 も な み 学 園 分 校 教 頭 ）

教 諭 　 田 中 　 英 規

　 　 　 　 　 　 （ 紋 別 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 井 上 　 志 帆

（ 紋 別 養 護 学 校 き た み 学 園 分 校 教 諭 ）

教 諭 　 嶋 宮 　 光 弘

　 　 　 　 　 　 （ 鷹 栖 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 木 下 　 祥 子

　 　 　 　 　 　 　 （ 函 館 盲 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 樋 上 　 　 緑

　 　 　 　 　 　 （ 美 唄 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 鈴 木 　 勝 幸

（ 紋 別 養 護 学 校 き た み 学 園 分 校 教 諭 ）

教 諭 　 岡 田 　 　 融

　 　 　 　 　 　 （ 鷹 栖 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 明 石 　 高 昌

　 　 　 （ 岩 見 沢 高 等 養 護 学 校 教 諭 ）

教 諭 　 玉 手 　 善 美 　 　 　 （ 新 採 用 ）

教 諭 　 松 山 　 佳 樹 　 　 　 （ 新 採 用 ）

栄 養 教 諭 　 石 黒 　 久 美 子

　 　 　 　 　 （ 旭 川 聾 学 校 栄 養 教 諭 ）

寄 宿 舎 指 導 員 　 小 沢 　 光 雄

　 　 　 （ 旭 川 聾 学 校 寄 宿 舎 指 導 員 ）

寄 宿 舎 指 導 員 　 佐 々 木 　 望 千 子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 新 採 用 ）

寄 宿 舎 指 導 員 　 市 川 　 光 枝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 新 採 用 ）

事 務 職 員 　 山 根 　 哲 雄

　 　 　 （ 中 標 津 高 等 学 校 事 務 職 員 ）

　 前 東 川 中 学 校 長

　 　 　 　 渡 　 部 　 克 　 孝

　 こ の た び 定 年 に よ り 退 職 い た し

ま し た 。

　 教 職 38 年 間 の 最 後 の 3 年 間 を 、

開 校 60 年 と い う 伝 統 あ る 東 川 中 学

校 の 校 長 と し て 勤 務 で き た こ と は

喜 び で あ り 、 誇 り で も あ り ま し た 。

　 そ の 間 「 管 内 一 の 中 学 校 」 を 合

言 葉 に 、 あ い さ つ ・ 勉 強 ・ 仲 間 づ

く り を 大 切 に 、 「 行 き た い ・ 通 わ

せ た い 」 学 校 経 営 に 力 を 注 い で き

た つ も り で す 。 そ の 心 の 支 え は 、

三 宅 教 育 長 の 厳 し く か つ 温 か い 指

導 で し た 。 教 育 長 の 姿 勢 で 学 校 経

営 へ の 厳 し さ が 教 職 員 の 適 度 な 緊

張 感 と な り 、 日 々 の 仕 事 に 大 き く

影 響 し 、 東 川 町 教 育 が 安 定 し て き

た と 確 信 し て い ま す 。

　 そ れ に 加 え 、 保 護 者 ・ 地 域 の 皆

さ ん の ご 支 援 の お か げ で 、 校 長 と

し て 充 実 し て い た こ と を お 伝 え し 、

心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

　 最 後 に 、 東 川 町 と 町 民 皆 さ ま の

ま す ま す の ご 発 展 を 祈 念 し て 、 退

任 の あ い さ つ と い た し ま す 。

　 前 東 川 第 三 小 学 校 長

　 　 　 　 渡 　 辺 　 輝 　 男

　 澄 ん だ 空 気 、 お い し い 水 と 東 川

米 。 美 し い 大 雪 山 連 邦 の 麓 （ ふ も

と ） で 、 ３ 年 間 勤 務 で き ま し た こ

と を と て も 誇 り に 思 っ て お り ま す 。

　 こ の 間 、 私 は 「 安 心 し て 学 べ る

学 校 づ く り 」 を 前 面 に 出 し 、 地 域

と と も に 歩 む 「 特 色 あ る 教 育 活 動 」

を 推 進 し て ま い り ま し た 。

　 と り わ け 文 部 科 学 省 か ら 指 定 を

受 け た 「 国 際 教 育 推 進 プ ラ ン 」 で

は 、 東 川 町 の 中 核 校 と し て 、 英 語

活 動 は も と よ り 外 国 の 方 々 と の 交

流 を 全 国 に 発 信 す る こ と が で き ま

し た 。

　 こ の た び の 異 動 で 旭 川 市 立 愛 宕

東 小 学 校 勤 務 を 命 ぜ ら れ ま し た が 、

こ れ ま で 多 く の 皆 さ ま か ら 寄 せ ら

れ た ご 厚 情 に 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ

ま す 。 東 川 町 と 町 民 の 皆 さ ま の ま

す ま す の 発 展 を 祈 念 し て 転 任 の あ

い さ つ と い た し ま す 。

　 前 北 海 道 東 川 高 等 学 校 長

　 　 　 　 蓬 　 田 　 恒 　 春

　 こ の 度 の 人 事 異 動 に よ り 、 空 知

管 内 南 幌 高 等 学 校 勤 務 と な り ま し

た 。 東 川 高 校 で の 二 年 間 は 明 る く

元 気 で 素 直 な 生 徒 と 、 心 温 か な 保

護 者 、 同 窓 会 の 皆 さ ま 、 そ し て 地

域 の 皆 さ ま に 支 え ら れ て 勤 務 が 出

来 ま し た 。 皆 さ ま に は 心 か ら 感 謝

申 し 上 げ ま す 。

　 高 校 は 、 人 格 形 成 の 上 で 大 切 な

三 年 間 で す が 、 人 と し て の 基 礎 基

本 を し っ か り 身 に 付 け さ せ 主 体 的

に 生 き る こ と の で き る 「 人 づ く り 」

を 目 指 し 、 ま た 、 学 ぶ 意 欲 を 育 み 、

生 徒 の 夢 の 実 現 に 向 け 進 路 指 導 を

進 め て ま い り ま し た 。 今 思 う 時 、

社 会 で た く ま し く 頑 張 っ て い る だ

ろ う か と 願 う 気 持 ち で い っ ぱ い で

す 。

　 終 わ り に な り ま す が 、 東 川 町 民

皆 さ ま の ご 健 康 ご 発 展 を 祈 念 申 し

上 げ 、 お 別 れ の 言 葉 と さ せ て い た

だ き ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し

た 。

　 前 東 川 養 護 学 校 長

　 　 　 　 小 　 川 　 　 　 透

　 こ の た び 、 定 年 を 迎 え 退 職 い た

し ま す 。 37 年 間 の 教 職 生 活 の 最 後

を 母 親 の 出 身 地 で あ る 東 川 町 で 無

事 に 終 え る こ と が で き ま す こ と に 、

人 生 の 邂 逅 （ か い こ う ） と 幸 せ を

か み 締 め て い ま す 。

　 学 校 運 営 や 行 事 等 に つ い て 、 ９

割 が 他 市 町 の 子 供 で あ る に も か か

わ ら ず 「 東 川 養 護 学 校 と と も に 歩

む 会 」 を 中 心 に 本 当 に 親 身 に な っ

て 応 援 し て い た だ き ま し た 。 ボ ラ

ン テ ィ ア に よ る ガ ラ ス 拭 き や ス ノ

ー モ ー ビ ル 体 験 乗 車 で も お 世 話 に

な り ま し た 。 他 市 町 村 へ の 特 別 支

援 教 育 の 推 進 に つ い て ま で 面 倒 を

見 て い た だ き 、 養 護 学 校 を 受 け 入

れ た 東 川 町 民 の 高 い 見 識 と や さ し

さ に 触 れ さ せ て い た だ き ま し た 。

　 ２ 年 間 と い う 短 い 間 で し た が 、

公 私 と も に 大 変 お 世 話 に な り 、 楽

し く 充 実 し た 日 々 を 過 ご さ せ て い

た だ き ま し た こ と に 心 か ら 感 謝 し

て い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し

た 。

教 職 員 の 異 動

4 月 1 日 付 け で 町 内 各 学 校 教 員 、 一 般 職 員 の 人 事

異 動 が あ り ま し た 。

教 職 員 の 異 動

4 月 1 日 付 け で 町 内 各 学 校 教 員 、 一 般 職 員 の 人 事

異 動 が あ り ま し た 。
お 世 話 に な り ま し た
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HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

　 ３ 月 1
4 日 、 ラ

ト ビ ア 共 和 国 の

ペ ー テ リ ウ ス ・

ヴ ァ イ ヴ ァ レ ス

駐 日 大 使 一 行 が

町 を 表 敬 訪 問 に

訪 れ ま し た 。 町

議 会 で 記 念 ス ピ

ー チ を 行 い 、 町

議 会 議 員 と の 懇

談 会 で 、 同 共 和

国 ル イ ア ナ 町 と

の 交 流 促 進 に 期 待 を 示 し ま し た 。

　 昨 年 1
0 月 に 同 国 名 誉 領 事 に 就 任 し

た 旭 川 市 内 の 会 社 社 長 井 下 佳 和 氏 の

就 任 祝 賀 会 に 出 席 の た め 、 旭 川 入 り

し ま し た 。

　 議 場 に 立 っ た ヴ ァ イ ヴ ァ レ ス 大 使

は 、 本 町 の 訪 問 団 が 昨 年 訪 れ た ル イ

ア ナ 町 に つ い て 「 ラ ト ビ ア で も 有 名

な 芸 術 家 、 画 家 、 ス ポ ー ツ 選 手 が い

る こ と で 有 名 。 大 き な 美 術 館 、 博 物

館 も あ る 。 農 業 、 乳 製 品 、 木 材 産 業

分 野 が 発 達 し て お り 、 東 川 町 と も ビ

ジ ネ ス 面 で 共 通 点 が あ る 」 と 紹 介 し

ま し た 。

　 ま た 「 ラ ト ビ ア で は 日 本 の 文 化 、

芸 術 的 な 知 識 に 興 味 を 持 っ て お り 、

エ コ ロ ジ

ー 分 野 や

効 率 的 な

エ ネ ル ギ

ー 利 用 に

興 味 が あ

る 。 日 本

の 優 れ た

知 識 を 導

入 し た い 」 な ど と 今 後 の 姉 妹 都 市 締

結 、 交 流 拡 大 に 大 き な 期 待 を 示 し ま

し た 。

　 同 大 使 は 、 今 年 ７ 月 に も 再 び 来 町

す る 予 定 で す 。

　 3 月 1
9 日 、 東 川 町 商 工 会 主 催 の 商

店 意 識 啓 発 セ ミ ナ ー 「 地 域 一 番 店 は

こ こ が 違 う 」 講 演 会 が 道 の 駅 ・ ひ が

し か わ 道 草 館 で 開 か れ ま し た 。

　 お 店 繁 盛 の 特 効 薬 、 商 店 街 活 性 化

の 秘 け つ を 伝 授 し て も ら お う と い う

も の 。 講 師 は シ ン ク タ ン ク の ㈱ 船 井

総 合 研 究 所 （ 東 京 ） か ら 上 席 コ ン サ

ル タ ン ト 、 梶 野 順 弘 氏 が 来 町 し ま し

た 。

　 停 滞 す る 景 気 の 中 で 、 商 店 街 を ど

う 活 性 化 す れ ば い い の か 、 経 営 す る

お 店 を 繁 盛 店 に す る に は ど う す

れ ば い い の か ？ 　 梶 野 氏 は 「 変

化 に 対 応 し 、 マ ク ロ の 時 流 を つ

か む こ と 」 と 定 義 し ま し た 。

　 そ の 具 体 的 方 法 を 「 自 分 で お

客 さ ん に 近 づ く こ と 。 待 っ て い

る だ け で は お 客 さ ん が 望 む も の

は 分 か ら な い 。 自 ら 出 向 き 、 注

文 を 取 っ て 歩 か な け れ ば だ め 」

と 強 調 し ま し た 。

　 さ ら に 「 新 し い 価 値 の 創 造 が

必 要 」 と 話 し ま し た 。

　 「 靴 は だ れ で も 持 っ て い る か

ら 売 れ な い 。 し か し ウ ォ ー キ ン

グ シ ュ ー ズ は 売 れ て い る 。 か ば

ん は 売 れ な い が ト ラ ベ ル バ ッ グ

は 売 れ て い る 。 和 服 が 売 れ な い の で

呉 服 店 は 大 変 だ が 、 和 服 リ サ イ ク ル

店 は は や っ て い る 。 商 売 の や り 方 を

変 え れ ば 、 お 店 は 必 ず 変 え ら れ る 」

と 。

　 「 お 客 さ ん は 大 事 に し て 欲 し い と

思 っ て い る 。 グ チ の 一 つ も 聞 い て 欲

し い と 思 っ て い る 。 だ か ら 温 か み の

あ る 接 客 を し て 『 お 大 事 に 』 と 一 言

声 を か け れ ば 売 り 上 げ は 伸 び る 」 な

ど と 繁 盛 店 に な る コ ツ を 伝 授 し ま し

た 。

一 番 店 に な る 秘 け つ を 伝 授 、 商 店 意 識 啓 発 セ ミ ナ ー一 番 店 に な る 秘 け つ を 伝 授 、 商 店 意 識 啓 発 セ ミ ナ ーラ ト ビ ア 駐 日 大 使 が 来 町ラ ト ビ ア 駐 日 大 使 が 来 町

　 町 立 第 三 小 学 校 （ 渡 辺 輝 男

校 長 ） を 地 域 中 核 校 と し

て 昨 年 か ら 町 内 幼 、 小 、

中 、 高 校 で 始 ま っ た 国

際 教 育 推 進 の ２ 年 目 に 向

け て 、 東 川 町 国 際 教 育 推 進

協 議 会 （ 委 員 長 ・ 伊 藤 亮 旭 川 医

大 学 長 補 佐 ） 主 催 の 国 際 教 育 推 進 フ

ォ ー ラ ム が ３ 月 2
4 日 、 農 村 環 境 改 善

セ ン タ ー で 開 か れ ま し た 。 町 内 各 校

の 先 生 が 集 ま り 、 国 際 教 育 を ど う 進

め る か を テ ー マ に 、 今 後 の 取 り 組 み

方 を 探 り ま し た 。

　 文 部 科 学 省 中 等 教 育 局 か ら 大 森 摂

夫 国 際 教 育 課 長 、 日 本 国 際 教 育 学 会

副 会 長 の 道 教 育 大 札 幌 校 、 大 津 和 子

教 授 ＝ 写 真 ＝ を 講 師 に 迎 え ま し た 。

第 三 小 ・ 辻 野 尚 広 先 生 が 初 年 度 の 取

り 組 み を 発 表 し ま し た 。

　 大 森 氏 は 、 「 国 際 教 育 に つ い て 」

と 題 し て 、 文 部 科 学 省 が 進 め る 国 際

教 育 プ ロ グ ラ ム の 考 え 方 に つ い て 触

れ ま し た 。

　 特 に 帰 国 子 女 の 増 加 、 外 国 人 居 住

者 の 増 加 （ ニ ュ ー カ マ ー ） な ど 、 国

内 教 育 環 境 の 変 化 に 対 応 し て 国 際 教

育 の 必 要 性 が 高 ま っ て い る こ と な ど

を 前 提 と し た 上 で 「 日 本 以 外 の 国 へ

の 尊 重 と 国 際 社 会 で の 強 調 、

異 文 化 理 解 を 育 て 、 さ ら

に わ が 国 の 伝 統 と 文 化

を 尊 重 す る 教 育 が 必 要 」

と の 考 え 方 を 示 し ま し た 。

　 大 津 氏 は 「 そ の 国 に 行 っ

た よ う な 共 感 的 理 解 を ど う や っ

て 子 供 た ち に 教 え る こ と が 出 来 る か 、

『 違 う け れ ど 同 じ 』 と い う 多 文 化 の

理 解 と 交 流 ・ 共 生 、 『 過 去 が あ っ て

未 来 が あ る 』 と い う 歴 史 認 識 、 『 自

分 も 社 会 の 一 員 』 と い う 意 識 、 『 私

に も 何 か が 出 来 る 』 と い う 参 加 ・ 協

働 を ど う 教 え る こ と が 出 来 る か 」 な

ど と ポ イ ン ト を 指 摘 し ま し た 。

　 第 １ ０ ６ 回 の 卒 業 式 を 迎 え た 第 二

小 （ 兼 重 一 男 校 長 ） で は 、

兼 重 校 長 か ら 一 人 ひ と り

卒 業 証 書 の 授 与 を 受 け 、

門 出 の お 祝 い に 励 ま し の

言 葉 を 受 け ま し た 。

　 ８ 人 は 、 一 人 ひ と り し

っ か り と し た 足 取 り で 登

壇 し 「 将 来 子 供 の 教 育 に

携 わ り た い 」 「 立 派 な 公

務 員 に な っ て 役 場 に 勤 め た い 」 「 農

家 を 継 い で 頑 張 り た い 」 「 野 球 選 手

に な り た い 」 と そ れ ぞ れ の 大 き な 夢

　 　 　 　 　 　 　 を 披 露 。 満 面 の 笑 顔

　 　 　 　 　 　 　 で 思 い 出 の 校 舎 に 別

　 　 　 　 　 　 　 れ を 告 げ ま し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 第 三 小 で は ６ 年 生

　 　 　 　 　 　 　 の 在 籍 が な か っ た た

　 　 　 　 　 　 　 め 、 卒 業 式 は あ り ま

　 　 　 　 　 　 　 せ ん で し た 。

　 卒 業 式 シ ー ズ ン の ３ 月 、 町 内 の 小

学 生 7
2 人 、 中 学 生 8
7 人 合 計 １ ５ ９ 人

が 通 い な れ た 学 び や か ら 新 た な 巣 立

ち を 迎 え ま し た 。

　 第 一 、 第 二 小 の 卒 業 式 は 1
8 日 行 わ

れ ま し た 。 ま だ 袖 口 が だ ぶ つ い て い

る ち ょ っ ぴ り 大 き い 中 学 校 の 制 服 に

身 を 包 み 、 第 一 小 か ら 3 人 、 第 二 小

か ら は 8 人 が 希 望 い っ ぱ い の 笑 顔 で

春 を 迎 え ま し た 。

　 旭 岳 パ ー ク レ ン ジ ャ ー の 青 木 倫 子

さ ん （ 3
0 ） ＝ 写 真 中 央 ＝ が （ 独 ） 国

際 協 力 機 構 の 青 年 海 外 協 力 隊 員 と し

て 、 ケ ニ ア に 赴 任 す る こ

と に な り 、 3 月 1
7 日 松 岡

市 郎 町 長 に あ い さ つ に 訪

れ ま し た 。

　 旭 岳 で の 国 立 公 園 レ ン

ジ ャ ー 活 動 の 実 績 な ど が

認 め ら れ ま し た 。 2
4 日 出

発 し 、 今 後 2 年 間 、 ケ ニ

ア ・ ア バ ー デ ア 国 立 公 園 （ 首 都 ナ イ

ロ ビ か ら 北 方 約 ３ ０ ０ ㌔ ㍍ 、 面 積 約

８ ０ ０ 平 方 ㌔ ㍍ ） で 野 生 生 物 保 護 な

ど 、 環 境 保 護 活 動 を 担 当 し ま す 。 ケ

ニ ア 野 生 生 物 公 社 の 教 育 担 当 官 補 佐

と し て 、 地 域 住 民 や 小 中 学 校 な ど で

保 護 教 育 活 動 を す る 予 定 で す 。

　 　 　 　 　 青 木 さ ん は 札 幌 市 出 身 。

　 　 　 　 同 市 内 の 北 星 女 子 短 大 を 卒

　 　 　 　 業 後 、 カ ナ ダ ・ カ ル ガ リ ー

　 　 　 　 大 卒 （ 国 際 開 発 専 攻 ） 。 帰 国

　 　 　 　 後 Ｎ Ｐ Ｏ （ 非 営 利 活 動 ） 法

　 　 　 　 人 ね お す の 旭 岳 パ ー ク レ ン

　 　 　 　 ジ ャ ー と し て 3 年 間 大 雪 山

　 　 　 　 国 立 公 園 で 環 境 保 全 活 動 を

行 っ て き ま し た 。

　 帰 国 後 は 「 再 び 旭 岳 パ ー ク レ ン ジ

ャ ー と し て ケ ニ ア で の 経 験 を 生 か し

た い 」 と 話 し て い ま す 。

旭 岳 パ ー ク レ ン ジ ャ ー の 青 木 さ ん 、 ２ 年 間 ケ ニ ア に旭 岳 パ ー ク レ ン ジ ャ ー の 青 木 さ ん 、 ２ 年 間 ケ ニ ア に

町 内 小 、 中 学 校 か ら １ ５ ９ 人 が 卒 業町 内 小 、 中 学 校 か ら １ ５ ９ 人 が 卒 業

国 際 教 育 推 進 フ ォ ー ラ ム の 開 催国 際 教 育 推 進 フ ォ ー ラ ム の 開 催
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農
家
泊
ツ
ア
ー
に
一
役
―
と
町
内
農
家

28
戸
が
農
業
民
泊
営
業
許
可
を
取
得
し
ま

し
た
。
３
月
19
日
、
道
の
駅
･
ひ
が
し
か

わ
道
草
館
で
上
川
保
健
所
の
森
昭
久
所
長

か
ら
営
業
許
可
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

町
内
農
家
も
こ
れ
か
ら
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
本
格
参
入
で
す
。

　

観
光
振
興
に
町
内
の
農
業
資
源
を
生
か

そ
う
、
と
い
う
の
が
狙
い
。
町
内
観
光
コ

ー
ス
に
農
家
泊
と
農
作
業
の
体
験
観
光
を

組
み
入
れ
、
新
た
な
観
光
振
興
の
起
爆
剤

に
し
よ
う
と
集
ま
り
、
一
軒
ず
つ
営
業
許

可
証
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

許
可
を
受
け
た
農
家
は
、
今
後
旅
行
業

法
に
基
づ
く
営
業
宿
泊
施
設
と
し
て
５
人

以
内
の
旅
行
客
を
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

町
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
興
す

る
た
め
（
財
）
地
域
総
合
整
備
財
団
の
資

金
助
成
を
受
け
て
３
年
間
「
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
試
験
研
究
。
町
内

の
（
有
）
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
（
井
下
佳
和
社

長
）
が
農
業
体
験
観
光
ツ
ア
ー
受
け
入
れ

の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
事
業
を
１
年
間
試
験
受
託

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
高
校
の
農
家
泊
修
学
旅
行
10
校

約
８
０
０
人
を
受
け
入
れ
、
今
年
は
す
で

に
20
校
約
２
千
人
の
予
約
が
入
っ
て
好
調

な
出
だ
し
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
月
23
日
、
忠
別
ダ
ム
で
「
忠
別
ダ
ム

冬
イ
ベ
ン
ト
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
冬
を
遊
ぼ
う
」
と
「
忠
別
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」
（
鈴
木

健
治
代
表
）
が
開
き
ま
し
た
。

　

忠
別
ダ
ム
周
辺
の
旭
川
、
東
川
、
東
神

楽
、
美
瑛
の
４
市
町
の
商
工
会
議
所
、
商

工
会
メ
ン
バ
ー
、
農
協
組
合
員
な
ど
の
有

志
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
の
忠
別

ダ
ム
を
も
っ
と
楽
し
く
、
と
初
め
て
の
企

画
。

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
宝
探
し
、

そ
し
て
雪
像
作
り
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
雪

と
楽
し
む
ゲ
ー
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
昼

食
の
温
か
い
豚
汁

の
お
い
し
さ
も
格

別
で
す
。

　

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

に
ま
た
が
っ
て
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
雪
の
中
を
滑
走
し
た
り
、

タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
で
雪
山
ジ
ャ
ン
プ

を
し
て
転
げ
ま
わ
っ
た
り
、
あ
ち
こ
ち
で

歓
声
が
い
っ
ぱ
い
。
参
加
し
た
親
子
40
人

が
雪
ま
み
れ
に
な
っ
て
歓
声
を
上
げ
ま
し

た
。

　

同
団
体
で
は
今
年
も
夏
の
流
木
ア
ー
ト

（
７
月
ご
ろ
）
、
桜
の
苗
植
樹
（
９
月
）

な
ど
と
併
せ
て
、
年
間
を
通
し
て
楽
し
い

催
し
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
の
競
技
か
る
た
と
違
っ
て
、
読
み
手
が

和
歌
の
下
の
句
だ
け
を
順
不
同
で
読
み
上

げ
、
崩
し
字
で
下

の
句
が
板
に
書
か

れ
て
い
る
札
を
３

人
一
組
の
チ
ー
ム

が
対
戦
し
て
取
っ

た
札
の
枚
数
を
競

い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
札

　

３
月
１
、
２
の
両
日
、
天
人
峡
温
泉
天

人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
第
53
回
高
松
宮
御

観
覧
記
念
全
日
本
下

の
句
歌
留
多
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

百
人
一
首
の
下
の

句
だ
け
を
読
ん
で
行

う
か
る
た
。
主
に
道

内
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
州
各

幌
、
旭
川
市
内
や
遠
く
稚
内
、
初
山
別
な

ど
道
内
29
市
町
村
か
ら
高
校
生
以
上
の
選

手
が
90
チ
ー
ム
約
３
０
０
人
集
ま
り
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
は
大
会
参
加
者
で
全
館
貸
し

切
り
の
に
ぎ
や
か
さ
で
す
。

　

1
日
午
後
９
時
20
分
、
試
合
開
始
。
勝

ち
上
が
る
に
つ
れ
て
深
夜
、
未
明
の
熱
戦

と
な
り
、
決
勝
戦
は
２
日
目
の
昼
間
と
い

う
長
丁
場
の
戦
い
。
会
場
は
盆
の
上
を
威

勢
よ
く
た
た
き
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
闘
志

を
鼓
舞
す
る
音
や
掛
け
声
が
乱
れ
飛
ん
で

い
ま
し
た
。
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トップを切って許可証の交付を受けた青木哲也さん
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ゴーカート営業開始（カタクリ群生の林間コースで春を満喫！）
４月20日（日）～10月19日（日）前9：00～後5：00　
（営業は週末の土・日曜日、祝日、夏休み期間（7/28～8/17））

3月29日（土）
親水河川公園パークゴルフ場
（4コース36ホール）国際公認コース285号

4月1日（火）
キトウシパークゴルフ場
（新設サクラコースが本オープン！　5コース45ホール）
国際公認コース211号
パークゴルフ場のシーズン券、町民利用カードの申し込み、
お問い合わせは、キトウシ森林公園物産センター内の東川
振興公社事務所まで（町民の方は今年から町民利用カード
の提示が必要です）

まもなく満開！
カタクリの花
4月末～5月中旬ごろ
見ごろは4月下旬！　
ぜひお越しください 5月24日（土）25日（日）

くらし楽しくフェスティバル開催
●フリーマーケット　●花の苗直売
●浜頓別町の海産物直売　　など

物産センター
1ドリンク町民無料券

ゴーカート
町民無料券

ケビン利用町民半額券 キトウシパークゴルフ
町民無料券

親水パークゴルフ
町民無料券

【注意事項】
①本券１枚で物産センター内喫茶コーナー
　のドリンクが無料です
②本券ご利用の際にはレジカウンターにご
　提示ください

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り利用料金が無料
②本券ご利用の際には受け付けにご提示く
　ださい

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り無料
②本券ご利用の際には受付にご提示ください
③大会、貸し切り等でご利用できない場合
　があります
AM8:00～PM6:00（受け付けはPM5:00まで）

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り無料
②本券ご利用の際には受付にご提示ください
③大会、貸し切り等でご利用できない場合
　があります
AM8:00～PM6:00（受け付けはPM5:00まで）

【注意事項】
①本券１枚で１棟１泊分の利用料金が半額
②本券ご利用の際には必ずご予約願います
③土・祝前日は使用できません。ゴールデ
　ンウィーク、夏・冬休み期間中などご利
　用できない期間があります。お問い合わ
　せください

平成21年3月まで有効 平成20年度シーズン中に限り有効 平成20年度シーズン中に限り有効AM9:00～PM5:30/平成20年開園中のみ有効 AM9:00～PM5:30/平成20年開園中のみ有効

物産センター
1ドリンク町民無料券

ゴーカート
町民無料券

ケビン利用町民半額券 キトウシパークゴルフ
町民無料券

親水パークゴルフ
町民無料券

【注意事項】
①本券１枚で物産センター内喫茶コーナー
　のドリンクが無料です
②本券ご利用の際にはレジカウンターにご
　提示ください

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り利用料金が無料
②本券ご利用の際には受け付けにご提示く
　ださい

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り無料
②本券ご利用の際には受付にご提示ください
③大会、貸し切り等でご利用できない場合
　があります
AM8:00～PM6:00（受け付けはPM5:00まで）

平成20年度シーズン中に限り有効

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り無料
②本券ご利用の際には受付にご提示ください
③大会、貸し切り等でご利用できない場合
　があります
AM8:00～PM6:00（受け付けはPM5:00まで）

【注意事項】
①本券１枚で１棟１泊分の利用料金が半額
②本券ご利用の際には必ずご予約願います
③土・祝前日は使用できません。ゴールデ
　ンウィーク、夏・冬休み期間中などご利
　用できない期間があります。お問い合わ
　せください

平成21年3月まで有効 平成20年度シーズン中に限り有効AM9:00～PM5:30/平成20年開園中のみ有効 AM9:00～PM5:30/平成20年開園中のみ有効
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お問い合わせは　（株）東川振興公社　☎82-2632
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れ た エ リ ー ト 階 層 の 厳 格 な 家 庭 に 育

ち ま し た 。

　 し か し １ ９ ８ ９ （ 平 成 元 ） 年 1
2 月 、

ル ー マ ニ ア 革 命 と と も に 家 族 の す べ

て が 変 わ り ま し た 。 そ の 社 会 的 地 位

は 奪 わ れ 、 一 転 し て 社 会 的 復 帰 も 出

来 な い 立 場 に 。 1
6 歳 だ っ た 長 女 ア デ

ィ ナ さ ん の 双 肩 に 、 一 家 ４ 人 を 支 え

な け れ ば な ら な い 責 任 が 突 然 か か っ

た の で す 。

　 高 校 在 学 中 か ら 2
1 歳 ま で 、 高 収 入

が 得 ら れ る フ ァ ッ シ ョ ン モ デ ル で 一

家 を 支 え ま し た 。

　 フ ラ ン ス 、 イ タ リ ア 、 ギ リ シ ャ 、

エ ジ プ ト な ど ７ カ 国 を 訪 れ ま し た 。

仕 事 の 縁 で 来 日 後 、 当 時 大 学 生 だ っ

た ご 主 人 、 大 樹 さ ん （ 2
7 ） と 千 葉 県

鋸 南 町 の 海 の 家 （ 起 業 体 験 の 学 生 会

社 と し て 経 営 ） で 運 命 の 出 会 い を し

て 結 婚 。 ひ ど か っ た 長 男 の ぜ ん 息 、

ご 主 人 の ア ト ピ ー 治 療 に 悩 み 、 自 然

豊 か な こ の 地 を 体 験 見 学 に 訪 れ て 迷

わ ず 移 住 を 決 め た の で す 。 今 で は 家

族 そ ろ っ て 健 康 を 回 復 し ま し た 。

　 「 日 本 が 一 番 平 和 で す 」 。 こ の 言

葉 に は 、 激 動 の 時 代 を 乗 り 越 え た 重

み が こ も っ て い ま す 。

　 「 占 星 学 は い に し え か ら 伝 わ る 最

古 の 科 学 」 と 強 調 し ま す 。

　 ６ 歳 の 時 か ら 占 星 学 を 勉 強 し 始 め

た そ う で す 。

　 1
3 歳 ご ろ 、 占 星 学 を ベ ー ス に し て

友 人 の 心 の 相 談 を 受 け て い る う ち 、

徐 々 に 評 判 に な っ て 「 自 宅 の 電 話 回

線 が パ ン ク す る ほ ど だ っ た 」 と い う

エ ピ ソ ー ド も 。

　 現 在 は 、 自 家 製 野 菜 、 自 家 製 ハ ー

ブ を ふ ん だ ん に 使 っ た 自 然 食 料 理 を

研 究 、 融 合 さ せ 、 心 と 体 の 健 康 を 取

り 戻 す た め の 「 ム ー ン サ イ ク ル ダ イ

エ ッ ト 」 と し て コ ン サ ル タ ン ト 活 動

を し て い ま す 。

　 「 ヨ ー ロ ッ パ で は ハ ー ブ は 漢 方 薬

の よ う に 使 っ て い ま す 。 い っ ぱ い 作

っ て 、 い ろ い ろ な 人 に も っ と ハ ー ブ

の 使 い 方 を 教 え た い 」 。 今 年 は パ ン

焼 き が ま 作 り に 挑 戦 の 予 定 で す 。

　 　 　 　 　 　 　 ◇

　 ゴ ル バ チ ョ フ 政 権 下 の ソ ビ エ ト 連

邦 、 ポ ー ラ ン ド の 民 主 化 が 進 ん で い

た 東 欧 で 、 ル ー マ ニ ア で は チ ャ ウ セ

ス ク 大 統 領 の 独 裁 政 権 が 続 い て い ま

し た 。 父 親 ベ ジ ャ ン ミ ル チ ャ さ ん

（ 1
2 年 前 6
6 歳 で 逝 去 ） は 、 当 時 空 軍

大 将 で し た 。 母 親 は 教 師 と い う 恵 ま

今 、 生 き 生 き と

　 「 野 菜 を 食 べ れ ば や せ

ら れ る 」 と 食 事 で 始 め る

心 と 体 の 健 康 づ く り を ア

ド バ イ ス す る テ ラ ピ ス ト 。

独 特 の ム ー ン サ イ ク ル ダ

イ エ ッ ト 法 で 、 半 年 間 で

2
3 ㌔ ㌘ も や せ た と い う 男

性 も 。 そ の 秘 密 は 、 月 の

満 ち 欠 け に 応 じ て 食 事 の

仕 方 を 変 え る こ と 。 「 良

い 水 を 飲 ん で 、 良 い お 風

呂 に 入 っ て 、 も っ と い っ

ぱ い ハ ー ブ を 作 っ て … 」

と こ の 地 で 自 然 の エ ネ ル

ギ ー を い っ ぱ い に 受 け て

い ま す 。 「 う ら や ま し い 」

と 思 っ た あ な た 。 さ あ 、

ご い っ し ょ に 。

99

自
宅
庭
に
作
っ
た
ハ
ー
ブ
園
の
作
業

マ
マ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
小
旅
行
̶
。
（
富
良
野
緑
郷
の
森
で
）

東 川 生 ま れ の ２ 女 も こ ん な に

大 き く な り ま し た （ 下 は お 気

に 入 り の 雪 の 滑 り 台 遊 び ）

占 星 術 師 、 ア ス ト ロ コ ン サ ル タ ン ト 　 横 山 　 ア デ ィ ナ 　 さ ん

横
山
　
ア
デ
ィ
ナ
さ
ん
　
占
星
術
師
、
ア
ス
ト
ロ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
／
東
雲
　
☎
82
－
53
48

ルー
マニ
ア・
ブカ
レス
ト市
出身
。3
4歳
。ル
ーマ
ニア
国立
セン
トラ
ルス
クー
ル卒
。占
星学
、月
の満
ち欠
けサ
イク
ルな
どを
ベー
スに
した
コン
サル
タン
ト事
務所
「A
din
a’s
　S
al 
on
銀座
５」
を

東京
・銀
座で

3年
間開
設。
その
後「
カム
イミ
ンタ
ラの
伝道
師フ
ォー
ラム
」（事
務局
・（
有）
アグ
リテ
ック
）を
通じ
て、
２年
前一
家で
東川
町に
移住
し、
東京
事務
所を
閉鎖
。現
在は
自宅
を事

務所
に、
ホロ
スコ
ープ
と心
理学
をベ
ース
にし
たテ
ラピ
ー相
談を
イン
ター
ネッ
トで
全国
から
受け
付け
てい
ます
。1
1歳
、9
歳、
２歳
の１
男
2女
の母
親。

よ
こ
や
ま

25
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誰
で
も
良
い
も
の
（
善
）
は
早
く
実
行

し
た
い
（
急
げ
）
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

個
人
の
場
合
に
は
好
き
な
よ
う
に
行
え
ば

良
い
が
、
団
体
の
場
合
に
は
責
任
あ
る
立

場
の
人
々
と
相
談
し
「
イ
エ
ス
」
の
返
事

を
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な
い
。

　

不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
良
い
と
思
わ
れ

る
こ
と
に
反
対
す
る
人
が
意
外
と
多
い
も

の
だ
。
逆
に
、
こ
れ
は
特
定
の
人
に
と
っ

て
不
利
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
か
ら
き
っ
と

反
対
の
声
が
上
が
る
だ
ろ
う
と
、
理
論
武

装
し
て
い
た
り
す
る
と
す
ん
な
り
と
合
意

に
至
る
こ
と
が
あ
る
。
人
間
の
世
界
は
何

と
も
不
思
議
な
も
の
だ
。
私
た
ち
の
回
り

に
も
良
く
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ぜ
だ
ろ

う
と
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
あ
る
が
…
。

　

あ
る
人
い
わ
く
『
「
善
は
急
げ
」
と
言

う
が
「
急
が
ば
回
れ
」
だ
』
と
。
早
く
実

行
し
た
い
場
合
に
は
、
提
案
す
る
前
に
１

度
な
い
し
２
度
ほ
ど
事
前
に
関
係
者
に
協

議
し
て
了
解
を
得
て
お
く
こ
と
が
良
い
と
。

俗
に
言
う
「
根
回
し
」
で
あ
る
。
な
ら
ば

「
急
が
ば
根
回
し
」
で
あ
る
。

　

プ
ロ
野
球
の
世
界
で
も
投
手
は
直
球
１

本
で
は
最
優
秀
選
手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
に
は
な

れ
な
い
。
緩
急
の
あ
る
球
、
直
球
と
変
化

球
を
持
っ
て
、
初
め
て
超
一
流
と
な
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
の
町
づ
く
り
計
画
は
「
プ
ラ
イ

ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
」
、
つ
ま
り
「
最
高
の

町
づ
く
り
」
で
あ
る
。
町
づ
く
り
の
世
界

で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
目
指
す
な
ら
、
直
球
勝
負
で

は
な
く
、
善
（
住
民
福
祉
の
向
上
）
な
る

も
の
を
「
後
回
し
」
と
し
な
い
た
め
に
は

緩
球
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

国
政
の
世
界
で
は
「
急
が
ば
根
回
し
」

が
頻
繁
で
あ
る
と
聞
く
。
「
ね
じ
れ
て
い

る
」
と
言
わ
れ
る
た
め
か
、
な
か
な
か
結

論
が
出
な
い
。
し
か
し
地
方
自
治
は
定
め

た
目
標
を
最
短
距
離
で
実
現
す
る
「
善
は

急
げ
」
で
あ
る
。
善
を
「
後
回
し
」
に
し

な
い
た
め
に
は
、
「
急
が
ば
（
根
）
回
し
」

で
は
な
く
、
関
係
者
の
適
切
な
是
非
判
断

の
た
め
、
情
報
伝
達
と
公
開
を
い
か
に
適

宜
に
行
う
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
最
新
の

情
報
を
伝
え
て
行
く
こ
と
に
心
が
け
て
い

る
が
、
多
少
の
時
間
差
の
あ
る
こ
と
は
寛

容
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
職

員
の
善
な
る
提
案
に
対
し
て
即
座
に
「
イ

エ
ス
」
と
言
い
た
い
も
の
だ
。

閉
ざ
し
た
る
冬
の
佛
間
の
戸
を
引
け
ば
婿
よ
り
送
り
き
し
り
ん
ご
が
匂
う

亡
き
父
に
よ
く
似
た
人
と
す
れ
違
ふ
坂
道
の
風
追
憶
の
中

躓
く
も
よ
ろ
け
る
こ
と
も
人
生
と
学
び
し
こ
と
も
思
い
遥
か
に

昨
日
と
は
打
っ
て
変
っ
て
上
天
気
隣
は
屋
根
の
雪
お
と
し
を
り

電
話
き
て
思
い
が
け
ず
に
旭
川
の
詩
吟
の
仲
間
は
唯
に
懐
か
し

贈
る
べ
き
人
も
ゐ
な
く
て
独
り
食
む
ほ
ろ
苦
き
チ
ョ
コ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

冬
ざ
れ
の
風
の
宴
か
ナ
ナ
カ
マ
ド
赤
き
鈴
振
り
微
笑
み
さ
そ
ふ

あ
し
た
に
は
鏡
の
中
に
紅
を
ひ
く
聖
母
に
遠
き
女
ひ
と
り
は

福
は
内
貧
は
払
え
ど
つ
い
て
来
る
つ
か
ず
は
な
れ
ず
つ
き
合
い
て
お
り

扨
て
吾
れ
に
何
が
出
来
る
か
温
暖
化
一
人
居
の
部
屋
で
重
ね
着
を
す
る

一
年
は
昨
日
の
如
く
と
思
い
つ
つ
何
と
は
な
し
に
過
ぎ
る
こ
の
世
は

難
病
と
云
わ
れ
て
久
し
此
の
先
も
病
も
疲
れ
も
友
と
し
生
き
む

古
び
ゆ
く
日
々
は
寂
し
く
形
身
な
る
姑
の
羽
織
も
着
る
な
き
ま
ま
に

早
春
の
瀬
音
小
躍
り
し
て
去
り
ぬ

室
の
花
う
す
く
紅
ひ
く
老
婦
か
な

春
便
り「
引
越
し
ま
し
た
」は
突
然
に

レ
シ
ピ
操
る
男
の
料
理
室
の
花

早
春
や
一
間
占
め
た
る
緋
毛
氈

早
春
や
身
の
丈
に
あ
ふ
ゆ
め
ひ
と
つ

少
年
の
こ
こ
ろ
危
う
し
う
す
ご
お
り

降
り
頻
る
独
り
に
重
き
春
の
雪

早
春
や
ひ
と
り
の
夜
の
い
く
ら
飯

眉
太
き
少
年
の
声
春
き
ざ
す

吹
奏
楽
捌
く
タ
ク
ト
の
春
は
じ
め

松
倉　

和
子

那
須　

喜
美

永
江　

栄
子

岩
田　

ふ
じ
え

岡
澤　

チ
ズ
子

笹
田　

冨
士
子

嶋
崎　

ミ
エ

宮
坂　

敬
子

中
田　

治
子

矢
沢　

ま
す
え

清
水　

チ
ヨ

瓜
生　

昭
枝

尾
池　

真
沙
子

徳
光　

吐
苦

杉
山　

り
つ

山
口　

佐
知
子

石
澤　

清
宏

澤
田　

久
美
子

松
山　

蓉
子

小
林　

露
葉

青
野　

公
花

宮
坂　

紫
雲

秋
山　

深
雪

杉
山
ひ
ろ
の
り

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

アンフェア the movie
（映画・ＤＶＤ）
警部補・夏見は、警察内部の不正が
書かれた極秘文書を追っていた。あ
る日、警察病院がテロリストに占拠
された！要求は、「警察庁が不正流
用した80億円を2時間以内に用意せ
よ」というもの。裏金の存在を明ら

かにしたくない警察対、テロリストのリーダーの緻密に仕組ま
れた頭脳戦が始まる。（112分）

つんつくせんせいとく
まのゆめ（絵本）
作：たかどの　ほうこ／刊：フレーベル館
「つんつくえん」のみんなで、きょ
うはたのしいそりあそび。そしてど
こかに“どっしーん！”そこは「つ
んくまえん」のくまさんがとうみん

しているところでした。みんなとくまさんたちは、いっし
ょにおやつをたべることに。ゆめのなかのできごと？それ
とも・・・。

農業ブランドはこうし
て創る（一般書）
著：後久　博／刊：ぎょうせい
Ｈ１９年６月に施行された地域資源を活用
した中小企業の新事業創出支援を目的
とする「中小企業地域資源活用促進法」。
同法により期待される地域資源の中でも
「農業ブランド」に焦点を当てた、売れる商

品づくりの仕掛け・仕組みを構築するためのマーケティングの実践
書。成功の背景には必ず、しっかりした戦略と感動の物語がある！！

善
は
急
げ　

急
が
ば
根
回
し
？

短
歌

俳
句

し
き

さ
ば
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言
い
ま
す
。
将
来
糖
尿
病
に
な
る
頻
度
が
高

い
た
め
、
放
置
せ
ず
に
経
過
観
察
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
尿
糖
が
出
て
い
る
場
合

は
、
糖
尿
病
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
腎
性
糖
尿
と
い
っ
て
、
血
糖
値
が
高

く
な
い
の
に
腎
臓
の
ブ
ド
ウ
糖
排
せ
つ
し
き

い
値
が
低
い
た
め
尿
に
糖
が
出
る
場
合
や
、

内
服
中
の
薬
剤
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
尿
糖
検
査
は
、
治
療
経
過
を
見

る
時
に
は
測
定
し
ま
す
が
、
糖
尿
病
の
診
断

に
は
用
い
ま
せ
ん
。

　

以
前
私
が
勤
め
て
い
た
病
院
の
健
診
セ
ン

タ
ー
で
、
75
㌘
糖
負
荷
試
験
結
果
を
ま
と
め

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
病
気
が
な
い
健
診
受
診
者
４
２
０
人

の
う
ち
、
正
常
型
の
方
は
65
％
く
ら
い
で
し

た
。
一
方
、
約
40
人
、
10
％
く
ら
い
の
方
が

明
ら
か
な
糖
尿
病
型
で
し
た
。
ま
た
境
界
型

の
方
が
約
１
０
０
人
、
25
％
ほ
ど
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
10
人
中
６
・
５
人
の
方
に
糖
の

代
謝
異
常
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
や
そ
の
予
備
軍
な
ど
、
耐
糖
能
異

常
の
頻
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
啓
蒙
活

動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
る
ど
こ
ろ
か
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
耐
糖
能
異
常
に
、
よ

り
重
点
を
置
く
検
診
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
生
活
習
慣
を
し
っ
か
り
自
己
管
理

さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
管
理
の
た

め
に
こ
の
健
診
制
度
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
糖
尿
病
の
合
併
症
へ
と
話
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長　

中
田
宏
志
医
師
）

　

今
回
は
、
糖
尿
病
の
診
断
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

　

診
断
に
は
、
血
糖
値
を
調
べ
る
こ
と
が
必

須
で
す
。
血
糖
は
、
食
事
の
有
無
、
食
後
の

時
間
経
過
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
そ
こ
で

空
腹
時
（
10
時
間
以
上
の
絶
食
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
）
な
ら
、
血
糖
値
１
１
０
㍉
㌘

／
㌥
㍑
未
満
が
正
常
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

精
密
検
査
で
は
、
75
㌘
の
ブ
ド
ウ
糖
が
入

っ
た
検
査
飲
料
（
サ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の

で
、
冷
や
し
て
飲
む
と
結
構
イ
ケ
ま
す
）
を

用
い
て
血
糖
を
調
べ
る
75
㌘
経
口
糖
負
荷
試

験
が
あ
り
ま
す
。
負
荷
前
値
が
１
１
０
㍉
㌘

／
㌥
㍑
未
満
で
、
負
荷
後
２
時
間
値
が
１
４

０
㍉
㌘
／
㌥
㍑
未
満
な
ら
正
常
で
す
。

　

で
は
糖
尿
病
は
？　

と
い
う
と
①
早
期
空

腹
時
血
糖
値
が
１
２
６
㍉
㌘
／
㌥
㍑
以
上
②

食
事
に
関
係
な
く
任
意
の
時
間
に
採
っ
た
随

時
血
糖
が
２
０
０
㍉
㌘
／
㌥
㍑
以
上
③
75
㌘

経
口
糖
負
荷
試
験
で
２
時
間
値
が
２
０
０
㍉

㌘
／
㌥
㍑
以
上
―
と
な
り
ま
す
。
日
を
改
め

て
行
っ
た
検
査
で
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
れ

ば
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
○
口
渇
、
多
飲
、
多
尿
な
ど
、
糖

尿
病
に
典
型
と
さ
れ
る
自
覚
症
状
が
あ
る
場

合
○
血
糖
の
平
均
値
を
示
す
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
＝
過
去
１
〜
２
カ

月
間
の
平
均
血
糖
値
。
正
常
値
は
４
・
３
〜

５
・
８
％
）
が
６
・
５
％
以
上
の
時
○
糖
尿

病
性
網
膜
症
な
ど
の
合
併
症
が
認
め
ら
れ
る

時
―
に
は
１
回
の
検
査
で
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

正
常
型
に
も
糖
尿
病
に
も
当
て
は
ま
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
両
者
の
中

間
に
当
た
る
と
き
で
す
。
こ
れ
を
境
界
型
と

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

　４月のキトウシ森林公園では足の踏み場に困るく
らいに、つぎつぎにさまざまな花が咲き、同時に花
に集まる虫たちの活動も見ることができます。
　森の中に広がる花のダイナミックさや美しさ、花
と虫たちの自然の営みに圧倒されてしいます。一見
の価値はありますのでぜひ訪れてみてください。
　花も美しくて良いのですが、自然ガイドとしては
結実した種を見ることもお勧めです。
　結実した種の形は花以上に変化に富んで興味をそ
そられます。
　たとえば、イガイガの栗のような形であったり、
三角錐のとんがり帽子のよう形であったり、小さな
枝豆のような形であったり、それぞれが個性的な表
情をしています。
　成熟して地上に落ちた種の繁殖の戦略も巧みです。
種には「エライオソーム」という物質(脂肪や糖分)
が付いていて、それを食べるためにアリは巣に運び
ます。「エライオソーム」を食べられた種子は巣の
ごみ捨て場に捨てられるか地上に排出され、芽を出
して生育範囲を広げていくのです。
　春は「スプリングエフェメラル」の芽が出てから
枯れるまでの生態や虫との密接な関係をじっくりと
楽しんでみるのも北国の楽しみかもしれませんね！ 

文：大雪山自然学校・NPO法人ねおす　鳥羽晃一
　

「早春の花」

　早春、雪が解けて茶色い地面が広がる大雪山周辺
の森で初めに見ることができる花は黄色い「フクジ
ュソウ」、青紫や白色の「エゾエンゴサク」、赤紫
色の「カタクリ」などがあげられます。
　これらの植物を自然ガイドは「スプリングエフェ
メラル」(春のはかない命)と呼んでいます。
ササが人の背丈ほど立ち上がり、樹木に若葉がおし
しげり日光がさえぎられる前、約40日間の間に芽を
出し、花を咲かせ、実を付けて枯れてしまうからな
のです。
　そんなはかない命を持ち、毎日のように変化して
いく植物を手軽に見ることができるのがキトウシ森
林公園です。

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
③

大雪山の素顔

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」

Dr.
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ

　

記
憶
力
衰
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

私
な
ど
、
古
書
店
で
買
っ
た
本

を
読
み
終
え
た
瞬
間
に
自
分
が

売
っ
た
本
だ
っ
た
と
気
が
つ
く

始
末
。
情
け
な
く
て
笑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

二
度
も
読
む
価
値
の
な
い
本

に
究
極
の
時
間
の
無
駄
遣
い
。

か
く
も
記
憶
は
あ
て
に
な
ら
な

い
も
の
で
す
が
、
記
憶
の
忘
却

曲
線
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
人
は
20
分

後
に
は
聞
い
た
こ
と
の
42
%
を

忘
れ
、
残
る
の
は
58
%
に
過
ぎ

な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
記
憶
も

一
日
の
終
わ
り
に
は
26
%
ま
で

下
が
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
四
分

の
一
で
す
。
新
学
期
の
こ
の
時

期
に
意
気
込
ん
で
い
る
人
に
水

を
差
す
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が

事
実
な
の
で
す
。

　

教
え
る
側
に
し
て
み
れ
ば
一

生
懸
命
教
え
た
こ
と
も
一
日
の

終
わ
り
に
は
き
れ
い
サ
ッ
パ
リ

忘
れ
去
ら
れ
る
運
命
か
。
い
や

は
や
も
っ
た
い
な
い
。
と
に
か

く
こ
れ
を
ナ
ン
ト
カ
す
る
に
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
少
し
で
も
見

直
し
を
す
る
に
限
り
ま
す
。

　

や
り
方
は
こ
う
で
す
。
学
生

の
場
合
は
、
そ
の
日
に
一
度
、

週
末
に
も
う
一
度
、
そ
し
て
単

元
テ
ス
ト
前
、
定
期
テ
ス
ト
前

に
も
う
一
度
見
直
す
の
で
す
。

　

こ
れ
で
７
割
が
定
着
し
ま
す
。

見
直
し
は
習
っ
た
と
き
ほ
ど
時

間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
も

や
る
度
に
ど
ん
ど
ん
時
間
が
短

縮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
で
70
点
取
れ
た
ら
い
い

で
す
し
、
し
か
も
こ
の
短
期
記

憶
の
繰
り
返
し
が
長
期
記
憶
に

つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
後

の
入
試
な
ど
に
も
効
果
大
で
す
。

　

入
試
の
な
い
私
の
場
合
は
、

大
事
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
ノ
ー

ト
に
書
き
留
め
て
、
時
折
取
り

出
し
て
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
大
人
の
試
験
は
突
然
や
っ

て
き
ま
す
も
の
ね
。

英語学習指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第48回

記憶の忘却曲線

【ちょっと豆知識】
インドの米はインディカ米。日本人が食べるのはジャポニカ米。うるち米はもちろん、日本、韓国、

タイなどもち米を食べる国も多いです。もち米は sticky rice と言います。stickyとはねばねばすると

いう意味。stickerといえばステッカーや子供が大好きなシールのことです。stickにすれば動詞になり

“Stick together!”と言えば小さい子たちに離れないで「くっついてなさい」という意味になります。

ペチャクチャ
カナダ人
ペチャクチャ
カナダ人

A Tale of Two Countries – Part 2

   Besides the adventure of visiting a new country, another reason guided 
my trip to India – the food. Ah yes, I could see it now – sitting at an 
Indian restaurant, eating chicken curry and naan – paradise. I’m sure 
you can imagine my feelings when the following scenario occurred: 
Ashlee: Ah yes, do you have naan? 
Waiter: No, we don’t have. 
Now, if this little scenario happened only once, I could readily 
accept my naan-free fate, however, it happened at almost every 
restaurant I visited in South India. 
　!en I remembered – I am in SOUTH India. !e food in 
South India is vastly different than the food in North India, 
which many of us are familiar with. Instead of feasting on naan 
and curry, I found myself eating a lot of beans, vegetables, 
breads other than naan, and to my greatest surprise: RICE. 
How can it be that I traveled all the way to India, to eat 
RICE? Much like Japan, southern India’s cuisine is largely 
rice-based and often accompanied with fish, when not a 
vegetarian dish. 
　!e moral of my story: if you visit India for the food and 
are interested in expanding your palate beyond rice, visit 
North India…. otherwise, you shall be very surprised! 

二国物語―その2

　見知の国への冒険心と、もう一つ私をインドへ導いた
のが、食べ物です。インドのレストランに座ってチキン
カレーとナンを食べる私―天国です！ところが現実にはこ
んなことがありました。そのときの私の気持ちお察しいた
だけるでしょうか。
私「ナンはありますか」。
ウエイター「ありません」。
一度だけならまだしも、実際はほとんどすべてのレストラン
でこの繰り返し。
　そこで思い出したのです。ここはインド南部だ、ということ
を。この地方の食べ物は私たちになじみのある北部の食べ物とは
ずいぶん違いました。結局ナンとカレーの代わりに、たくさんの
豆と野菜、パンを食べました。そして何より驚いたのが米でした。
わざわざインドまで来てまた米？と。ところがこの地方は日本に似
て米中心で、しかもベジタリアンでない場合はそれに魚がつくので
す。
　ここから得られる教訓：もし食べ物目当てにインドに行くなら、そ
して米以外の食べ物に興味があるなら、北部に行きましょう。でない
とびっくりします。　　　　　　　　　　　　　　　　     　（訳：宮地晶子）

/
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フクジュソウ

と
を
提
唱
さ
れ
た
（
既
報
二
〇
〇
五
年

八
月
号
「
リ
の
つ
く
カ
タ
カ
ナ
語
」
）

し
、
辰
巳
渚
（
フ
リ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
さ
ん
は
（
「
捨
て

る
！
」
技
術
）
と
い
う
著
書
で
、
か
つ

て
、
モ
ノ
は
貴
重
で〝
も
っ
た
い
な
い
〞

が
美
徳
だ
っ
た
が
、
今
は
暮
ら
し
の
技

術
と
し
て
の
〝
捨
て
る
た
め
の
技
術
〞

を
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
禿
美
津

（
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
さ
ん
は
道
新

（
夕
刊
）
と
も
し
び
「
が
ら
く
た
一
掃
」

で
、
日
常
生
活
で
所
有
し
て
い
る
物
の

20
％
し
か
使
っ
て
い
な
い
家
の
中
を
見

回
し
て
、
大
半
は
な
く
て
も
何
の
支
障

も
な
さ
そ
う
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

更
に
、
古
い
ネ
ク
タ
イ
は
ヨ
レ
て
い

て
も
思
い
入
れ
が
あ
り
、
手
に
と
れ
ば

「
い
た
ま
し
く
」
な
っ
て
、
「
な
げ
れ
」

な
い
と
は
道
新
の
山
本
卓
論
説
委
員
で

あ
る
。
勿
体
無
い
、
段
ボ
ー
ル
が
少
し

痛
ん
で
い
る
た
め
に
商
品
に
な
ら
な
い

で
捨
て
ら
れ
る
食
品
な
ど
と
。
特
に
大

事
な
こ
と
は
、
心
の
中
の
が
ら
く
た
一

掃
や
人
間
を
使
い
捨
て
る
経
済
構
造
に

は
反
対
と
い
う
識
者
の
教
え
を
「
な
げ
」

て
は
い
け
な
い
。
町
の
風
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

　　　
（
前
）中
央
分
館
長

　
　
　

尾　

池　

隆　

男

　

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）
四
月
と

い
え
ば
、
卯
月
（
陰
暦
四
月
の
異
称
）
、

卯
の
花
、
新
年
度
の
始
め
の
月
で
も
あ

る
か
ら
、
我
楽
多
な
ら
ぬ
瓦
落
多
を
捨

て
て
、
さ
ら
り
・
ち
ょ
っ
ぴ
り
・
こ
ざ

っ
ぱ
り
な
身
の
回
り
に
し
た
い
の
だ
が
、

「
が
ら
く
た
一
掃
」
に
は
な
か
な
か
ど

う
し
て
勇
気
凛
々
と
は
い
か
な
い
か
ら

始
末
に
終
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

捨
て
る
踏
ん
切
り…

よ
し
、
今
日
こ

そ
思
い
切
り
・
決
心
し
て
捨
て
よ
う
と

し
て
も
、
変
て
こ
な
気
分
に
か
ら
れ
て

踏
ん
切
り
が
つ
か
ず
に
ま
た
拾
い
集
め

る
体
た
ら
く
。

　

待
て
よ
、
そ
う
そ
う
、
こ
の
我
楽
多

（
実
は
鋳
物
・
陶
器
・
樹
脂
加
工
な
ど

の
灰
皿
）
は
、
あ
の
日
・
あ
の
時
・
あ

の
人
か
ら
、
こ
れ
は
あ
の
お
店
か
ら
、

そ
し
て
ミ
ニ
灰
皿
は
わ
ざ
わ
ざ
発
注
し

て…

と
、
正
に
「
我
が
楽
し
き
こ
と
多

き
思
い
出
の
灰
皿
」
で
あ
り
、
日
記
が

わ
り
の
記
念
品
な
の
で
あ
る
。

　

禁
煙
し
て
か
ら
や
が
て
十
年
、
全
く

出
番
の
無
い
灰
皿
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
詰 捨

て
る
我
楽
多

町の風

雑
記
抄

空
は
寒
か
っ
た
け
れ
ど…

。
④
兎
に
角
、

行
っ
た
所
で
艶
の
あ
る
小
石
を
拾
っ
て

来
て
は
「
組
み
合
わ
せ
石
細
工
」
に
熱

中
。
筆
置
き
や
小
物
入
れ
を
作
っ
て
は

自
画
自
賛
し
て
自
己
満
足…

。
⑤
枯
れ

枝
や
流
木
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
オ
ブ
ジ
ェ

を
作
っ
て
は
ニ
ッ
コ
リ
と
は…

⑥
ま
た

も
、
ま
た
し
て
も
、
資
源
ゴ
ミ
の
日
に

「
あ
れ
、
こ
れ
読
み
た
い
な
」
と
ば
か

り
、
転
勤
で
出
し
た
「
ど
な
た
か
の
古

本
」
を
一
時
拝
借
（
？
）
で
チ

ャ
ッ
カ
リ
と…

。
⑦
そ
し

て
そ
し
て
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
の
休
憩
時

に
、
川
原
で
拾
っ

た
角
の
無
い
ガ

ラ

ス

の

く

ず

…

。
あ
あ
、
何
と

無
分
別
な
コ
レ
ク

タ
ー
で
は
な
い
か
。

だ
が
待
て
よ…

。

　

勿
体
無
い…

日
本
の
、

日
本
語
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
を

環
境
保
護
の
合
言
葉
と
し
て
世
界
中
に

広
げ
る
と
い
わ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
受
賞
者
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

（
ケ
ニ
ア
）
は
、
四
つ
の
Ｒ
（
物
資
の

再
使
用
の
リ
ユ
ー
ス
、
消
費
削
減
の
リ

デ
ュ
ー
ス
、
資
源
再
利
用
の
リ
サ
イ
ク

ル
、
修
理
の
リ
ベ
ア
）
を
実
践
す
る
こ

め
こ
ん
で
、
納
戸
に
積
み
上
げ
る
時
の

複
雑
な
心
の
揺
れ
は
如
何
と
も
し
が
た

い
。
あ
あ
、
何
と
優
柔
不
断
の
男
で
は

な
い
か
。
だ
が
待
て
よ…

。

　

拾
う
七
癖…

①
タ
バ
コ
を
ス

パ
ス
パ
と
喫
煙
し
て
い
た

こ
ろ
、
「
こ
れ
は
ユ

ニ
ー
ク
な
灰
皿
に

出
来
る
」
と
、
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
廃
品
を
拾

い
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
白
昼
堂
々

と…

。
②
誰
も
拾
わ

な
い
一
円
玉
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
ボ
タ
ン
・
ガ

ラ
ス
玉
・
化
粧
ビ
ン
の
蓋
な
ど
を

拾
っ
て
ア
イ
デ
ィ
ア
小
物
入
れ
の
飾
り

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
泥
だ
ら
け
の
雑

品
を…

。
③
旅
行
で
の
土
産
記
念
と
し

て
、
「
目
が
飛
び
出
る
キ
ー
・
ホ
ル
ダ

ー
」
を
買
い
集
め
て
い
た
こ
ろ
、
バ
ス

停
で
拾
っ
た
「
タ
ヌ
キ
」
は
目
に
入
れ

て
も
痛
く
な
い
程
で
、
ネ
オ
ン
瞬
く
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○　

○　

○

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が  
ら
く  

た
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大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
被
保
険
者
証
等
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
被
保
険
者
証
等
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
被
保
険
者
証
等
を
送
付
し
ま
す

こ
ん
な
時
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を

こ
ん
な
時
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を

こ
ん
な
時
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　
下
記
の
保
険
証
、
受
給
者
証
等
は
、
4月
か
ら
更
新
ま
た
は
新
規
交
付
と
な
り
ま
す
。
4月
以
降
の
診
療
時
に

は
新
し
い
保
険
証
・
受
給
者
証
等
を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
（
3月
下
旬
郵
送
）
。

　
な
お
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
・
受
給
者
証
等
は
、
4月
以
降
に
住
民
福
祉
課
住
民
室
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

　
下
記
保
険
証
・
受
給
者
証
等
の
更
新
・
交
付
に
つ
い
て
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
20
年
4月
よ
り
特
定
健
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
方
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
受
診
券
及
び
受
診
方
法
等
の
ご
案
内
の
送
付

は
4月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
ず
れ
か
の
公
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
職
業
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
の
市
町
村
か
ら
の
転
入
時
や
他
市
町
村
へ
の
転
出
時
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
手
続
き
を
す
る
と
き

は
、
下
表
を
参
考
に
必
要
な
も
の
を
準
備
し
、
住
民
福
祉
課
住
民
室
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
物
は

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
事
務
局
国
民
健
康
保
険
対
策
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
56
2、
56
3）

　
東
川
町
役
場
住
民
福
祉
課
住
民
室
☎
82
-2
11
1

更
新
と
な
る
保
険
証
、
受
給
者
証
等

新
た
に
交
付
さ
れ
る
保
険
証
、
受
給
者
証
等

国 民 健 康 保 険 加 入 者 医 療 被 保 険 者 と な る 方

４ 月 に 老 人 保 健 受 給 者 か ら 後 期 高 齢 者

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

対
象

交
付

対
象
交
付

対
象
交
付

対
象
交
付

対
象

交
付

対
象

交
付

②
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

⑦
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

③
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

④
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

⑤
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

対
象
交
付

対
象
交
付

⑧
後
期
高
齢
者
医
療
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方

対
象
者
の
方
全
員
に
①
と
併
せ
て
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

現
在
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

（
後
期
高
齢
者
医
療
障
害
認
定
撤
回
申
請
を
さ
れ
た
方
は
除
く
）

ａ
.②
の
対
象
者
で
世
帯
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

ｂ
.7
0歳
未
満
の
方
で
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成
20
年
4月
末
日
～
7月
末
日
に
な
っ
て
い
る
方

被
保
険
者
の
方
全
員
に
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す
（
短
期
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
住
民

福
祉
課
住
民
室
窓
口
に
て
交
付
と
な
り
ま
す
）

被
保
険
者
の
方
全
員
に
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

対
象
者
の
方
全
員
に
①
と
併
せ
て
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成
20
年
4月
末
日
～
平
成
20
年
7月
末
日
に
な
っ
て
い
る
方

対
象
者
の
方
全
員
に
①
と
併
せ
て
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成
20
年
4月
末
日
～
平
成
20
年
7月
末
日
に
な
っ
て
い
る
方

対
象
者
の
方
全
員
に
①
と
併
せ
て
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

⑥
の
対
象
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

対
象
者
の
方
全
員
に
⑥
と
併
せ
て
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

現
在
老
人
保
健
特
定
疾
病
受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

対
象
者
の
方
全
員
に
⑥
と
併
せ
て
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す

ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

外
国
人
が
入
る
と
き

ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

外
国
人
が
や
め
る
と
き

75
歳
を
迎
え
た
と
き

（
一
定
以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
方
は
65
歳
）

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者
に
な
っ
た
と
き

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

世
帯
主
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

世
帯
を
分
け
た
り
、
一
緒
に
し
た
と
き

出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅
行
へ
行
く
と
き

就
学
の
た
め
、
別
に
住
所
を
定
め
る
と
き

保
険
証
を
な
く
し
た
と
き
(ま
た
は
汚
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た
と
き
)

手
続
き
で
必
要
な
も
の

こ
ん
な
と
き

印
鑑
、
ほ
か
の
市
町
村
の
転
出
証
明
書

印
鑑
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

印
鑑
、
保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳

印
鑑
、
保
護
廃
止
決
定
通
知

外
国
人
登
録
証
明
書

印
鑑
、
保
険
証
(※
)、
国
保
高
齢
受
給
者
証
(△
)、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
(△
)、
限
度
額
適
用
認
定
証
(△
)、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)

印
鑑
、
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証

(後
者
が
未
交
付
の
と
き
は
加
入
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
)

国
保
高
齢
受
給
者
証
(△
)、
 限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)、
限
度
額
適

用
認
定
証
(△
)、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)

印
鑑
、
保
険
証
(※
)、
死
亡
を
証
明
す
る
も
の
、
国
保
高
齢
受
給
者
証
(△
) 
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)、
限
度
額
適
用
認
定
証
(△
)、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)

印
鑑
、
保
険
証
(国
保
加
入
者
全
員
分
)、
保
護
開
始
決
定
通
知
書
、
国
保
高
齢
受
給
者
証

(△
) 
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)、
限
度
額
適
用
認
定
証
(△
)、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
(△
)

保
険
証
、
外
国
人
登
録
証
明
書

印
鑑
、
保
険
証
、
国
保
高
齢
受
給
者
証
（
△
）
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
(△
)、
身
体
障
害
者
手
帳
(△
)

印
鑑
、
保
険
証
、
年
金
証
書

印
鑑
、
保
険
証

印
鑑
、
保
険
証
(国
保
加
入
者
全
員
分
)

印
鑑
、
保
険
証

印
鑑
、
保
険
証
、
在
学
証
明
書

印
鑑
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

★
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
で
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
20
年
4月
か
ら
年
金
か
ら
の
保
険

料
徴
収
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
３
月
末
に
「
保
険
料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
と
「
保
険
料
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
（
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
６
月
末
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納

付
通
知
書
の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

国 保 に 入 る と き 国 保 を や め る と き そ 　 の 　 他 ※
：
世
帯
主
の
変
更
が
あ
る
場
合
、
国
保
加
入
者
全
員
分
の
保
険
証
が
必
要
で
す

△
：
該
当
者
の
み
必
要
で
す
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

■
東
川
町
役
場
　　
　　

■
改
善
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
）

■
文
化
交
流
館

■
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
町
立
診
療
所

■
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

■
道
草
館
　　
　　

82
－
21
11

82
－
32
00

82
－
42
45

82
－
47
00

82
－
46
00

82
－
21
01

83
－
01
19

68
－
47
77

くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

｝ ｝

　 父 毅 浩

4
月
の
行
事

春
の
交
通
安
全
祈
願
祭（
午
前
9時
、駐
在
所
前
） 

町
内
小
学
校
入
学
式（
午
前
10
時
、各
校
）、
東
川
中
学
校
入

学
式（
午
後１
時
15
分
、同
校
）

地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会（
午
後１
時
半
、農
協
ホ
ー
ル
）

東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
－
入
園
式
(午
前
9時
半
、同
セ
ン
タ
ー
）

道
立
東
川
養
護
学
校
入
学
式（
午
前
9時
40
分
、同
校
）

道
立
東
川
高
校
入
学
式（
午
後１
時
半
、同
校
）

北
海
道
環
境
福
祉
専
門
学
校
入
学
式（
午
前
9時
半
、同
校
）

旭
川
福
祉
専
門
学
校
入
学
式（
午
前
10
時
、同
校
）

写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会
総
会（
午
前
10
時
、役
場
）

7日
　

8日

　

10
日

11
日

22
日

人
の
う
ご
き

（
2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日
、敬
称
略
）

　 　 　 　 　 （
前
月
比
▲

（
前
月
比
±

（
前
月
比
▲

（
前
月
比
▲

　 　 　 　
　
　
　

7
,7
4
2
人

3
,6
9
1
人

4
,0
5
1
人

3
,1
2
4
戸
2
人
2
人

1
7
人

2
1
人

　 　 　 　

　

4
人
）
0
）

4
人
）

2
戸
）

お
誕
生

生
ま
れ
た
子

遠
藤
　
心
温

田
渕
　
沙
雪

お
く
や
み

亡
き
人

由
川
　
秀
子

山
下
　
　
浩

海
老
澤
郁
子

ご
結
婚

白
幡
　
秀
一

畑
　
　
順
子

瀧
田
　
隆
之

中
上
　
由
花

人
口
・
世
帯
数
　
2月
末
日
現
在

人
　
口
／

　
男
　
／

　
女
　
／

世
帯
数
／

出
　
生
／

死
　
亡
／

転
　
入
／

転
　
出
／

　 行
政
区

北
町
3丁
目

17
区
　 行
政
区

28
区

28
区

北
町
2丁
目

行
政
区

17
区

17
区
西
町

　 母 早
苗

文
子

　 　 　 　
　
　
　 歳 78
歳

67
歳

67
歳

　 　 　 　 届
出
人

由
川
　
髙
司

山
下
　
榮
子

海
老
澤
伸
明

　 （ ※ 申 請 は 本 人 ま た は 代 理 の 方 ）

発 行 　 簡 易 書 留 郵 便 で 送 付

お 問 い 合 わ せ ・ 申 請 　 住 民 福 祉 課

　 社 会 福 祉 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内

　 線 ５ ０ ２ ）

食 事 で 健 康 「 栄 養 教 室 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 民 福 祉 課

　 食 事 の 不 適 切 な 摂 取 、 運 動 不 足

か ら 起 き る 生 活 習 慣 病 が 増 加 し て

い ま す 。 「 自 分 の 健 康 は 自 分 で 守

る 」 を 柱 に 、 改 め て 健 康 の 大 切 さ

を 考 え ま し ょ う 。 身 近 な 材 料 を 使

っ て 調 理 実 習 を し ま す 。

　 バ ラ ン ス 、 味 付 け な ど 確 認 し 、

食 生 活 の 見 直 し と 健 康 を 考 え る 機

会 と し ま し よ う （ 栄 養 教 室 は 希 望

す る 方 は 食 生 活 改 善 推 進 員 と な る

単 位 を 取 る こ と が で き ま す ） 。

対 象 　 町 民 の 方 な ら ど な た で も

重 度 障 が い 者 に ハ イ ヤ ー 料 金 を

助 成 し ま す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 民 福 祉 課

対 象 　 ① １ 級 ま た は ２ 級 の 下 肢 、

　 体 幹 、 免 疫 、 視 覚 障 が い 者 ② １

　 級 の 心 臓 、 腎 臓 、 呼 吸 器 、 ぼ う

　 こ う 、 直 腸 、 小 腸 障 が い 者 ③ 療

　 育 手 帳 Ａ 判 定 の 方 ④ 乳 幼 児 以 前

　 の 非 進 行 性 脳 病 変 に よ る 運 動 機

　 能 障 が い 者 （ 児 ） の う ち 移 動 機

　 能 障 が い 者 （ 児 ） ― の い ず れ か

　 に 該 当 し 、 な お か つ 重 度 心 身 障

　 害 者 医 療 費 受 給 者 証 が 「 障 初 」

　 「 老 初 」 の 方 が 該 当 し ま す （ ※

　 福 祉 施 設 等 に 入 所 し て い る 方 は

　 対 象 に な り ま せ ん ） 。

助 成 内 容 　 ５ ０ ０ 円 の チ ケ ッ ト を

　 年 間 7
2 枚 交 付

申 請 の 時 に 必 要 な も の 　 身 体 障 害

　 者 手 帳 ま た は 療 育 手 帳 、 印 鑑

2
0
年 度 固 定 資 産 税 （ 土 地 、 家 屋 ）

の 課 税 台 帳 縦 覧

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 税 務 課

　 固 定 資 産 税 の 課 税 内 容 を 確 認 し

て い た だ く た め 、 土 地 、 家 屋 な ど

固 定 資 産 の 課 税 台 帳 を 縦 覧 出 来 ま

す 。

　 特 に 前 年 （ １ 月 １ 日 か ら 1
2 月 3
1

日 ま で ） に 土 地 売 買 、 家 屋 の 新 ・

増 築 、 取 り 壊 し が あ っ た 方 は ご 覧

の 上 ご 確 認 く だ さ い 。 お 問 い 合 わ

せ は 税 務 課 税 務 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １

（ 内 線 １ ２ ７ ） ま で 。

期 間 　 ４ 月 １ 日 （ 火 ） 〜 ７ 月 3
1 日

　 （ 木 ） （ 土 ・ 日 、 祝 日 を 除 く ）

時 間 　 午 前 ８ 時 半 〜 午 後 ５ 時 半

場 所 　 税 務 課 内

旭 川 社 会 保 険 事 務 所 の 電 話 番 号

変 更 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 住 民 福 祉 課

　 旭 川 社 会 保 険 事 務 所 の 代 表 番 号

が 廃 止 さ れ 各 課 へ の 直 通 電 話 番 号

と し て ３ 月 2
4 日 よ り 変 更 さ れ て い

ま す 。

　 問 い 合 わ せ 内 容 に よ り 担 当 課 が

決 ま っ て い ま す の で 、 次 の 表 に よ

り 電 話 番 号 を 確 認 の う え 、 旭 川 社

会 保 険 事 務 所 に お 問 い 合 わ せ く だ

さ い 。

日 時 　 ４ 月 1
8 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ ま で

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 講 話 「 食 生 活 チ ェ ッ ク 　 パ

　 ー ト １ 」 、 調 理 実 習 ・ 試 食 。 希

　 望 者 に は 体 脂 肪 測 定

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ 食 材 料 の 一 部 と し て 自 己

　 負 担 １ ０ ０ 円 を い た だ き ま す ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 住 民 福

　 祉 課 保 健 指 導 室 栄 養 士 ま で ☎ 8
2

　 | ２ １ １ １ （ 内 線 　 ５ ０ ４ ）

国 民 年 金 保 険 料 の ク レ ジ ッ ト カ

ー ド 払 い に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 住 民 福 祉 課

　 ク レ ジ ッ ト カ ー ド に よ る 国 民 年

金 保 険 料 の 支 払 い が 平 成 2
0 年 2 月

よ り 始 ま り ま し た 。

　 ク レ ジ ッ ト カ ー ド 払 い を 希 望 す

る 場 合 は 、 「 国 民 年 金 保 険 料 ク レ

ジ ッ ト カ ー ド 納 付 （ 変 更 ） 申 出 書 」

に 必 要 事 項 を 記 入 の う え 、 旭 川 社

会 保 険 事 務 所 へ の 提 出 が 必 要 と な

り ま す 。

　 対 象 と な る 保 険 料 は 、 「 定 額 保

険 料 」 及 び 「 付 加 保 険 料 込 み の 定

額 保 険 料 」 と な り 、 保 険 料 が 一 部

免 除 と な っ て い る 場 合 は 利 用 す る

こ と が で き ま せ ん 。 ま た 、 １ 回 払

い の み で の 利 用 と な り 、 分 割 払 い

や リ ボ 払 い 等 で 利 用 す る こ と が で

き ま せ ん 。

　 １ 年 及 び ６ ヵ 月 前

納 を 利 用 し た 場 合 は 、

次 の よ う に 現 金 納 付

と 同 額 の 割 引 が 適 用

さ れ ま す 。

十 分 確 認 し て く だ さ い 。 母 子 手 帳

と 住 所 の 確 認 が で き る も の （ 健 康

保 険 証 、 乳 幼 児 医 療 受 給 者 証 な ど ）

を お 持 ち く だ さ い 。 予 診 票 は 町 立

診 療 所 に あ り ま す （ 土 ・ 日 、 祝 日 、

年 末 年 始 の 閉 所 期 間 は 予 防 接 種 も

休 診 で す ） 。

受 け 付 け 時 間 　 午 後 １ 時 〜 午 後 ５  

　 時
日 程 　 3 種 混 合 は 火 曜 日 、 Ｂ Ｃ Ｇ

　 は 木 曜 日 、 麻 し ん ・ 風 し ん 混 合

　 は 金 曜 日 、 ポ リ オ は ① ５ 月 1
3 〜

　 1
6 日 ② 1
1 月 1
1 〜 1
4 日 （ お 子 さ ん

　 の 体 調 が 良 好 な 時 に 随 時 受 け て

　 く だ さ い ）

お 問 い 合 わ せ 　 住 民 福 祉 課 保 健 指

　 導 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０

　 ４ 、 ５ ０ ５ ）

麻 し ん ・ 風 し ん 混 合 予 防 接 種

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 民 福 祉 課

　 第 １ 期 、 第 ２ 期 の 対 象 者 に 加 え

て 、 本 年 度 か ら ５ 年 間 の 予 定 で 、

満 1
3 歳 （ 中 学 １ 年 ） と 満 1
8 歳 （ 高

校 ３ 年 ） を 対 象 に 、 第 ３ 期 、 第 ４

期 の 麻 し ん ・ 風 し ん 混 合 接 種 を 定

期 予 防 接 種 と し て 実 施 し ま す 。

　 第 ３ 期 、 第 ４ 期 の 対 象 の 方 に は

個 別 に ご 案 内 し ま す 。

　 第 ３ 期 … 平 成 ７ 年 ４ 月 ２ 日 か ら

平 成 ８ 年 ４ 月 １ 日 の 間 に 生 ま れ た

方
　 第 ４ 期 … 平 成 ２ 年 ４ 月 ２ 日 か ら

平 成 ３ 年 ４ 月 １ 日 の 間 に 生 ま れ た

学 生 納 付 特 例 制 度 の 簡 素 化 に つ

い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 住 民 福 祉 課

　 平 成 1
9 年 度 に 学 生 納 付 特 例 制 度

の 承 認 を 受 け た 方 で 、 平 成 2
0 年 度

も 同 じ 学 校 に 在 学 さ れ る 方 に つ い

て は 、 社 会 保 険 庁 よ り 郵 送 さ れ て

く る 「 学 生 納 付 特 例 申 請 書 （ ハ ガ

キ ） 」 に 必 要 事 項 を 記 載 し 返 信 す

る こ と に よ り 、 平 成 2
0 年 度 （ 平 成

2
0 年 4 月 〜 平 成 2
1 年 3 月 ） 分 の 申

請 を 行 っ た こ と と な り ま す 。

　 な お 、 昨 年 学 生 納 付 特 例 申 請 を

し た が 本 年 学 生 納 付 特 例 申 請 書

（ ハ ガ キ ） が 郵 送 さ れ て い な い 方 、

初 め て 学 生 納 付 特 例 を 申 請 す る 方 、

学 校 を 変 ら れ た 方 な ど に つ き ま し

て は 、 近 く の 社 会 保 険 事 務 所 か 住

民 福 祉 課 住 民 室 で 申 請 手 続 き を 行

っ て く だ さ い 。

　 手 続 き の 際 に は 、 年 金 手 帳 、 学

生 証 か 在 学 証 明 書 、 印 鑑 を ご 持 参

の 上 、 申 請 し て く だ さ い 。

お 問 い 合 わ せ 　 旭 川 社 会 保 険 事 務

　 所 ☎ 2
7 | １ ６ １ １ 、 住 民 福 祉 課

　 住 民 室 ☎ 8
2 | 2 1 1 1 （ 内 線 １

　 ２ ３ ）

乳 幼 児 の 定 期 予 防 接 種 お 知 ら せ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住 民 福 祉 課

　 町 立 診 療 所 で 乳 幼 児 の 定 期 予 防

接 種 （ ３ 種 混 合 、 Ｂ Ｃ Ｇ 、 麻 し ん

・ 風 し ん 混 合 、 ポ リ オ ） を 実 施 し

ま す 。 医 師 や 看 護 師 に 接 種 間 隔 を

方
お 問 い 合 わ せ 　 住 民 福 祉 課 保 健 指

　 導 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０

　 ４ 、 ５ ０ ５ ）

町 営 バ ス 「 東 忠 別 線 」 を 本 格 運

行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 都 市 建 設 課

　 昨 年 ４ 月 か ら 試 験 運 行 し て い た

町 営 バ ス 「 東 忠 別 線 」 （ 「 町 立 診

療 所 | 東 1
1 号 」 間 折 り 返 し ） の 始

発 午 前 ７ 時 2
7 分 便 が 、 ４ 月 １ 日 か

ら 引 き 続 き 本 運 行 と な り ま し た 。

同 路 線 は １ 日 ７ 便 の 運 行 と な り ま

す 。 料 金 は 引 き 続 き 大 人 １ ５ ０ 円 、

小 人 （ 小 学 生 以 下 ） 7
0 円 で す 。

　 主 な 停 留 所 到 着 時 間 は 次 の と お

り で す 。

東 1
1 号 　 　 　 午 前 ７ 時 4
1 分

1 号 北 ３ 線 　 　 同 ７ 時 5
5 分

役 場 前 　 　 　 　 同 ８ 時 ０ 分

担
当
課

電
話
番
号

主
な
業
務
内
容

納
付
方
法

割
引
額

3,
07
0円

70
0円

1
年
前
納

6
カ
月
前
納

国
民
年
金
第
一
課

国
民
年
金
第
二
課

総
務

課
徴

収
課

業
務

課

相
談

予
約

年
金
給
付
課

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
・
納
入
相
談

庶
務
関
係

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付

②
社
会
保
険
の
給
付
手
続
き

③
社
会
保
険
任
意
継
続
の
加
入
手
続
き
等

①
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
の
加
入
手
続
き
等

来
訪
に
よ
る
年
金
相
談
の
予
約

障
害
年
金
・
国
民
年
金
等
の
請
求
手
続
き

2
7
‒
1
6
1
1

7
2
‒
5
0
0
2

7
2
‒
5
0
0
3

2
6
‒
4
4
8
5

2
6
‒
4
4
8
4

7
2
‒
5
0
0
4

7
2
‒
5
0
0
5

４
月
１
日
か
ら
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
の
検
診
料
金
が
変
わ
り
ま
す
　
住
民
福
祉
課

検
査
項
目

受
診
で
き
る

年
齢

改
正
後（
円
）

現
行（
円
）

胃
が
ん

1,
50

0
1,
50

0

子
宮
頚
が
ん

1,
50

0
1,
50

0

喀
痰
（
か
く
た
ん
）
検
査

（
必
要
な
方
の
み
）

50
0

50
0

大
腸
が
ん

1,
00

0
70

0

乳
が
ん

2,
00

0
1,
90

0 （
50
歳
未
満
）

1,
60

0（
50
歳
以
上
）

子
宮
体
部

（
必
要
な
方
の
み
）

1,
00

0
70

0

肺
が
ん

1,
00

0
50

0
40
歳
か
ら

子
宮
超
音
波

50
0

50
0

20
歳
か
ら

※
年
齢
は
平
成
21
年
3月
31
日
時
点
の
満
年
齢

※
集
団
検
診
は
6/
24
、7
/1
6、
11
/1
1、
12
/1
1（
バ
ス
送
迎
検
診
）で
す
。

※
個
別
検
診
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー（
☎
53
-7
11
1）

　
に
予
約
の
う
え
住
民
福
祉
課
保
健
指
導
室（
☎
82
－
21
11
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

え
ん
ど
う
　
 し
お
ん

 た
ぶ
ち
　
　
さ
ゆ
き

33
32

H
ig
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hi

ka
w

a 
 2

00
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